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はじめに  
 
  伊奈町教育委員会は、「ずっと住みたい 緑あふれた 安心・安全

なまち」の創造を目指し、「生涯にわたり学び続ける  笑顔あふれ

る学校づくり、まちづくり」を基本理念とした「第２期伊奈町教育

振興基本計画」を、令和２年３月に策定いたしました。  
令 和 ２ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 に 取 り 組 む 伊 奈 町 の 教 育 行 政 の ６ つ

の基本目標である「確かな学力と自立する力の育成」「豊かな心と

健やかな体の育成」「質の高い学校教育を推進するための環境の充

実」「学校・家庭・地域の連携と教育力の向上」「生涯にわたる学び

の支援と文化芸術の振興」「スポーツ及びレクリエーション活動の

推進」を掲げ、様々な施策や事業を進めております。  

教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第

２６条の規定に基づき、毎年、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、議会に提出するとともに、公表することとなっております。 
この報告書は、伊奈町教育委員会が行った事務事業の点検評価の

結果をまとめたものです。各事業がどのように展開され、どのよう

な進捗状況にあるかを公表することにより、広くご意見をいただき、

今後の教育行政に生かすとともに、教育政策立案を的確に行い、効

果的な教育行政を推進していきたいと考えております。  
なお、本報告書は、第２期伊奈町教育振興基本計画のもとでの伊

奈町教育委員会事業についての点検評価となっております。  
 

令和６年１２月  
伊奈町教育委員会  

伊奈町教育委員会委員  
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Ⅰ 点 検 評 価 の基 本 方 針  

 

（１）趣旨 

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

が一部改正され、平成２０年４月から全ての教育委員会は、毎年、

そ の 権 限 に 属 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点 検 及 び 評

価を行い、その結果を議会に提出するとともに、公表することとさ

れています。（法第２６条第１項）  
伊奈町教育委員会では、法の趣旨に則り効果的な教育行政の推進

に資するとともに、町民に対する説明責任を果たすため、令和４年

度 に 実 施 し た 教 育 に 関 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点

検評価を行い、本報告書を作成しました。  
 
（２）点検評価の対象及び方法 

対象となる点検評価は、「伊奈町総合振興計画」実施計画（令和

５年度版）に位置付けられている施策・事業のうち、令和５年度に

実施した事業としています。  
教育委員会の施策・事業の取組実績等を取りまとめ、自己評価を

行った後、その客観性を確保する観点から、教育に関して学識経験

を有する小林達也氏と林八州夫氏の２名の方より、ご意見ご助言を

いただきました。  
 

※《参 考》 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

〔昭和３１年６月３０日法律第１６２号〕  

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

 

第２６条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４

項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管

理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。   

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。  
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　　　　①　教育委員会組織機構図
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　　②　教育財政

議 会 費 120,970

総 務 費 1,607,751

民 生 費 6,131,530

衛 生 費 2,366,622

農 林 水 産 業 費 85,677

商 工 費 124,362

土 木 費 963,103

消 防 費 644,343

教 育 費 1,310,992

そ の 他 1,311,859

〈 総 計 〉 14,667,209

教 育 総 務 費 421,879

小 学 校 費 134,861

中 学 校 費 348,487

給食センター費 204,189

社 会 教 育 費 159,904

保 健 体 育 費 41,672

〈 総 計 〉 1,310,992

令和5年度決算の状況　（単位千円）
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　　令和4年度 　　令和5年度
議 会 費 115,042 120,970

総 務 費 1,899,404 1,607,751

民 生 費 5,786,767 6,131,530

衛 生 費 1,542,031 2,366,622

農 林 水 産 業 費 142,952 85,677

商 工 費 228,118 124,362

土 木 費 840,822 963,103

消 防 費 584,602 644,343

教 育 費 1,191,618 1,310,992

そ の 他 1,216,845 1,311,859

〈 総 計 〉 13,548,201 14,667,209

　　令和4年度 　　令和5年度
教 育 総 務 費 468,138 421,879

小 学 校 費 202,016 134,861

中 学 校 費 125,096 348,487

給 食 セ ン タ ー 費 200,460 204,189

社 会 教 育 費 157,114 159,904

保 健 体 育 費 38,794 41,672

〈 総 計 〉 1,191,618 1,310,992

（単位千円）

歳出決算対前年比較　（単位千円）
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③ 伊奈町総合振興計画 基本構想の概要 

日本一住んでみたいまちを目指して 
ずっと住みたい 緑にあふれた キラキラ光る元気なまち 

（伊奈町の将来像） 
 

 
 

 
 将来像実現のための基本目標  

 
第１章 防災・減災 みんなで考え 行動するまち 

～安心・安全なまちに暮らす～ 
 町民一人一人の生活を守る観点から災害や事故、犯罪を減らし、安心で安全に暮らすことの

できるまちを目指します。 
自然災害の発生に備えるとともに、万が一災害に遭っても地域住民が相互に支え合い、安心

して暮らすことのできる地域社会を形成します。 
広域化による消防・救急体制の充実やまちぐるみによる地域防犯や交通安全活動、さらには

安心な消費生活を支援し、町民一人一人の安心・安全を守る施策の充実を図ります。 
 

第２章 いきいき 元気 健康長寿のまち 
～健康で心安らぐまちに暮らす～ 

 すべての町民が元気で、心身ともに健康で長生きができ、お互いに助け合い、支え合う地域

社会の中で、生きがいをもって心豊かに暮らすことのできるまちを目指します。 
町民一人一人の健康づくりを支援し、地域において安心して医療を受けられる環境を整えま

す。 
子供や高齢者、障がい者などを地域で支えることができるよう、地域コミュニティ活動を活

性化する一方、高齢者や障がい者の自立生活支援、サービス提供体制の充実を図ります。 
 

第３章 人を育て はじける笑顔 輝くまち 
～豊かな心を育むまちに暮らす～ 

 家庭の大切さや地域の中での支え合いを基本にしながら、安心して子供を育てることがで

き、町民の誰もが学ぶことの楽しさを感じられ、身近に文化芸術、スポーツ・レクリエーショ

ンに親しむことのできるまちを目指します。子供と子育て家庭を地域ぐるみで支える仕組みを

つくります。 
子供が楽しく学び、生きる力を育む魅力ある学校づくりを推進するとともに、青少年の健全

育成を推進するなど将来を担う人材の育成に努めます。生涯学習、文化芸術、スポーツ・レク

リエーションなど町民の多様な活動を支援し、その活性化を図ります。 
 

第４章 キラキラ光る ずっと住み続けたいまち 
～緑あふれる、にぎわいのあるまちに暮らす～ 

 豊かな緑を守るとともに、身近な緑を広げ、緑豊かなまちをつくります。環境への負荷を抑

制した循環型社会の構築と、暮らしの充実に必要な機能やサービスの集積など、地域の魅力向

上を図ります。 
また、地球温暖化対策やごみの適正処理などによる環境への配慮に努めます。 
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良好な市街地を形成するとともに、町の骨格を形成する都市計画道路の整備を促進します。 
公共交通については、利便性を高め、利用の促進を図ります。 
町の発展を促す産業経済については都市農業の振興、商工業活動の活性化を促します。 
また、にぎわいのある空間形成や地域の拠点となる活気ある商業を育てるとともに、地域の

様々な資源を生かし、まちの魅力を町内外に発信し、誘客に努めます。 
 

第５章 共につくる 未来につながるまち 
～町民と行政が協働するまちに暮らす～ 

 町民参画による開かれた法制と経営的視点に立った行政運営を行うことにより、質の高い法

制運営を目指します。 
町民の声が行政にしっかり届き、活かされる仕組みをつくるとともに、地域の課題解決や地

域おこしを協働で推進するための環境を整備します。 
また協働にあたっては、町内に立地する県民活動総合センターをはじめとする県施設との連

携と活用を勧めます。 
これからの行財政運営にあたっては、これまで培ってきた地域資源などのストックを十分に

活用し、最少の費用で最大の効果を引き出す経営的視点を重視します。 
また、お互いの人権が尊重され、平和に暮らすことのできる共生のまちづくりを推進します。 

 
 
 

 

 

 

 

教育分野の取組 

 

第３章 人を育て はじける笑顔 輝くまち 

～豊かな心を育むまちに暮らす～ 

 

第５章 共につくる 未来につながるまち 

～町民と行政が協働するまちに暮らす～ 
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④教育施策の体系 

第３章 人を育てはじける笑顔 輝くまち～豊かな心を育むまちに暮らす～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 子ども・子育て支援の充実 

 

 

 

 
 

第２節 確かな学力と自立する力の育成 

 

 

 

 
 

 

第３節 豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

 
 

第４節 質の高い学校教育を推進する 

    ための環境の充実 

 

 
 

第５節 学校・家庭・地域の連携と教育

力の向上 

 

 
 

 

第６節 生涯にわたる学びの支援と 

    文化芸術の振興 

 

 

第７節 スポーツ及びレクリエーション 

    活動の推進 

 

１．子ども・子育て支援新制度の推進 

２．保育サービスの充実 

３．子育て家庭の支援 

４．地域の子育て支援 

５．子どもの健やかな成長支援 

 

１．学力の向上 

２．新しい時代に対応した教育の推進 

３．進路指導・キャリア教育の充実 

４．幼児教育との連携の推進 

５．特別支援教育の充実 

６. 不登校児童生徒への支援 

 

１．豊かな心の育成 

２．いじめの防止対策の推進 

３．生徒指導の充実 

４．人権を尊重した教育の推進 

５．児童生徒の健康の保持・増進 

６．体力の向上と学校体育活動の推進 

 

１．学校の組織運営の改善 

２．子どもたちの安心・安全の確保 

３．学習環境の整備・充実 

４．学校給食の充実 

 

１．家庭教育支援体制の充実 

２．地域の教育力の向上 

３．学校・家庭・地域が一体となった教育の推進 

４．コミュニティ・スクール(学校運営協議会)の 

  設置及び推進  

 

１．学び合いの生涯学習の推進 

２．文化芸術の振興と伝統文化の継承 

３．文化財及び町史資料の保護・保存・活用 

 

１．スポーツを通じた元気なまちづくり 

２．スポーツ・レクリエーション事業の充実 
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第５節 人権尊重と 

    平和意識の啓発推進 

第５章 共につくる未来につながるまち～町民と行政が協働するまちに暮らす～ 

   

 １人権・同和教育啓発の推進 
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第３章　豊かな心を育むまちに暮らす人を育て はじける笑顔　輝くまち

　第２節　確かな学力と自立する力の育成 第４節　

１ 学力の向上 １ 学校の組織運営の改善

1 英語検定促進事業 21 学校現場における業務改善加速事業

2 教育研究・研修事業 22 スクール・サポート・スタッフ配置事業

3 小学校児童援助奨励事業 23 統合型校務支援システム運営事業

4 中学校生徒援助奨励事業 24 小学校運営事業

２ 新しい時代に対応した教育の推進
25 中学校運営事業

5 英語指導助手活用事業
２ 子どもたちの安心・安全の確保

３ 進路指導・キャリア教育の充実
26 コミュニティ・スクール推進事業

6 教育指導事業
３ 学習環境の整備・充実

7 奨学資金貸付事業 27 小学校整備事業

４ 幼児教育との連携の推進
28 中学校整備事業

8 幼児教育振興協議会運営事業 29 小学校内管理事業

５ 特別支援教育の充実
30 中学校内管理事業

9 小学校児童援助奨励事業 31 小学校施設維持管理事業

10 中学校生徒援助奨励事業 32 中学校施設維持管理事業

６ 不登校児童生徒への支援
33 小学校教科備品等購入事業

11 教育センター運営事業 34 中学校教科備品等購入事業

35 町立小中学校ＩＣＴ教育環境維持管理事業

　第３節　豊かな心と健やかな体の育成
36 教育指導事業

１ 豊かな心の育成 ４ 学校給食の充実

12 教育指導事業 37 給食センター管理事務費

２ いじめの防止対策の推進
38 給食センター施設維持管理事業

13 教育センター運営事業 39 給食センター運営事業

14 いじめ問題対策事業 40 給食センター整備事業

３ 生徒指導の充実
41 価格高騰対策学校給食食材支援事業

15 教育補助員等配置事業
第５節 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上

４ 人権を尊重した教育の推進 １ 家庭教育支援体制の充実

16 教育指導事業 42 社会教育振興事業

２ 地域の教育力の向上

17 学校保健関連事業 43 二十歳の集い実施事業

18 新型コロナウイルス感染症対策学校保健対策事業 44 青少年健全育成推進事業

19 教育指導事業 45 社会教育振興事業

20 地域部活動検討推進事業

⑤　対象事業の一覧　※各施策に対する教育委員会該当事業

　～豊かな心を育むまちに暮らす

質の高い学校教育を推進するための環境の充実

５ 児童生徒の健康の保持・増進

６ 体力の向上と学校体育活動の推進 ３ 学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

9



46 コミュニティ・スクール推進事業

第６節　 生涯にわたる学びの支援と文化芸術の振興

１ 学び合いの生涯学習の推進

47 生涯学習推進事業

48 ふれあい活動センター運営管理事業

49 公民館運営事業

50 図書館運営管理事業

２ 文化芸術の振興と伝統文化の継承

51 総合文化祭実施事業

52 文化芸術振興事業

３ 文化財及び町史資料の保護・保存・活用

53 文化財保護事業

54 郷土資料館運営事業

55 町史編集事務費

56 伊奈氏屋敷跡保存活用事業

第７節　 スポーツ及びレクリエーション活動の推進

１ スポーツを通じた元気なまちづくり

57 体育施設維持管理事業

２ スポーツ・レクリエーション事業の充実

58 スポーツレクリエーション振興事業

59 友好都市スポーツ交流事業

第５章　豊かな心を育むまちに暮らす共につくる 未来につながるまち ～町民と行政が協働するまちに暮らす～

　第５節　人権尊重と平和意識の啓発推進

１ 人権・同和教育啓発の推進

60 人権教育事業

４ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の
設置及び推進

10



Ⅱ 令 和 ５ 年 度 実 施 事 業 の点 検 評 価 結 果  

 

令和５年度実施の事業点検評価については、７ページの「教育施

策の体系」ごとに施策の評価を行い、その達成度等を評価していま

す。（行政評価表） 

また、それぞれの教育施策に付随する事業ごとに更に評価を行い、

それぞれの課題を明確化しています。（事務事業の評価・課題） 
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

１
．

学
力

の
向

上
】

　
・

施
策

達
成

度
Ａ

に
な

る
べ

く
取

り
組

ん
で

い
た

だ
い

た
と

評
価

表
か

ら
読

み
取

り
ま

し
た

。
　

・
事

業
１

は
、

文
科

省
の

示
す

5
0

％
目

標
の

具
現

化
に

資
す

る
公

費
補

助
事

業
と

捉
え

て
い

ま
す

。
正

確
な

事
務

処
理

  
を

継
続

く
だ

さ
い

。
町

内
3

中
学

校
の

6
0

.8
％

は
各

中
学

校
の

指
導

の
成

果
で

す
ね

。
　

・
「

３
級

試
験

対
策

講
座

を
実

施
」

の
記

載
、

本
事

業
の

一
環

と
捉

え
ま

し
た

が
、

具
体

（
講

座
数

、
参

加
人

数
、

講
  
座

時
間

、
等

）
を

記
述

す
る

と
行

政
評

価
表

と
し

て
の

説
得

力
も

高
ま

り
ま

す
。

　
・

「
次

年
度

以
降

に
・

・
・

」
欄

に
、

「
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
英

語
活

動
等

を
充

実
」

と
の

記
載

、
担

当
課

の
主

導
に

  
期

待
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

　
・

小
室

小
、

小
針

小
の

学
校

課
題

研
究

の
成

果
が

町
内

で
共

有
さ

れ
た

と
解

し
て

い
ま

す
。

　
・

学
校

の
県

学
調

の
結

果
分

析
を

通
し

た
指

導
改

善
の

取
組

は
継

続
く

だ
さ

い
。

教
科

指
導

の
充

実
の

視
点

か
ら

も
児

  
童

生
徒

・
保

護
者

・
学

校
で

取
組

を
共

有
く

だ
さ

い
。

結
果

と
し

て
、

学
校

へ
の

信
頼

が
高

ま
る

と
考

え
ま

す
。

  
事

業
３

　
小

学
校

児
童

援
助

奨
励

  
事

業
４

　
中

学
校

生
徒

援
助

奨
励

　
・

認
定

ー
支

給
の

一
連

の
事

業
で

す
か

ら
、

そ
の

視
点

か
ら

施
策

達
成

度
Ａ

に
な

る
べ

く
取

り
組

ん
だ

こ
と

を
評

価
表

  
か

ら
理

解
し

ま
し

た
。

　
・

認
定

際
し

て
最

大
限

の
注

力
を

要
す

る
事

業
で

す
が

、
円

滑
に

運
用

さ
れ

て
い

る
と

捉
え

ま
し

た
。

　
・

「
支

給
金

額
、

支
給

項
目

追
加

」
の

検
討

が
明

記
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
担

当
課

の
姿

勢
と

捉
え

ま
し

た
。

　
・

「
決

算
額

」
と

「
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額
」

の
構

成
に

よ
り

、
事

業
規

模
の

把
握

に
役

立
ち

ま
し

た
。

　
【

１
．

学
力

の
向

上
】

　
・

英
検

3
級

相
当

以
上

取
得

が
６

０
．

８
％

と
目

標
を

大
き

く
上

回
っ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
　

・
さ

い
た

ま
市

は
英

語
の

能
力

が
全

国
1

位
だ

そ
う

で
す

が
、

ど
ん

な
施

策
を

実
施

し
て

い
る

の
か

把
握

し
て

  
 も

よ
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

　

　
【

２
．

新
し

い
時

代
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
】

　
・

施
策

達
成

度
Ａ

に
か

か
り

、
４

項
目

を
根

拠
と

し
て

い
ま

す
。

　
・

小
学

校
、

中
学

校
へ

の
Ａ

Ｌ
Ｔ

配
置

に
か

か
る

学
校

教
育

課
事

業
と

捉
え

て
い

ま
す

。
配

置
に

係
る

形
態

は
分

か
り

  
  
ま

せ
ん

が
、

効
果

的
な

運
用

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
　

 授
業

以
外

の
学

校
生

活
の

中
で

、
英

語
を

使
う

場
を

設
け

て
い

る
点

は
、

大
変

よ
い

と
考

え
ま

す
。

　
「

体
育

」
「

音
楽

」
等

の
技

能
教

科
で

の
Ａ

Ｌ
Ｔ

の
活

用
事

例
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
本

町
で

も
い

つ
の

日
か

予
算

措
置

  
  
が

で
き

る
と

よ
い

で
す

。
　

・
「

伊
奈

町
小

学
校

外
国

語
活

動
推

進
委

員
会

」
を

設
置

し
、

授
業

研
究

会
を

実
施

す
る

こ
と

は
授

業
力

向
上

に
効

果
  
  
を

上
げ

る
と

考
え

ま
す

。
引

き
続

き
、

町
教

委
主

導
で

推
進

く
だ

さ
い

。
　

・
小

３
～

小
６

の
外

国
語

活
動

、
英

語
だ

け
で

な
く

、
小

１
～

２
で

も
取

組
が

あ
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

内
容

、
  
  
量

に
つ

い
て

は
、

教
育

課
程

と
児

童
の

実
態

を
踏

ま
え

当
該

校
と

協
議

く
だ

さ
い

。

　
【

２
．

新
し

い
時

代
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
】

  
 ・

ネ
イ

テ
ィ

ブ
の

英
語

に
触

れ
る

機
会

が
多

い
ほ

ど
英

語
の

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
意

欲
も

  
  
わ

い
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

予
算

が
あ

っ
て

厳
し

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
多

く
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
が

雇
え

る
よ

い
と

  
  
思

い
ま

す
。

  
 ・

Ｉ
Ｔ

機
器

が
せ

っ
か

く
整

備
さ

れ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

十
分

な
活

用
が

さ
れ

ず
宝

の
持

ち
腐

れ
に

  
  
な

っ
て

い
る

現
状

も
あ

る
と

ニ
ュ

ー
ス

で
知

り
ま

し
た

。
活

用
を

お
願

い
で

き
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

令
和

６
年

度
　

伊
奈

町
教

育
委

員
会

事
業

点
検

評
価

報
告

書
　

施
策

に
対

す
る

意
見

　
一

覧

第
３

章

第
２

節
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

12



施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

３
．

進
路

指
導

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

】
　

・
資

料
よ

り
事

業
６

を
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

と
解

し
ま

し
た

。
そ

の
視

点
か

ら
達

成
度

Ａ
に

つ
い

て
評

価
表

を
  
考

察
。

３
校

中
２

校
実

施
、

１
校

は
代

替
活

動
の

実
績

に
よ

る
も

の
と

捉
え

ま
し

た
。

　
・

本
町

で
は

、
各

中
学

校
の

教
育

活
動

と
し

て
の

「
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
を

支
援

し
て

き
た

と
把

握
い

て
い

ま
　

す
。

「
第

６
次

・
・

・
」

欄
に

は
、

「
着

実
に

実
施

し
、

・
・

充
実

を
推

進
・

・
」

と
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
　

ま
た

、
「

・
・

方
向

性
」

の
欄

に
は

、
「

新
規

開
拓

に
努

め
」

と
の

表
記

も
あ

り
ま

す
。

　
　

さ
ら

に
、

「
多

く
の

町
内

事
業

所
が

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

趣
旨

に
理

解
を

示
し

協
力

的
」

と
の

記
述

が
　

あ
り

ま
す

。
た

い
へ

ん
あ

り
が

た
い

事
実

で
す

。
各

中
学

校
の

こ
れ

ま
で

の
指

導
の

成
果

と
解

し
ま

し
た

。
　

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
ポ

ー
ト

の
蓄

積
や

活
用

に
つ

い
て

、
町

教
委

の
牽

引
が

分
か

り
ま

す
。

継
続

し
て

、
「

特
別

活
動

」
　

の
充

実
の

視
点

か
ら

４
小

学
校

、
３

中
学

校
の

授
業

を
支

援
く

だ
さ

い
。

　
事

業
７

　
奨

学
金

貸
付

　
・

達
成

度
Ａ

と
あ

り
ま

す
の

で
、

「
町

規
則

」
に

則
り

適
性

適
切

に
運

用
さ

れ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

　
貸

付
対

象
者

の
審

査
、

返
済

に
関

す
る

相
談

等
、

担
当

課
で

の
対

応
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

十
分

な
理

解
を

促
し

て
　

い
た

だ
け

れ
ば

と
考

え
ま

す
。

　
・

規
則

の
改

定
に

つ
い

て
、

具
体

的
事

項
を

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

評
価

表
と

し
て

の
曖

昧
さ

を
廃

し
て

い
る

と
捉

え
ま

　
し

た
。

　
【

３
．

進
路

指
導

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

】
　

・
小

針
中

が
社

会
体

験
事

業
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

の
は

残
念

で
し

た
。

職
業

観
、

勤
労

観
等

を
培

う
う

え
で

  
  
実

体
験

は
貴

重
だ

と
思

い
ま

す
。

観
光

協
会

、
商

工
会

、
首

長
部

局
と

連
携

し
な

が
ら

新
の

事
業

所
の

協
力

が
  
  
得

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

　
【

４
．

幼
児

教
育

と
の

連
携

の
推

進
】

　
・

施
策

達
成

度
と

理
由

欄
か

ら
、

町
教

委
が

事
業

推
進

を
主

導
し

て
い

る
と

把
握

し
ま

し
た

。
　

・
幼

稚
園

、
保

育
園

、
保

育
所

、
小

学
校

の
連

携
は

必
須

で
す

か
ら

、
担

当
課

の
尽

力
に

期
待

い
た

し
ま

す
。

　
「

幼
児

教
育

振
興

協
議

会
」

の
成

果
と

し
て

、
小

1
プ

ロ
ブ

レ
ム

解
消

へ
の

取
組

に
つ

い
て

書
か

れ
て

い
ま

す
。

担
当

す
る

　
皆

様
の

尽
力

の
成

果
と

捉
え

ま
し

た
。

　
・

「
協

議
会

」
の

開
催

数
、

開
催

時
期

、
構

成
内

訳
等

、
の

記
入

が
あ

る
と

行
政

評
価

表
と

し
て

具
体

化
す

る
と

浅
慮

し
ま

　
し

た
。

　
・

小
1

プ
ロ

ブ
レ

ム
対

応
は

、
町

教
委

と
し

て
、

小
学

校
へ

の
円

滑
な

接
続

推
進

の
た

め
本

協
議

会
で

の
十

分
な

議
論

や
連

　
携

を
主

導
く

だ
さ

い
。

　 　

　
【

４
．

幼
児

教
育

と
の

連
携

の
推

進
】

　
・

就
学

支
援

員
会

は
人

選
も

適
切

で
、

特
に

各
校

の
校

長
が

参
加

し
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

校
長

が
校

内
の

  
  
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
取

り
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

　
・

予
算

が
な

い
中

で
も

、
行

政
の

マ
ン

パ
ワ

ー
で

保
幼

小
の

連
携

に
努

め
て

い
る

伊
奈

町
は

と
て

も
充

実
し

  
  
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

全
保

育
園

、
幼

稚
園

、
近

隣
の

関
連

機
関

の
訪

問
な

ど
、

最
新

の
注

意
を

払
っ

て
い

　
 ま

す
。

　
・

学
校

に
よ

っ
て

は
校

長
判

断
で

職
員

を
関

係
機

関
に

派
遣

し
て

い
る

学
校

も
あ

り
ま

し
た

。

　
【

５
．

特
別

支
援

教
育

の
充

実
】

　
・

達
成

度
Ａ

か
ら

、
担

当
課

に
よ

り
「

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
制

度
」

と
し

て
、

町
内

規
定

に
基

づ
き

、
適

正
に

運
　

用
・

処
理

さ
れ

て
い

る
と

解
し

て
い

ま
す

。
　

・
「

施
策

を
達

成
す

る
・

・
・

」
欄

に
、

領
収

書
の

提
出

に
か

か
る

課
題

が
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

確
か

に
、

電
子

取
引

社
　

会
の

盲
点

で
す

ね
。

　
　

従
来

の
領

収
書

提
出

方
式

と
の

併
用

も
含

め
、

担
当

課
の

十
全

な
対

処
を

お
願

い
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

　
・

「
行

政
評

価
表

」
決

算
額

内
訳

よ
り

国
・

県
の

補
助

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
ま

し
た

。

　
【

５
．

特
別

支
援

教
育

の
充

実
】

　
・

全
校

に
特

別
支

援
学

級
が

設
置

し
て

あ
る

こ
と

は
評

価
に

値
す

る
と

思
い

ま
す

。
　

・
評

価
が

金
銭

面
（

ハ
ー

ド
面

）
の

み
に

な
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

担
当

者
の

資
質

向
上

や
他

の
職

員
の

意
識

  
  
向

上
の

施
策

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

６
．

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
】

　
・

達
成

度
Ａ

と
し

て
、

不
登

校
対

応
に

つ
い

て
具

体
的

な
理

由
が

記
載

さ
れ

て
い

る
と

捉
え

ま
し

た
。

　
　

全
体

を
通

し
て

、
関

連
す

る
事

業
１

３
と

の
記

述
内

容
に

つ
い

て
は

留
意

し
た

い
と

の
感

想
を

持
っ

て
お

り
ま

す
。

　
・

「
第

６
次

行
政

・
・

・
」

に
、

「
安

心
・

安
全

な
学

校
生

活
が

送
れ

る
よ

う
、

不
登

校
の

未
然

防
止

、
不

登
校

児
童

  
生

徒
へ

の
早

期
対

応
、

お
よ

び
継

続
し

た
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

く
」

と
あ

り
ま

す
。

　
　

特
に

、
未

然
防

止
は

、
ま

ず
第

一
に

学
校

で
求

め
ら

れ
て

い
る

生
徒

指
導

対
応

で
す

。
早

期
対

応
も

重
要

で
す

。
  
で

す
か

ら
、

町
教

委
を

核
に

、
学

校
・

セ
ン

タ
ー

の
連

携
強

化
を

継
続

く
だ

さ
い

。
　

・
教

育
セ

ン
タ

ー
に

配
置

さ
れ

る
各

相
談

員
等

の
活

動
に

つ
い

て
、

町
教

委
主

導
で

円
滑

に
運

営
さ

れ
れ

い
る

と
捉

え
  
ま

し
た

。
　

・
専

門
性

を
有

す
る

業
務

の
担

い
手

で
あ

る
相

談
員

対
象

の
情

報
交

換
や

研
修

を
定

期
的

に
行

っ
て

い
る

と
の

記
載

が
  
あ

り
ま

す
。

担
当

課
の

尽
力

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
　

・
伊

奈
中

学
校

内
の

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

「
和

み
」

の
取

組
に

は
注

目
し

た
い

。
　

・
「

家
庭

へ
の

介
入

が
難

し
い

・
・

」
「

児
童

虐
待

」
「

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
」

と
、

現
状

の
厳

し
さ

を
伺

わ
せ

る
こ

と
  
も

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

行
政

の
出

番
と

覚
悟

を
決

め
て

、
尽

力
く

だ
さ

い
。

　
【

６
．

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
】

　
・

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｓ
Ｓ

Ｗ
）

や
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

Ｓ
Ｃ

）
、

教
育

相
談

員
な

ど
町

独
自

の
　

予
算

で
配

置
し

、
き

め
細

か
な

児
童

生
徒

対
応

を
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

に
値

す
る

。
　

・
不

登
校

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

児
童

生
徒

を
学

校
に

復
帰

さ
せ

る
の

は
と

て
も

困
難

が
伴

う
。

学
習

指
導

　
（

わ
か

る
授

業
）

と
生

徒
指

導
（

楽
し

い
学

校
生

活
）

を
充

実
し

て
、

新
た

な
不

登
校

を
出

さ
な

い
こ

と
が

　
肝

要
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

　
・

過
日

の
新

聞
に

は
、

不
登

校
の

小
中

学
生

が
3

4
万

人
い

て
、

そ
の

不
登

校
の

要
因

に
様

々
な

体
験

不
足

や
　

保
護

者
の

価
値

観
の

変
化

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

し
た

。
私

も
体

験
不

足
が

そ
の

一
因

だ
と

思
っ

て
い

ま
　

す
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

蔓
延

の
の

影
響

で
中

止
や

縮
小

に
な

っ
た

学
校

行
事

は
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
に

な
っ

た
現

在
、

　
元

に
戻

っ
た

の
で

し
ょ

う
か

。
大

変
だ

か
ら

な
く

な
っ

た
、

縮
小

し
た

の
を

元
に

戻
す

の
は

教
員

の
働

き
方

　
改

革
に

反
す

る
と

い
う

認
識

で
は

、
子

供
が

か
わ

い
そ

う
だ

と
思

い
ま

す
。

　
【

１
．

豊
か

な
心

の
育

成
】

　
・

達
成

度
Ａ

と
あ

り
ま

す
。

担
当

課
の

事
業

推
進

の
成

果
と

捉
え

ま
し

た
。

  
 ・

 施
策

の
概

要
と

し
て

、
「

基
本

的
生

活
習

慣
を

身
に

付
け

さ
せ

る
指

導
の

徹
底

」
と

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
「

生
命

　
を

大
切

に
す

る
心

、
思

い
や

る
心

、
善

悪
に

判
断

、
規

範
意

識
等

の
道

徳
性

を
養

う
」

と
の

記
述

も
あ

り
ま

す
。

担
当

課
　

の
姿

勢
を

感
じ

ま
す

　
・

小
４

～
中

３
は

、
「

規
律

あ
る

態
度

」
（

毎
年

１
回

実
施

）
を

指
標

と
し

て
い

る
点

は
、

客
観

的
な

資
料

・
根

拠
と

　
考

え
ま

す
。

推
移

分
析

を
継

続
く

だ
さ

い
。

　
・

道
徳

に
つ

い
て

も
記

載
が

複
数

あ
り

ま
す

。
　

「
道

徳
教

育
推

進
委

員
会

に
よ

る
授

業
研

究
会

」
「

道
徳

教
育

推
進

教
師

が
校

内
の

中
心

に
な

り
、

学
校

の
教

育
全

体
で

　
道

徳
性

を
育

む
」

「
考

え
議

論
す

る
道

徳
の

授
業

を
推

進
」

等
。

　
ま

た
、

指
導

す
る

教
員

の
指

導
力

向
上

の
観

点
か

ら
、

「
研

修
や

学
び

の
機

会
」

に
つ

い
て

も
言

及
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
知

・
徳

・
体

、
と

言
わ

れ
る

よ
う

に
、

徳
力

（
敢

て
力

を
つ

け
て

表
記

）
の

向
上

に
力

点
を

置
く

こ
と

は
よ

い
と

考
え

　
ま

す
。

　
【

１
．

豊
か

な
心

の
育

成
】

　
・

道
徳

教
育

推
進

委
員

会
の

活
用

を
図

り
、

授
業

を
通

し
て

道
徳

教
育

を
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

は
伊

奈
町

の
　

特
徴

で
と

て
も

良
い

と
思

い
ま

す
。

　
・

学
校

生
活

に
変

化
と

張
り

、
や

り
が

い
を

持
た

せ
る

の
が

学
校

行
事

で
、

子
供

の
発

達
に

特
に

重
要

だ
と

　
思

っ
て

い
ま

す
。

先
ほ

ど
も

述
べ

ま
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
で

で
き

な
く

な
っ

た
、

あ
る

い
は

縮
小

し
た

学
校

　
行

事
を

ぜ
ひ

見
直

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。

第
３

章

第
３

節
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

２
．

い
じ

め
の

防
止

対
策

の
推

進
】

　
・

事
業

１
１

で
は

、
「

不
登

校
対

策
」

、
事

業
１

３
で

は
、

「
い

じ
め

対
策

」
で

あ
り

、
共

通
の

教
育

指
導

専
門

員
、

  
  
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

等
、

計
１

０
名

に
よ

り
、

個
に

応
じ

た
対

応
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

　
・

達
成

理
由

欄
の

記
述

に
、

い
じ

め
防

止
と

し
て

、
「

小
さ

な
も

の
も

見
逃

さ
な

い
」

、
「

積
極

的
に

認
知

」
、

  
 「

迅
速

か
つ

丁
寧

に
対

応
」

。
学

校
、

町
教

委
、

教
育

セ
ン

タ
ー

等
の

実
践

が
分

か
り

ま
す

。
　

・
本

事
業

の
セ

ン
タ

ー
事

業
と

し
て

、
①

派
遣

小
学

校
で

の
児

童
・

保
護

者
面

談
、

②
セ

ン
タ

ー
内

の
学

習
指

導
  
 教

室
運

営
、

③
セ

ン
タ

ー
で

の
相

談
活

動
（

対
面

・
電

話
・

メ
ー

ル
）

に
は

継
続

し
て

尽
力

く
だ

さ
い

。
　

　
特

に
、

セ
ン

タ
ー

で
は

、
い

じ
め

被
害

側
か

ら
の

相
談

が
多

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

訴
え

た
児

童
生

徒
と

  
 そ

の
保

護
者

へ
の

支
援

は
最

重
要

と
な

り
ま

す
。

学
校

と
の

迅
速

な
対

応
協

議
に

万
全

を
期

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
学

校
は

、
訴

え
に

基
づ

い
た

事
実

調
査

、
早

期
解

決
を

担
い

ま
す

。
町

教
委

は
、

い
じ

め
対

応
の

具
体

策
（

文
科

等
  
 行

政
資

料
、

他
自

治
体

対
応

例
を

参
考

）
で

、
学

校
の

指
導

を
補

強
・

補
完

く
だ

さ
い

。
　

事
業

１
４

　
い

じ
め

問
題

対
策

　
・

「
い

じ
め

問
題

対
策

協
議

会
」

、
「

生
徒

指
導

主
任

会
」

、
「

ネ
ッ

ト
パ

ト
ロ

ー
ル

」
で

、
町

内
の

い
じ

め
指

導
を

  
 連

携
・

主
導

を
町

教
委

が
担

っ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

・
学

校
の

「
学

校
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト

」
（

毎
月

実
施

）
は

、
保

護
者

に
と

っ
て

も
よ

い
契

機
と

考
え

ま
す

。
　

　
質

問
項

目
を

子
ど

も
と

親
が

共
有

し
、

一
緒

に
回

答
す

る
こ

と
で

、
被

害
、

加
害

を
考

え
る

場
を

提
供

で
き

そ
う

で
　

す
。

（
県

生
徒

指
導

資
料

「
家

庭
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

）
　

・
い

じ
め

を
起

因
と

す
る

不
登

校
、

生
命

に
係

る
事

故
に

発
展

す
る

事
例

は
、

枚
挙

に
い

と
ま

が
あ

り
ま

せ
ん

。
行

政
　

は
、

「
重

大
事

態
」

、
「

第
三

者
委

員
会

」
。

ま
た

、
学

校
は

、
「

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
」

。
文

科
省

で
は

、
い

じ
め

  
 重

大
事

態
調

査
指

針
の

改
定

も
行

っ
て

い
ま

す
。

次
年

度
以

降
の

行
政

評
価

表
に

記
載

す
る

と
、

事
業

１
１

と
の

区
別

が
  
 明

確
に

な
り

そ
う

で
す

。

　
【

２
．

い
じ

め
の

防
止

対
策

の
推

進
】

  
 ・

規
律

あ
る

態
度

の
育

成
は

子
供

た
ち

の
自

己
申

告
で

評
価

せ
ざ

る
を

得
な

い
の

で
は

あ
り

ま
す

が
、

町
の

　
目

標
に

達
し

て
い

な
い

原
因

は
分

析
し

て
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

　
・

い
じ

め
を

最
初

に
発

見
す

る
の

は
や

は
り

担
任

が
多

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
そ

う
な

っ
た

と
き

に
　

担
任

一
人

に
負

担
が

い
か

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
Ｓ

Ｓ
Ｗ

や
Ｓ

Ｃ
が

い
る

教
育

　
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

図
っ

て
い

く
の

も
一

つ
の

方
法

だ
と

思
い

ま
す

。

　
【

３
．

生
徒

指
導

の
充

実
】

　
・

予
算

が
あ

る
中

で
、

全
7

校
に

対
し

、
「

い
き

い
き

先
生

」
等

、
配

置
す

べ
き

人
員

を
適

切
に

配
置

し
た

と
理

解
し

ま
し

　
た

。
施

策
達

成
度

Ａ
も

納
得

い
た

し
ま

し
た

。
　

・
生

徒
指

導
の

第
一

歩
は

、
児

童
生

徒
に

、
「

分
か

る
授

業
」

を
提

供
す

る
こ

と
で

す
か

ら
、

本
事

業
の

人
的

措
置

に
よ

っ
　

て
、

生
徒

指
導

の
充

実
が

図
ら

れ
る

と
解

し
ま

す
。

　
・

着
目

し
た

い
点

は
、

「
個

に
応

じ
た

指
導

」
。

　
　

配
置

職
員

が
先

生
と

連
携

協
力

し
児

童
生

徒
の

理
解

度
を

踏
ま

え
、

個
別

に
助

言
を

与
え

る
こ

と
。

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

　
確

か
な

学
力

の
定

着
が

進
む

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　
・

指
標

に
は

、
県

学
調

「
規

律
あ

る
態

度
」

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
指

標
の

変
更

は
で

き
な

い
と

も
理

解
し

て
お

り
ま

す
。

　
そ

こ
で

、
「

行
政

評
価

表
」

と
し

て
は

、
　

　
事

業
の

趣
旨

の
勘

案
か

ら
教

科
の

変
容

も
取

り
入

れ
て

考
察

す
る

と
よ

り
具

体
的

で
し

ょ
う

か
。

　

　
【

３
．

生
徒

指
導

の
充

実
】

　
・

生
徒

指
導

主
任

会
に

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
講

師
と

し
て

招
い

て
実

態
に

つ
い

て
研

修
を

行
う

な
ど

、
実

  
  
務

ワ
ー

ク
は

と
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
　

・
生

徒
指

導
の

機
能

を
補

完
す

る
さ

わ
や

か
相

談
員

、
い

き
い

き
先

生
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
な

ど
を

配
置

し
　

て
い

る
の

は
伊

奈
町

の
特

徴
な

の
で

、
ぜ

ひ
続

け
て

ほ
し

い
で

す
。

　
【

４
．

人
権

を
尊

重
し

た
教

育
の

推
進

】
　

　
・

達
成

度
の

理
由

欄
か

ら
、

町
教

委
が

道
徳

の
授

業
の

充
実

を
主

眼
と

し
た

取
組

を
主

導
し

、
所

期
の

目
的

で
あ

る
人

権
　

教
育

充
実

を
目

指
し

て
い

る
と

読
み

取
り

ま
し

た
。

　
・

道
徳

の
授

業
で

は
、

道
徳

的
実

践
力

（
道

徳
的

判
断

、
心

情
、

実
践

意
欲

）
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

か
ら

、
施

策
概

要
の

　
「

児
童

生
徒

が
主

体
的

に
人

権
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

」
と

連
鎖

す
る

と
考

え
ま

す
。

　
　

道
徳

の
授

業
に

つ
い

て
は

、
事

業
１

２
教

育
指

導
事

業
に

も
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

内
容

項
目

２
２

項
目

と
人

権
教

育
の

　
関

連
を

図
っ

て
い

る
と

捉
え

ま
し

た
。

　
・

「
人

権
感

覚
の

育
成

」
と

の
文

言
も

「
行

施
評

価
表

」
に

複
数

回
表

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

重
要

な
指

摘
で

あ
る

と
考

え
ま

　
す

。
Ｅ

Ｓ
Ｄ

も
踏

ま
え

、
町

内
小

中
学

生
の

人
権

教
育

に
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。
　

・
各

学
校

の
取

組
と

し
て

、
「

人
権

教
育

に
係

る
講

話
等

」
と

あ
り

ま
す

。
事

実
の

記
載

は
説

得
力

が
あ

り
ま

す
。

講
話

以
　

外
の

実
績

も
あ

る
と

推
察

し
ま

し
た

。
　

　
事

業
１

６
の

所
管

か
は

不
明

で
す

が
、

広
報

誌
、

例
え

ば
北

足
立

人
権

教
育

広
報

の
記

載
に

係
る

取
組

が
あ

れ
ば

、
実

績
　

と
浅

慮
し

ま
し

た
。

　
【

４
．

人
権

を
尊

重
し

た
教

育
の

推
進

】
　

・
人

権
を

最
も

侵
害

し
て

い
る

の
は

「
い

じ
め

」
だ

と
思

う
が

、
い

じ
め

の
項

で
も

述
べ

ま
し

た
が

き
め

細
　

 か
な

 指
導

が
で

き
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

　
・

道
徳

教
育

の
よ

う
に

す
べ

て
の

教
育

活
動

を
通

し
て

行
う

の
が

人
権

教
育

だ
と

思
い

ま
す

の
で

、
あ

ら
ゆ

る
  
  
機

会
を

通
じ

て
人

権
教

育
を

推
進

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

５
．

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
】

　
・

 法
定

の
健

康
診

断
に

つ
い

て
円

滑
に

実
施

さ
れ

た
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
　

　
各

学
校

で
は

、
検

診
に

基
づ

く
治

療
勧

告
の

指
導

が
あ

り
ま

す
。

保
護

者
に

義
務

教
育

段
階

で
の

治
癒

に
つ

い
て

、
継

続
　

し
て

働
き

か
け

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
・

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
も

言
及

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

町
教

委
は

、
「

学
校

生
活

管
理

指
導

表
」

に
基

づ
く

重
要

な
情

　
報

に
つ

い
て

は
、

校
内

で
の

共
有

を
主

導
く

だ
さ

い
。

　
・

事
業

１
８

に
つ

い
て

は
5

類
移

行
を

勘
案

し
て

、
終

了
し

、
他

の
事

業
と

併
合

く
だ

さ
い

。
な

お
、

予
防

接
種

費
補

助
が

　
あ

る
の

で
あ

れ
ば

周
知

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

　
・

「
行

政
評

価
表

」
に

は
、

教
職

員
の

健
康

管
理

に
つ

い
て

も
記

載
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
「

労
働

安
全

衛
生

管
理

体
制

」
に

　
つ

い
て

、
こ

ち
ら

も
遺

漏
な

い
対

応
を

引
き

続
き

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
【

５
．

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
】

　
・

今
ま

で
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
ア

レ
ル

ギ
ー

も
あ

る
よ

う
で

、
専

門
機

関
と

の
連

携
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。

　
【

６
．

体
力

の
向

上
と

学
校

体
育

活
動

の
推

進
】

　
・

町
教

委
が

「
体

力
向

上
推

進
委

員
会

」
を

組
織

し
、

各
学

校
で

の
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

の
取

組
を

支
援

し
て

い
る

と
理

　
解

し
ま

し
た

。
　

・
「

新
体

力
テ

ス
ト

」
を

指
標

と
し

、
目

標
達

成
に

取
り

組
む

こ
と

も
具

体
的

で
す

。
　

　
施

策
達

成
度

Ａ
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

「
行

政
評

価
表

」
に

係
る

施
策

は
複

数
あ

る
は

ず
で

す
が

、
成

果
指

標
の

推
移

値
　

を
客

観
的

な
根

拠
と

す
る

と
、

説
得

力
は

薄
い

と
の

感
想

を
持

ち
ま

す
。

　
・

体
育

の
授

業
と

し
て

「
学

習
規

律
を

確
立

さ
せ

、
運

動
量

確
保

」
と

、
重

要
な

2
点

が
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

各
学

校
の

　
担

任
・

体
育

担
当

の
先

生
方

の
授

業
充

実
に

期
待

し
ま

す
。

　
・

町
教

委
が

、
部

活
動

外
部

指
導

者
、

外
部

指
導

員
配

置
に

係
る

条
件

整
備

を
整

え
た

と
解

し
ま

し
た

。
継

続
し

て
事

業
運

　
用

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

　
　

今
後

の
課

題
で

あ
る

部
活

動
地

域
移

行
に

つ
い

て
、

令
和

1
0

年
度

ま
で

実
証

検
証

、
1

1
年

度
移

行
と

読
み

取
り

ま
し

　
た

。
制

度
の

大
き

な
変

更
で

す
か

ら
、

時
間

を
か

け
て

議
論

・
決

定
く

だ
さ

い
。

　
【

６
．

体
力

の
向

上
と

学
校

体
育

活
動

の
推

進
】

　
・

さ
い

た
ま

ブ
ロ

ン
コ

ス
（

本
物

の
ア

ス
リ

ー
ト

）
に

よ
る

指
導

を
入

れ
て

い
る

の
は

と
て

も
よ

い
と

思
い

　
ま

す
。

本
物

で
し

か
わ

か
ら

な
い

苦
労

や
喜

び
な

ど
参

考
に

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
　

・
部

活
動

に
外

部
指

導
者

を
入

れ
る

の
は

部
活

の
指

導
者

や
教

員
の

働
き

方
改

革
の

た
め

に
も

と
て

も
よ

い
　

と
思

い
ま

す
が

、
人

材
の

確
保

が
難

し
い

と
思

い
ま

す
。

で
も

、
今

後
も

一
層

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

　
思

い
ま

す
。

　
・

「
部

活
動

地
域

移
行

検
討

委
員

会
」

を
開

催
し

た
の

も
と

て
も

よ
い

と
思

い
ま

す
。

や
は

り
教

員
は

　
授

業
力

、
生

徒
指

導
力

の
向

上
が

中
心

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
す

。

　
【

１
．

学
校

の
組

織
運

営
の

改
善

】
  
 ・

２
１

～
２

３
の

３
事

業
は

、
児

童
生

徒
の

直
接

的
な

指
導

の
担

い
手

で
あ

る
教

員
の

執
務

や
勤

務
の

見
直

し
と

改
善

に
関

　
す

る
施

策
と

捉
え

ま
し

た
。

　
「

評
価

表
」

に
あ

る
よ

う
に

、
質

の
高

い
授

業
づ

く
り

、
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
を

確
保

は
、

重
要

な
視

点
と

同
意

し
ま

　
す

。
  
 ・

業
務

そ
の

も
の

の
削

減
、

校
務

そ
の

も
の

の
削

減
に

つ
い

て
、

具
体

を
継

続
し

て
く

だ
さ

い
。

　
・

２
４

、
２

５
の

２
事

業
は

、
学

校
の

光
熱

費
、

水
道

費
等

、
教

委
と

し
て

は
多

額
の

予
算

措
置

を
し

た
事

業
と

捉
え

ま
し

　
た

。
　

達
成

度
Ａ

と
あ

り
ま

す
の

で
、

適
切

な
執

行
を

し
た

と
解

し
ま

し
た

。
　

　
【

１
．

学
校

の
組

織
運

営
の

改
善

】
　

・
総

合
型

公
務

支
援

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
っ

て
、

情
報

の
共

有
、

効
率

的
な

公
務

処
理

が
で

き
る

よ
う

に
　

な
っ

て
よ

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
あ

と
は

、
い

か
に

活
用

す
る

か
の

問
題

だ
と

思
い

ま
す

。
　

・
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
配

置
で

、
担

任
の

負
担

を
軽

減
し

、
学

習
指

導
、

生
徒

指
導

に
担

任
が

　
注

力
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
よ

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。

　
【

２
．

子
ど

も
た

ち
の

安
心

・
安

全
の

確
保

】
　

・
達

成
度

Ａ
を

担
当

課
の

尽
力

と
地

域
の

方
の

見
守

り
活

動
の

成
果

と
捉

え
ま

し
た

。
敬

意
を

表
し

ま
す

。
　

・
各

学
校

で
は

、
自

分
た

ち
の

登
下

校
の

安
全

に
努

め
て

い
る

地
域

の
方

に
対

す
る

感
謝

に
つ

い
て

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

　
　

併
せ

て
、

他
人

任
せ

に
し

な
い

安
全

確
保

の
実

践
に

つ
い

て
も

継
続

く
だ

さ
い

。
　

・
通

学
路

の
点

検
や

整
備

は
、

町
担

当
課

と
の

連
携

の
上

進
め

て
く

だ
さ

い
。

　
・

保
護

者
の

十
分

な
理

解
に

つ
い

て
言

及
さ

れ
て

い
ま

す
。

事
業

名
の

と
お

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

取
組

を
期

　
待

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
【

２
．

子
ど

も
た

ち
の

安
心

・
安

全
の

確
保

】
　

・
子

供
た

ち
の

登
下

校
、

校
外

活
動

等
に

多
く

の
地

域
の

方
々

の
協

力
が

得
ら

れ
て

い
る

の
は

伊
奈

町
の

  
  
素

晴
ら

し
い

と
こ

ろ
だ

と
思

い
ま

す
。

　
・

こ
の

評
価

を
書

い
て

い
る

ま
さ

に
そ

の
時

に
、

近
所

で
、

自
転

車
に

乗
っ

た
3

年
生

の
子

供
が

、
大

型
  
  
ト

ラ
ッ

ク
に

巻
き

込
ま

れ
て

な
く

な
る

と
い

う
痛

ま
し

い
事

故
が

起
こ

り
ま

し
た

。
活

動
が

広
範

囲
に

  
  
な

っ
て

く
る

、
自

転
車

を
一

人
で

乗
る

よ
う

に
な

っ
て

く
る

子
供

た
ち

に
は

特
に

指
導

を
徹

底
し

て
ほ

し
い

  
  
と

思
い

ま
す

。

第
３

章

第
４

節
質

の
高

い
学

校
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
環

境
の

充
実
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

３
．

学
習

環
境

の
整

備
・

充
実

】
　

・
「

行
政

評
価

表
」

達
成

度
Ａ

と
し

て
、

小
中

と
も

に
「

施
設

長
期

修
繕

・
改

修
計

画
」

に
基

づ
い

た
と

明
記

さ
れ

て
い

ま
　

す
。

　
　

さ
ら

に
、

関
係

法
規

（
電

気
事

業
法

、
水

道
法

等
）

に
則

っ
た

点
検

と
管

理
が

適
正

に
執

行
さ

れ
て

い
る

と
理

解
し

ま
し

　
た

。
担

当
課

の
尽

力
と

捉
え

て
い

ま
す

。
　

・
２

中
学

校
の

ト
イ

レ
改

修
、

７
校

の
消

防
設

備
改

修
、

１
小

学
校

の
芝

生
管

理
と

施
策

が
挙

げ
ら

れ
て

お
り

具
体

的
で

　
す

。
　

・
校

務
員

の
配

置
、

学
校

図
書

室
の

蔵
書

充
足

・
整

備
、

教
育

指
導

の
デ

ジ
タ

ル
化

環
境

の
整

備
、

も
円

滑
に

進
ん

だ
と

解
　

し
ま

し
た

。
　

　
県

学
調

、
県

公
立

高
校

入
試

の
電

子
出

願
等

、
活

用
範

囲
が

拡
大

し
て

い
ま

す
の

で
、

町
教

委
の

対
応

と
し

て
万

全
な

準
　

備
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
　

・
事

業
３

６
は

、
「

行
政

評
価

表
」

は
、

独
立

し
て

お
り

ま
す

。
達

成
度

Ａ
に

つ
い

て
理

解
し

ま
し

た
。

　
【

３
．

学
習

環
境

の
整

備
・

充
実

】
　

・
計

画
的

に
ト

イ
レ

改
修

は
行

っ
て

い
た

と
思

い
ま

す
。

伊
奈

中
、

小
針

中
の

ト
イ

レ
改

修
が

掲
げ

て
あ

り
  
  
ま

す
が

、
全

小
中

学
校

の
改

修
が

終
了

し
た

の
で

し
ょ

う
か

。
以

前
の

ト
イ

レ
は

、
夏

な
ど

の
暑

い
時

期
に

は
、

  
  
入

る
だ

け
で

目
が

痛
く

な
る

ほ
ど

で
し

た
が

、
今

は
ト

イ
レ

で
深

呼
吸

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
隔

世
の

感
が

  
  
あ

り
ま

す
。

　
・

体
育

館
の

冷
暖

房
に

つ
い

て
は

計
画

に
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

莫
大

な
予

算
が

か
か

る
と

思
い

ま
す

が
、

  
  
避

難
所

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
し

、
酷

暑
期

や
寒

冷
期

に
の

教
育

活
動

を
充

実
す

る
た

め
に

も
国

  
  
の

補
助

な
ど

活
用

し
て

整
備

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

　
【

４
．

学
校

給
食

の
充

実
】

　
 ・

「
年

間
計

画
で

予
定

し
た

通
り

、
安

心
安

全
な

給
食

を
提

供
」

と
の

記
載

か
ら

、
給

食
セ

ン
タ

ー
職

員
の

事
務

  
  
・

作
業

・
管

理
の

正
確

に
遂

行
さ

れ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

　
設

備
の

保
全

を
進

め
、

達
成

度
Ａ

を
実

現
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

　
 ・

異
物

混
入

の
危

険
性

排
除

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

も
言

及
さ

れ
て

お
り

ま
す

の
で

、
セ

ン
タ

ー
の

認
識

と
解

し
  
  
ま

し
た

の
で

、
学

校
事

故
ゼ

ロ
継

続
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

　
 ・

事
業

４
１

は
、

社
会

状
況

に
応

じ
た

対
応

、
教

委
の

尽
力

と
捉

え
ま

し
た

。
給

食
の

栄
養

価
の

保
持

に
も

苦
心

さ
れ

て
  
  
い

る
と

察
し

ま
す

。
　

 ・
本

事
業

３
７

～
４

１
と

は
別

儀
で

す
が

、
各

学
校

で
は

、
給

食
セ

ン
タ

ー
職

員
へ

の
感

謝
を

主
眼

に
、

複
数

の
視

点
か

  
  
ら

給
食

に
関

連
す

る
内

容
の

指
導

に
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。
　

　
【

４
．

学
校

給
食

の
充

実
】

　
・

パ
ン

業
者

が
次

々
と

学
校

給
食

か
ら

撤
退

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

新
聞

に
出

て
い

ま
し

た
。

米
飯

割
合

  
  
が

増
え

た
こ

と
で

パ
ン

の
割

合
が

減
っ

た
こ

と
、

原
材

料
費

の
高

騰
で

学
校

給
食

に
提

供
す

る
コ

ス
ト

に
  
  
見

合
わ

な
い

こ
と

が
理

由
だ

そ
う

で
す

。
伊

奈
町

は
大

丈
夫

で
し

ょ
う

か
。

　
【

１
．

家
庭

教
育

支
援

体
制

の
充

実
】

　
・

「
行

政
評

価
表

」
の

記
述

か
ら

、
家

庭
教

育
学

級
の

形
態

を
工

夫
し

な
が

ら
、

町
内

全
体

で
計

1
3

回
開

催
し

た
と

解
し

　
ま

し
た

。
　

　
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
組

織
の

改
善

に
つ

い
て

も
言

及
さ

れ
て

い
ま

す
か

ら
、

衆
議

を
尽

く
し

て
改

編
く

だ
さ

い
。

　
・

平
日

開
催

と
参

加
数

に
つ

い
て

の
課

題
も

記
述

さ
れ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
平

日
以

外
、

夜
間

の
開

催
を

検
討

す
る

旨
　

が
記

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

ち
ら

も
十

分
な

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
【

１
．

家
庭

教
育

支
援

体
制

の
充

実
】

　
・

町
立

中
学

校
２

校
が

家
庭

教
育

学
級

を
実

施
し

た
と

記
述

に
あ

り
ま

す
が

、
あ

と
１

校
は

実
施

し
な

か
っ

た
  
  
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

小
学

校
は

や
ら

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
　

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
学

校
の

そ
れ

ぞ
れ

の
立

ち
位

置
が

難
し

い
と

思
い

ま
す

が
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
に

人
数

の
出

席
協

力
を

す
る

  
  
の

で
は

な
く

、
広

報
の

依
頼

を
す

る
な

ど
の

方
法

も
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

　
【

２
．

地
域

の
教

育
力

の
向

上
】

　
・

４
３

に
つ

い
て

は
、

指
標

（
Ｒ

６
目

標
7

5
.5

％
）

に
対

し
て

、
出

席
率

7
8

.5
％

。
担

当
課

・
実

行
委

員
会

の
面

々
の

　
事

前
準

備
の

労
が

報
わ

れ
た

こ
と

と
率

直
に

喜
ん

で
お

り
ま

す
。

　
　

当
日

の
運

営
に

も
励

み
と

な
っ

た
と

推
察

し
ま

し
た

。
　

・
社

会
教

育
４

団
体

へ
の

補
助

金
交

付
に

つ
い

て
も

団
体

実
績

・
規

模
を

勘
案

し
、

適
正

な
処

理
を

進
め

て
い

る
と

解
し

　
ま

し
た

。
円

滑
な

事
業

運
営

を
掌

理
く

だ
さ

い
。

　
・

町
地

域
ぐ

る
み

青
少

年
健

全
育

成
推

進
協

議
会

と
し

て
の

「
ア

ン
ケ

ー
ト

」
実

施
に

つ
い

て
、

調
査

結
果

の
広

報
ま

で
　

記
さ

れ
て

お
り

具
体

的
で

あ
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

　
担

当
課

主
導

で
の

効
果

的
な

活
用

に
留

意
く

だ
さ

い
。

　
【

２
．

地
域

の
教

育
力

の
向

上
】

　
・

「
伊

奈
町

二
十

歳
の

集
い

」
の

出
席

率
が

最
近

で
は

一
番

よ
く

、
約

８
割

の
方

が
出

席
し

て
い

る
の

で
成

功
  
  
と

言
っ

て
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
複

数
回

の
実

施
は

大
変

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

。

　
【

３
．

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
一

体
と

な
っ

た
教

育
の

推
進

】
　

・
「

放
課

後
子

供
教

室
」

「
子

供
防

災
教

室
」

「
W

a
k
u
楽

体
験

教
室

」
を

企
画

し
、

円
滑

な
運

営
を

実
践

し
た

こ
と

が
　

分
か

り
ま

し
た

。
達

成
度

Ａ
と

し
た

理
由

も
理

解
し

ま
し

た
。

  
 　

「
行

政
評

価
表

」
に

、
各

教
室

の
実

数
が

計
上

さ
れ

て
い

る
の

で
客

観
的

な
記

載
と

考
え

ま
す

。
　

・
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

を
参

考
に

今
後

の
施

策
に

役
立

て
る

と
い

う
姿

勢
も

建
設

的
で

あ
る

と
考

え
ま

し
た

。

　
【

３
．

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
一

体
と

な
っ

た
教

育
の

推
進

】
　

・
土

日
の

体
験

教
室

は
３

０
回

も
開

催
で

き
て

、
子

供
た

ち
の

居
場

所
づ

く
り

に
と

て
も

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

　
 す

。
た

だ
、

放
課

後
子

供
教

室
は

学
期

1
回

で
は

い
つ

あ
る

の
か

忘
れ

て
し

ま
い

そ
う

で
す

。
需

要
が

な
か

っ
た

　
 の

で
し

ょ
う

か
。

　
・

「
子

ど
も

大
学

」
の

記
載

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
地

域
の

高
等

教
育

機
関

と
連

携
し

た
よ

い
取

り
組

み
  
  
 だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

第
３

章

第
５

節
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

４
．

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

の
設

置
及

び
推

進
】

　
・

全
７

校
に

設
置

が
完

了
し

、
各

学
校

の
諸

課
題

解
決

に
向

け
て

活
動

を
進

め
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
　

・
研

修
会

の
実

施
も

報
告

さ
れ

て
お

り
ま

す
の

で
、

教
委

主
導

で
、

本
事

業
の

達
成

度
を

高
め

て
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

　
・

「
地

域
が

学
校

と
一

定
の

責
任

を
分

か
ち

合
う

」
「

と
も

に
行

動
す

る
体

制
を

構
築

」
「

目
標

や
課

題
、

情
報

を
共

有
」

　
「

相
互

に
協

働
」

と
記

し
て

あ
り

ま
す

。
　

　
本

事
業

の
方

向
性

と
把

握
し

ま
し

た
。

具
体

的
な

取
組

に
つ

い
て

、
担

当
課

と
学

校
で

協
議

く
だ

さ
い

。
　

　
【

４
．

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

の
設

置
及

び
推

進
】

　
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

を
導

入
し

て
す

で
に

数
年

が
経

過
し

よ
う

と
し

て
い

ま
す

が
、

各
学

校
で

熟
議

が
  
  
進

め
ら

れ
て

い
る

よ
う

で
よ

か
っ

た
で

す
。

た
だ

、
実

際
に

ど
の

よ
う

な
活

動
が

地
域

と
し

て
で

き
た

の
か

  
  
知

り
た

い
気

も
し

ま
し

た
。

　
【

１
．

学
び

合
い

の
生

涯
学

習
の

推
進

】
  
 ・

４
事

業
で

の
予

算
・

決
算

額
が

計
上

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
規

模
か

ら
重

要
な

事
業

で
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

　
・

各
機

関
・

担
当

課
が

直
接

掌
理

し
、

「
学

校
開

放
講

座
」

「
パ

ソ
コ

ン
寺

子
屋

」
「

各
種

学
級

」
を

運
営

し
た

こ
と

が
　

分
か

り
ま

し
た

。
　

　
参

加
者

の
満

足
度

９
４

，
５

％
、

理
解

度
数

６
８

，
２

％
か

ら
、

内
容

の
工

夫
や

丁
寧

な
指

導
の

実
践

を
想

像
で

き
ま

　
す

。
達

成
度

Ａ
に

つ
い

て
も

理
解

で
き

ま
し

た
。

　
・

「
第

６
次

行
政

・
・

・
」

欄
に

、
指

定
管

理
者

制
度

の
運

用
に

つ
い

て
継

続
す

る
旨

、
記

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

町
教

委
　

と
し

て
の

適
切

な
運

営
・

経
営

に
つ

い
て

主
導

く
だ

さ
い

。

　
【

１
．

学
び

合
い

の
生

涯
学

習
の

推
進

】
　

・
学

校
開

放
講

座
は

す
べ

て
の

学
校

で
実

施
で

き
た

の
で

し
ょ

う
か

。
定

員
の

5
倍

の
申

込
み

が
あ

り
、

  
  
満

足
度

も
非

常
に

高
い

の
で

町
民

の
学

び
場

と
し

て
機

能
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
　

・
公

民
館

は
、

独
自

の
活

動
場

所
が

な
い

中
で

よ
く

活
動

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

　
・

電
子

図
書

館
に

つ
い

て
は

近
隣

も
行

っ
て

い
る

よ
う

で
す

が
、

よ
い

取
り

組
み

だ
と

思
い

ま
す

。

　
【

２
．

文
化

芸
術

の
振

興
と

伝
統

文
化

の
継

承
】

　
・

生
涯

学
習

の
観

点
か

ら
も

意
義

が
あ

り
、

有
効

で
大

切
な

事
業

を
運

営
し

て
い

る
と

捉
え

て
い

ま
す

。
担

当
課

の
尽

力
に

　
感

謝
し

て
い

ま
す

。
　

　
模

擬
店

再
開

は
、

う
れ

し
い

事
実

。
出

店
と

い
う

形
で

の
住

民
参

加
は

町
へ

の
関

心
も

高
ま

り
ま

す
。

総
じ

て
活

気
あ

る
　

行
事

に
な

っ
て

い
る

と
考

え
ま

す
。

　
・

伊
奈

町
美

術
展

は
、

発
表

の
場

を
住

民
に

提
供

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

「
町

民
自

ら
が

行
う

地
域

文
化

活
動

を
支

援
」

　
と

い
う

初
期

の
目

標
を

実
現

す
る

施
策

と
考

え
ま

す
。

　

　
【

２
．

文
化

芸
術

の
振

興
と

伝
統

文
化

の
継

承
】

　
・

総
合

文
化

祭
に

模
擬

店
を

出
店

す
る

の
は

、
賑

わ
い

を
創

出
す

る
の

に
よ

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
　

・
町

美
術

展
の

入
場

者
が

4
3

1
人

と
い

う
の

は
少

々
少

な
い

気
が

し
ま

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

　
【

３
．

文
化

財
及

び
町

史
資

料
の

保
護

・
保

存
・

活
用

】
  
 ・

施
策

達
成

度
Ａ

に
か

か
る

実
績

と
し

て
、

新
規

の
町

指
定

文
化

財
指

定
・

遺
跡

発
掘

調
査

、
等

に
つ

い
て

列
記

さ
れ

て
  
 お

り
具

体
的

で
し

た
。

　
・

町
と

し
て

、
「

伊
奈

氏
屋

敷
跡

保
存

活
用

計
画

」
に

基
づ

い
た

発
掘

と
調

査
を

進
め

て
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

　
　

さ
ら

に
、

川
口

市
・

つ
く

ば
み

ら
い

市
と

の
交

流
協

定
に

基
づ

く
調

査
が

あ
る

こ
と

を
知

り
ま

し
た

。
連

動
さ

せ
な

が
　

ら
、

事
業

５
６

を
推

進
く

だ
さ

い
。

　
・

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
つ

い
て

言
及

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
担

当
課

が
企

画
立

案
に

尽
力

し
て

い
る

と
捉

え
ま

し
　

た
。

　
【

３
．

文
化

財
及

び
町

史
資

料
の

保
護

・
保

存
・

活
用

】
 　

・
遺

跡
の

発
掘

調
査

は
報

告
書

を
出

し
て

完
結

さ
れ

る
も

の
で

す
の

で
、

少
な

い
人

数
で

大
変

だ
と

は
思

い
  
 ま

す
が

、
引

き
続

き
頑

張
っ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

　
・

郷
土

資
料

館
の

関
連

事
業

を
行

な
っ

た
こ

と
は

評
価

で
き

ま
す

が
、

専
門

の
資

料
館

が
な

い
中

で
大

変
だ

  
 と

思
い

ま
す

。
　

・
伊

奈
氏

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

い
て

、
素

晴
ら

し
い

で
す

。

　
【

１
．

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

元
気

な
ま

ち
づ

く
り

】
　

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
（

丸
山

ス
ポ

ー
ツ

広
場

、
少

年
ス

ポ
ー

ツ
グ

ラ
ン

ド
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
ロ

ー
ド

、
他

）
の

管
理

を
所

掌
す

る
　

事
業

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　
　

達
成

度
Ｂ

で
す

か
ら

、
進

捗
に

課
題

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

が
、

担
当

課
が

即
時

の
損

壊
把

握
と

修
繕

に
取

り
組

ん
で

い
る

　
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

　

　
【

１
．

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

元
気

な
ま

ち
づ

く
り

】
　

・
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
が

で
き

た
よ

う
で

す
。

そ
れ

だ
け

ス
ポ

ー
ツ

に
お

け
る

  
  
ニ

ー
ズ

が
高

い
と

い
う

証
左

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。

　
【

２
．

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
事

業
の

充
実

】
　

・
達

成
度

Ｂ
を

踏
ま

え
、

「
行

政
評

価
表

」
に

、
次

年
度

以
降

の
方

向
性

を
記

載
さ

れ
た

理
解

し
ま

し
た

。
　

　
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
と

も
に

、
内

容
の

検
討

と
の

文
言

が
あ

り
ま

す
の

で
、

担
当

課
の

課
　

題
意

識
と

改
善

意
欲

を
感

じ
ま

す
。

　
　

令
和

６
年

度
以

降
の

具
体

策
を

試
行

く
だ

さ
い

。
　

・
ス

ポ
ー

ツ
教

室
等

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

環
境

を
提

供
で

き
た

と
の

記
述

も
あ

り
ま

す
の

で
、

事
業

が
円

滑
に

進
　

ん
だ

と
解

し
ま

し
た

。
　

・
つ

く
ば

み
ら

い
市

と
の

ス
ポ

ー
ツ

交
流

に
つ

い
て

、
２

つ
記

載
さ

れ
て

お
り

具
体

的
と

捉
え

ま
し

た
。

　
他

市
と

の
ス

ポ
ー

ツ
交

流
は

、
魅

力
的

な
事

業
と

の
感

想
を

持
ち

ま
し

た
。

　
【

２
．

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
事

業
の

充
実

】
　

・
事

業
の

見
直

し
・

改
善

の
余

地
が

あ
る

と
い

う
記

述
が

あ
り

ま
す

が
、

ど
ん

な
と

こ
ろ

で
し

ょ
う

か
。

　
・

概
ね

主
催

事
業

は
好

評
だ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
の

で
、

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

す
が

、
引

き
続

き
町

民
の

  
  
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

事
業

を
望

み
ま

す
。

第
３

章

第
６

節
生

涯
に

わ
た

る
学

び
の

支
援

と
文

化
芸

術
の

振
興

第
３

章

第
７

節
ス

ポ
ー

ツ
及

び
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

推
進
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

第
５

章

第
５

節
人

権
尊

重
と

平
和

意
識

の
啓

発
推

進

　
【

１
．

人
権

・
同

和
教

育
啓

発
の

推
進

】
　

・
達

成
度

Ａ
に

か
か

る
施

策
が

複
数

列
挙

さ
れ

て
お

り
説

得
力

を
感

じ
ま

す
。

　
・

「
第

６
次

行
政

・
・

・
」

と
し

て
、

３
点

明
記

さ
れ

て
い

ま
す

。
特

に
２

点
目

、
３

点
目

の
視

点
に

は
同

意
見

を
持

ち
　

ま
し

た
。

　
 ３

点
目

の
「

人
権

啓
発

事
業

に
お

い
て

は
様

々
な

ツ
ー

ル
を

用
い

て
情

報
発

信
・

・
」

は
、

重
責

を
伴

い
ま

す
が

、
推

進
　

く
だ

さ
い

。
　

講
座

の
内

容
精

査
と

凝
縮

に
も

連
動

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

　
【

１
．

人
権

・
同

和
教

育
啓

発
の

推
進

】
　

・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

と
連

携
し

た
事

業
の

展
開

は
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

す
。

様
々

な
人

が
い

る
と

  
  
い

う
こ

と
は

早
い

う
ち

か
ら

知
る

こ
と

が
肝

要
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

　
・

毎
年

実
施

し
て

い
る

人
権

標
語

は
と

て
も

よ
い

標
語

が
選

ば
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
安

心
・
安

全
で

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
し

、
確

か
な

学
力

の
育

成
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

・
英

語
検

定
促

進
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
（
令

和
５

年
度

１
０

７
名

の
補

助
申

請
）

・
伊

奈
町

教
育

振
興

基
本

計
画

の
基

本
目

標
で

あ
る

「①
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成
」
「
②

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
」
「③

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実
」「

④
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上
」を

推
進

す
る

。
・
「教

師
が

し
っ

か
り

教
え

、
子

ど
も

は
き

ち
ん

と
学

ぶ
」
を

教
育

活
動

の
指

針
と

し
、

学
校

教
育

の
充

実
を

図
る

。
・
英

語
教

育
の

充
実

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
英

検
３

級
以

上
の

取
得

者
の

増
加

を
図

る
と

と
も

に
、

生
徒

の
英

語
学

習
へ

の
意

欲
向

上
の

た
め

、
IC

T
を

活
用

し
た

英
語

活
動

等
を

充
実

さ
せ

て
い

く
。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

70
.9

%
70

.5
%

(1
)

74
.5

%

(2
)

62
.4

%
64

.4
%

69
.4

%

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

50
.0

%

指
標

名

埼
玉

県
学

力
・
学

習
状

況
調

査
学

力
（
国

語
・算

数
・
数

学
）
を

１
ラ

ン
ク

以
上

伸
ば

し
た

児
童

生
徒

の
割

合

中
学

校
卒

業
段

階
で

英
検

３
級

相
当

以
上

の
生

徒
の

割
合

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
埼

玉
県

学
力

・
学

習
状

況
調

査
結

果
の

分
析

を
通

じ
た

学
力

向
上

へ
の

取
組

や
研

究
委

嘱
を

行
い

、
確

か
な

学
力

の
育

成
を

目
指

し
て

教
員

の
指

導
力

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

教
員

研
修

を
継

続
し

て
実

施
す

る
こ

と
で

、
今

後
の

学
力

向
上

へ
と

繋
げ

た
。

・
学

校
課

題
研

究
へ

の
補

助
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

充
実

し
た

研
究

と
な

り
成

果
を

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
中

学
校

卒
業

段
階

で
英

検
３

級
相

当
以

上
の

生
徒

（
文

部
科

学
省

「
英

語
教

育
実

施
状

況
調

査
」
）
の

割
合

は
6
0
.8

％
で

あ
り

、
目

標
値

を
超

え
て

い
る

。
・
英

語
検

定
に

お
い

て
、

８
月

に
３

級
試

験
対

策
講

座
を

実
施

し
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
や

技
術

革
新

の
進

展
な

ど
に

よ
り

時
代

が
大

き
く
変

化
し

、
「
先

行
き

不
透

明
、

予
測

困
難

な
社

会
」
が

到
来

し
て

い
る

。
今

後
の

社
会

を
担

う
子

ど
も

た
ち

に
、

生
き

る
力

を
育

み
、

知
・
徳

・
体

の
調

和
の

と
れ

た
学

校
教

育
を

推
進

し
、

資
質

・
能

力
の

育
成

を
行

う
こ

と
が

、
引

き
続

き
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

IC
T

を
活

用
し

た
効

果
的

な
指

導
を

行
う

な
ど

、
教

育
活

動
の

一
層

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
「先

行
き

不
透

明
、

予
測

困
難

な
社

会
」を

子
ど

も
た

ち
が

生
き

抜
く
た

め
に

、
生

き
る

力
を

育
み

、
知

・徳
・

体
の

調
和

の
と

れ
た

学
校

教
育

を
推

進
し

、
資

質
・
能

力
の

育
成

を
行

う
こ

と
が

、
引

き
続

き
求

め
ら

れ
る

。

・
今

後
の

学
力

向
上

へ
と

繋
げ

て
い

く
た

め
に

、
研

究
委

嘱
を

行
い

教
員

の
指

導
力

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

教
員

研
修

を
継

続
し

て
実

施
す

る
こ

と
が

、
不

可
欠

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
即

効
的

で
は

な
く
と

も
向

上
に

向
け

た
相

乗
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。

・
国

や
県

の
学

力
調

査
が

充
実

し
て

お
り

、
今

後
も

そ
れ

ら
を

活
用

し
て

い
く
。

・
英

検
対

策
事

業
を

引
き

続
き

推
進

し
、

英
検

取
得

の
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
英

検
３

級
以

上
の

取
得

率
の

低
下

の
原

因
は

、
受

検
者

数
の

減
少

や
合

格
率

の
低

下
に

よ
る

も
の

と
捉

え
て

い
る

。
英

検
取

得
へ

の
支

援
を

継
続

し
、

受
検

者
数

を
さ

ら
に

増
や

す
た

め
、

生
徒

や
保

護
者

に
対

し
、

英
語

検
定

促
進

事
業

、
英

検
対

策
講

座
に

つ
い

て
、

周
知

の
方

策
を

検
討

し
て

い
く
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

1,
5
38

1
,0

80

69
.2

%

60
.8

%

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1,
0
80

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
１

-
学

力
の

向
上

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

72
.2

%

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

評
価

・
課

題

4
9

9

教
育

研
究

・
研

修
事

業

【
学

校
教

育
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

中
学

校
卒

業
段

階
の

英
検

3
級

以
上

の
+
A

5
取

得
割

合
が

６
０

．
８

％
と

5
割

を
大

幅
に

超
え

て
い

る
こ

と
は

、
英

語
教

育
に

も
力

を
入

れ
て

い
る

結
果

だ
と

思
い

ま
す

。
・

夏
季

休
業

中
の

英
検

対
策

講
座

は
効

果
的

だ
と

思
い

ま
す

。
リ

ス
ニ

ン
グ

や
面

接
の

よ
い

練
習

に
な

り
ま

す
の

で
、

是
非

、
続

け
て

ほ
し

い
で

す
。

・
整

理
さ

れ
た

数
値

記
述

に
よ

り
、

分
か

り
や

す
い

資
料

で
す

。
・

文
科

省
の

求
め

る
目

標
に

連
動

す
る

内
容

、
大

切
に

し
た

い
事

業
と

考
え

ま
す

。
評

価
・

課
題

欄
に

も
記

さ
れ

て
お

り
ま

す
よ

う
に

、
事

業
内

容
の

周
知

に
つ

い
て

は
、

各
中

学
校

の
協

力
を

求
め

実
践

く
だ

さ
い

。
・

目
標

値
５

０
％

に
対

し
、

本
町

実
績

６
０

．
８

％
は

、
各

中
学

校
は

英
語

授
業

の
成

果
も

あ
る

と
解

釈
し

ま
し

た
。

本
事

業
と

の
関

連
か

ら
、

他
の

事
業

と
な

り
ま

す
が

、
町

教
委

の
指

導
の

下
、

授
業

の
工

夫
改

善
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

英
語

検
定

促
進

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
社

会
の

様
々

な
場

面
で

広
く

認
め

ら
れ

て
い

る
英

語
検

定
に

つ
い

て
、

町
立

中
学

校
の

生
徒

全
員

に
対

し
て

公
費

補
助

を
行

い
、

そ
の

受
検

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
更

な
る

英
語

教
育

の
充

実
を

目
指

す
も

の
。

　
文

部
科

学
省

の
「

生
徒

の
英

語
力

向
上

推
進

プ
ラ

ン
」

に
は

、
「

中
学

校
卒

業
段

階
で

英
語

検
定

３
級

相
当

以
上

5
0

％
」

の
目

標
が

示
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
達

成
に

向
け

て
、

目
標

の
達

成
を

目
指

す
機

会
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
伊

奈
町

の
英

語
教

育
を

充
実

さ
せ

た
。

令
和

5
年

度
英

語
検

定
促

進
事

業
補

助
金

申
請

状
況

申
請

者
数

：
１

０
７

人
申

請
率

：
７

．
８

％
（

昨
年

度
比

　
－

２
．

１
％

）
※

中
学

1
年

生
～

3
年

生
の

申
請

率
１

３
．

７
％

（
昨

年
度

比
－

１
．

０
％

）

※
中

学
３

年
生

の
申

請
率

２
５

．
４

％
（

昨
年

度
比

－
２

．
１

％
）

町
立

中
学

校
３

年
生

の
英

検
３

級
以

上
取

得
状

況
　

３
級

以
上

取
得

者
　

　
１

１
４

人
　

３
級

以
上

取
得

率
　

２
５

．
４

％
（

昨
年

度
比

　
－

１
．

９
％

）
※

中
学

校
卒

業
段

階
で

英
検

３
級

相
当

以
上

の
生

徒
（

文
部

科
学

省
「

英
語

教
育

実
施

状
況

調
査

」
）

の
割

合
は

６
０

．
８

％
（

昨
年

度

比
－

８
．

６
％

）
と

な
り

、
目

標
値

を
超

え
て

い
る

。
（

3
級

以
上

の
英

検
受

検
の

補
助

を
し

て
い

る
た

め
、

「
効

果
指

標
の

推
移

」
に

あ
る

実
測

値
は

英
検

3
級

以
上

の
取

得
者

の
み

の
割

合
と

し
て

い
る

。
）

　
幅

広
い

年
代

が
受

験
す

る
国

内
最

大
級

の
英

検
を

取
得

す
る

こ
と

は
、

現
在

の
自

分
の

英
語

力
を

客
観

的
に

知
る

こ
と

が
で

き
、

英
語

力
の

さ
ら

な
る

向
上

に
つ

な
げ

る
た

め
に

価
値

の
あ

る
こ

と
で

あ
る

。
　

取
得

率
が

低
下

し
た

要
因

は
、

町
で

実
施

し
て

い
る

補
助

金
制

度
の

周
知

の
回

数
や

方
法

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

今
後

、
改

善
の

た
め

に
、

周
知

方
法

を
直

接
保

護
者

に
働

き
か

け
ら

れ
る

配
信

サ
ー

ビ
ス

等
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

周
知

を
充

実
さ

せ
て

い
く

。
ま

た
、

英
語

教
育

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
A

L
T

の
活

用

8
9

3

　
研

究
課

題
を

設
定

し
て

学
校

教
育

目
標

の
具

現
化

の
た

め
の

自
主

的
、

自
立

的
な

各
学

校
で

の
研

究
を

、
支

援
す

る
も

の
。

　
自

校
の

課
題

を
明

確
に

し
た

課
題

解
決

の
た

め
の

計
画

的
・

組
織

的
な

研
究

に
対

し
て

支
援

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
、

具
体

的
な

学
習

指
導

法
の

工
夫

改
善

、
教

科
指

導
力

の
向

上
等

に
関

し
て

助
言

を
行

っ
た

。
研

究
期

間
は

2
年

間
で

あ
り

、
２

年
目

は
研

究
の

成
果

を
発

表
す

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

教
師

は
授

業
で

勝
負

す
る

と
い

わ
れ

ま
す

。
授

業
力

の
向

上
は

自
分

の
授

業
を

見
て

い
た

だ
く

こ
と

と
、

ほ
か

の
方

の
授

業
を

見
る

な
ど

授
業

を
通

し
て

の
み

図
ら

れ
て

い
く

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。
教

師
を

育
て

る
、

そ
れ

が
翻

っ
て

子
供

に
還

元
さ

れ
る

と
い

う
意

味
で

も
計

画
的

に
全

学
校

が
2

年
間

の
指

定
を

受
け

て
授

業
研

究
を

行
う

伊
奈

町
の

仕
組

み
は

大
変

よ
い

も
の

で
あ

る
と

思
っ

て
い

ま
す

。
・

研
究

委
嘱

校
２

校
の

研
究

主
題

が
示

さ
れ

て
い

る
の

で
、

分
か

り
や

す
い

。
両

校
と

も
「

主
体

的
に

」
と

あ
り

ま
す

の
で

、
重

要
な

文
言

と
解

し
ま

し
た

。
・

管
理

職
の

指
導

の
下

、
研

究
主

任
を

中
心

と
し

た
研

究
組

織
が

整
え

ら
れ

、
計

画
に

基
づ

き
実

践
す

る
体

制
が

機
能

し
た

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
・

他
校

の
先

生
に

と
っ

て
、

研
究

校
の

授
業

を
参

観
す

る
こ

と
は

、
教

材
研

究
や

自
身

の
指

導
方

法
の

改
善

に
参

考
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

力
の

向
上

　
①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

2

　
令

和
5

年
度

は
、

小
室

小
学

校
が

「
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

主
体

的
に

学
ぶ

小
室

っ
子

の
育

成
～

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

り
、

で
き

た
！

分
か

っ
た

！
を

味
わ

え
る

授
業

の
工

夫
を

通
し

て
～

」
、

小
針

小
学

校
が

「
主

体
的

に
豊

か
に

表
現

で
き

る
小

針
っ

子
の

育
成

～
自

分
の

思
い

を
的

確
に

伝
え

る
た

め
に

読
み

を
深

め
、

自
分

の
考

え
を

明
確

に
書

い
て

伝
え

る
児

童
の

育
成

～
」

を
テ

ー
マ

に
研

究
成

果
の

本
発

表
を

実
施

し
た

。
　

成
果

と
し

て
は

、
指

導
方

法
の

工
夫

改
善

が
図

ら
れ

、
学

習
形

態
の

工
夫

、
教

材
・

教
具

、
掲

示
物

等
が

充
実

し
た

。
　

今
後

も
、

教
育

委
員

会
と

し
て

各
校

の
研

究
を

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

6
4

5
5

8
1

1
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
情

報
発

信
の

推
進

の
観

点
か

ら
、

在
校

生
や

新
入

学
生

の
全

保
護

者
に

学
校

を
通

じ
て

周
知

し
た

ほ
か

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

い
な

に
掲

載
し

て
町

全
体

へ
の

周
知

も
行

っ
た

。

・
保

護
者

が
、

安
心

し
て

児
童

生
徒

を
就

学
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
適

切
な

支
援

を
継

続
す

る
。

・
近

年
の

物
価

高
騰

等
、

社
会

の
動

向
の

変
化

や
他

自
治

体
の

取
組

み
状

況
を

参
考

に
、

必
要

に
応

じ
て

支
給

金
額

の
見

直
し

や
支

給
項

目
追

加
を

検
討

す
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
就

学
援

助
費

制
度

に
よ

り
、

町
立

、
国

公
立

の
小

学
校

又
は

中
学

校
に

在
学

す
る

児
童

生
徒

で
、

経
済

的
に

支
援

が
必

要
な

保
護

者
等

に
対

し
、

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

、
就

学
を

支
援

し
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
申

請
の

あ
っ

た
全

児
童

生
徒

数
に

対
す

る
就

学
援

助
費

制
度

の
認

定
者

の
割

合
は

、
近

年
、

7
％

前
後

で
推

移
し

て
お

り
増

加
傾

向
と

な
っ

て
い

る
。

・
町

内
の

児
童

生
徒

数
は

減
少

傾
向

に
転

じ
て

い
る

が
、

認
定

者
の

割
合

に
つ

い
て

は
今

後
の

動
向

を
注

視
す

る
必

要
が

あ
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
ひ

と
り

親
世

帯
の

家
庭

か
ら

毎
年

一
定

数
の

新
規

申
請

が
あ

る
。

ま
た

、
家

庭
状

況
の

変
化

に
よ

り
、

経
済

状
況

が
急

変
す

る
こ

と
も

あ
り

、
支

援
へ

の
ニ

ー
ズ

が
高

ま
っ

て
い

る
。

・
全

児
童

生
徒

、
保

護
者

に
対

し
て

就
学

援
助

費
制

度
の

案
内

を
配

布
す

る
こ

と
で

、
経

済
的

援
助

を
必

要
と

す
る

世
帯

に
周

知
を

行
い

、
適

切
に

支
援

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
経

済
的

に
援

助
が

必
要

と
な

る
理

由
や

世
帯

状
況

が
、

各
家

庭
に

よ
り

さ
ま

ざ
ま

、
か

つ
複

雑
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
経

済
状

況
が

急
変

し
た

場
合

、
適

切
な

支
援

が
必

要
と

な
る

こ
と

か
ら

、
各

学
校

や
子

育
て

支
援

課
等

と
の

情
報

連
携

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

31
,8

9
3

2
6
,2

6
1

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（単
位

；
千

円
）

26
,2

6
1

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（
事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
１

-
学

力
の

向
上

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

教
育

総
務

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

23



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

評
価

・
課

題

1
2

,8
0

8
（

1
1

,8
1

2
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

済
的

な
不

安
を

少
し

で
も

払
拭

し
、

生
徒

及
び

保
護

者
が

安
心

し
て

学
業

に
専

念
で

き
る

教
育

環
境

を
作

っ
た

。

全
生

徒
数

に
対

す
る

就
学

援
助

の
準

要
保

護
認

定
者

の
割

合
は

、
前

年
度

７
.４

％
で

あ
っ

た
が

、
令

和
５

年
度

は
7

.9
%

と
増

加
し

て
い

る
。

町
内

の
生

徒
数

は
減

少
傾

向
に

転
じ

た
が

、
認

定
者

の
割

合
に

つ
い

て
今

後
の

動
向

を
注

視
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
9

,4
9

8

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

1
6

,4
1

2

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

上
記

の
保

護
・

準
要

保
護

児
童

数
は

、
R

4
全

国
平

均
で

は
、

要
保

護
が

１
．

１
％

で
準

要
保

護
が

１
２

．
０

％
だ

そ
う

で
す

の
で

、
伊

奈
町

は
極

端
に

少
な

い
ほ

う
だ

と
思

い
ま

す
。

支
援

が
本

当
に

必
要

な
家

庭
に

行
き

届
い

て
い

る
の

か
効

果
的

に
広

報
を

行
う

必
要

を
感

じ
ま

し
た

。
・

手
続

き
が

重
要

な
事

業
と

考
え

ま
す

。
担

当
課

の
執

務
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
町

の
規

定
に

基
づ

き
、

公
正

公
平

で
適

正
な

執
務

遂
行

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

複
数

の
目

で
確

認
し

、
処

理
に

つ
い

て
は

万
全

を
期

し
て

く
だ

さ
い

。

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

力
の

向
上

　
 ②

経
済

的
に

支
援

が
必

要
な

保
護

者
等

に
対

し
、

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
6

年
３

月
末

時
点

）
　

・
要

保
護

  
  
  
  
  
  
  
 6

名
　

・
準

要
保

護
  
  
  
  

1
6

0
名

　
・

新
入

学
準

備
金

  
 １

１
名

事
業

名

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
同

様
に

中
学

校
で

も
全

国
平

均
と

比
べ

る
と

少
な

い
と

思
い

ま
す

。
集

金
に

遅
れ

て
提

出
す

る
、

あ
る

い
は

払
え

な
い

と
い

う
よ

う
な

家
庭

が
ほ

と
ん

ど
い

な
い

の
は

担
任

に
と

っ
て

心
配

し
な

い
で

済
む

の
で

と
て

も
あ

り
が

た
い

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
引

き
続

き
、

予
算

確
保

を
お

願
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
・

手
続

き
が

重
要

な
事

業
と

考
え

ま
す

。
担

当
課

の
執

務
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
町

の
規

程
に

基
づ

き
、

公
正

公
平

で
適

正
な

執
務

遂
行

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

複
数

の
目

で
確

認
し

、
処

理
に

つ
い

て
は

万
全

を
期

し
て

く
だ

さ
い

。

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

済
的

な
不

安
を

少
し

で
も

払
拭

し
、

児
童

及
び

保
護

者
が

安
心

し
て

学
業

に
専

念
で

き
る

教
育

環
境

を
作

っ
た

。

全
児

童
数

に
対

す
る

就
学

援
助

の
準

要
保

護
認

定
者

の
割

合
は

、
前

年
度

6
.6

％
で

あ
っ

た
が

、
令

和
５

年
度

は
6

.7
%

と
増

加
傾

向
に

あ
る

。
町

内
の

児
童

数
は

減
少

傾
向

に
転

じ
た

が
、

認
定

者
の

割
合

に
つ

い
て

今
後

の
動

向
を

注
視

す
る

必
要

が
あ

る
。

4

中
学

校
生

徒
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

経
済

的
に

支
援

が
必

要
な

保
護

者
等

に
対

し
、

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
６

年
３

月
末

時
点

）
　

・
要

保
護

　
　

　
　

３
名

　
・

準
要

保
護

　
１

１
２

名
（

内
 区

域
外

１
名

）

1
5

,6
8

8
（

1
4

,4
4

9
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

3

小
学

校
児

童
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

24



Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

施
策

名
２

-
新

し
い

時
代

に
対

応
し

た
教

育
の

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

72
.2

%

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

24
,8

89
2
2,

41
4

69
.2

%

60
.8

%

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

22
,4

14

一
般

財
源

・
伊

奈
町

小
学

校
外

国
語

活
動

推
進

委
員

会
を

設
置

し
、

小
学

校
の

外
国

語
授

業
充

実
の

た
め

、
協

議
や

授
業

研
究

会
を

開
催

し
、

授
業

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
Ａ

Ｌ
Ｔ

（英
語

指
導

助
手

）
活

用
事

業
を

実
施

し
、

外
国

語
の

授
業

が
な

い
小

学
校

１
・２

年
生

で
も

、
英

語
に

触
れ

る
機

会
を

作
っ

た
。

ま
た

、
小

学
校

３
～

６
年

生
、

中
学

校
全

学
年

の
授

業
で

は
、

Ａ
Ｌ

Ｔ
に

よ
る

生
の

英
会

話
を

活
用

し
た

英
語

指
導

を
展

開
し

た
。

・
A

L
T
を

曜
日

ご
と

に
小

中
学

校
に

派
遣

す
る

こ
と

で
、

授
業

以
外

の
時

間
に

も
関

わ
り

を
も

つ
こ

と
が

で
き

、
英

語
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
活

発
に

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・
教

師
用

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
、

IC
T
環

境
が

充
実

し
、

そ
の

活
用

を
図

る
こ

と
で

、
効

果
的

な
学

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
ＩＣ

Ｔ
リ

テ
ラ

シ
ー

（
IC

T
を

正
し

く
適

切
に

利
用

、
活

用
で

き
る

力
）を

育
む

教
育

が
求

め
ら

れ
、

今
後

の
授

業
に

も
大

き
く
影

響
す

る
と

思
わ

れ
る

。
・
令

和
２

年
度

か
ら

小
学

校
５

・
６

年
生

で
、

外
国

語
が

正
式

な
教

科
と

な
っ

た
た

め
、

よ
り

充
実

し
た

授
業

を
展

開
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
英

語
に

つ
い

て
は

、
急

速
な

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
に

伴
い

、
益

々
国

際
理

解
教

育
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
、

保
護

者
に

と
っ

て
も

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

継
続

は
大

き
な

期
待

で
あ

る
。

・
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

、
授

業
に

お
い

て
も

効
果

的
な

活
用

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
外

国
人

と
の

交
流

や
生

の
英

会
話

を
授

業
に

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
に

触
れ

る
機

会
が

で
き

た
。

ま
た

、
小

学
校

低
学

年
に

は
、

外
国

語
や

外
国

文
化

に
興

味
・関

心
を

持
た

せ
、

小
学

校
中

・
高

学
年

や
中

学
生

に
は

、
有

効
な

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

活
用

が
で

き
た

。
・
A

L
T
と

と
も

に
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

で
、

国
際

理
解

教
育

の
充

実
に

も
つ

な
が

っ
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
国

・県
の

補
助

制
度

が
見

込
ま

れ
ず

、
ＩＣ

Ｔ
環

境
を

整
備

す
る

上
で

ど
の

市
町

村
も

財
政

的
に

大
き

な
負

担
と

な
る

。
A

L
T
に

つ
い

て
は

、
中

学
校

３
校

で
２

名
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

各
学

校
各

ク
ラ

ス
,、

週
に

1
時

間
の

授
業

の
み

の
A

L
T
活

用
と

な
り

、
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

50
.0

%

指
標

名

埼
玉

県
学

力
・
学

習
状

況
調

査
学

力
（
国

語
・算

数
・
数

学
）
を

１
ラ

ン
ク

以
上

伸
ば

し
た

児
童

生
徒

の
割

合

中
学

校
卒

業
段

階
で

英
検

３
級

相
当

以
上

の
生

徒
の

割
合

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

70
.9

%
70

.5
%

(1
)

74
.5

%

(2
)

62
.4

%
64

.4
%

69
.4

%

・
IC

T
リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
推

進
し

て
い

る
。

・
各

学
校

の
実

態
に

応
じ

て
、

IC
T
の

効
果

的
な

活
用

を
進

め
て

い
る

。

・
英

語
指

導
助

手
活

用
事

業
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、

国
際

理
解

教
育

も
含

め
、

生
の

英
語

に
触

れ
る

機
会

を
充

実
さ

せ
て

い
く
。

・
急

速
な

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
や

IC
T
の

発
展

に
伴

い
、

変
化

の
激

し
い

社
会

の
中

で
、

時
代

や
社

会
の

変
化

に
対

応
し

た
教

育
を

推
進

し
て

い
く
。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
Ａ

Ｌ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
は

、
国

際
理

解
教

育
の

推
進

と
英

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

の
た

め
に

効
果

的
で

あ
っ

た
。

　
小

学
校

の
学

習
指

導
要

領
に

外
国

語
活

動
が

位
置

付
け

ら
れ

、
専

任
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

引
き

続
き

配
置

す
る

と
と

も
に

、
有

能
な

人
材

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
中

学
校

に
お

い
て

は
、

現
状

3
校

に
2

名
の

A
L
T

の
配

置
と

な
っ

て
い

る
。

授
業

だ
け

で
な

く
、

学
校

に
お

け
る

様
々

な
活

動
で

も
A

L
T

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
よ

う
、

各
校

1
名

以
上

の
配

置
数

の
増

員
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

今
後

も
A

L
T

の
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
英

会
話

を
有

効
活

用
す

る
こ

と
で

、
充

実
し

た
外

国
語

・
英

語
活

動
を

実
践

し
て

い
く

。

2
4

,8
8

9
2

2
,4

1
4

5

英
語

指
導

助
手

活
用

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
小

中
学

校
に

お
け

る
国

際
理

解
教

育
の

推
進

と
英

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

Ａ
L
Ｔ

（
英

語
指

導
助

手
）

の
派

遣
契

約
を

締
結

し
、

各
小

中
学

校
に

派
遣

す
る

も
の

。

　
授

業
に

お
け

る
Ａ

Ｌ
Ｔ

と
の

テ
ィ

ー
ム

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

を
通

し
て

、
小

中
学

生
一

人
一

人
が

異
文

化
に

触
れ

、
英

語
を

進
ん

で
学

習
し

よ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

の
育

成
を

行
っ

た
。

　
令

和
５

年
度

は
小

学
校

に
４

名
、

中
学

校
に

２
名

派
遣

し
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

私
は

ほ
と

ん
ど

英
語

の
聞

き
取

り
が

で
き

ま
せ

ん
が

、
自

分
の

能
力

不
足

も
も

ち
ろ

ん
あ

り
ま

す
が

、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

の
発

音
に

ほ
と

ん
ど

触
れ

な
い

で
育

っ
た

こ
と

も
大

き
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

で
き

る
だ

け
多

く
の

ネ
イ

テ
ィ

ブ
な

発
音

に
親

し
む

機
会

を
増

や
し

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

・
で

き
れ

ば
中

学
校

は
各

校
1

名
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

配
置

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
・

昨
年

度
と

同
数

の
６

名
が

、
担

当
課

の
尽

力
に

よ
り

配
置

さ
れ

た
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

執
務

内
容

の
細

部
に

つ
い

て
は

、
小

中
学

校
の

活
動

実
態

を
踏

ま
え

、
担

当
課

と
し

て
適

正
な

派
遣

契
約

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

・
「

授
業

だ
け

で
な

く
、

学
校

に
お

け
る

様
々

な
活

動
で

も
A

L
T

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
よ

う
、

各
校

1
名

以
上

の
配

置
数

の
増

員
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
」

と
あ

り
ま

す
。

執
務

内
容

の
範

囲
も

併
せ

て
検

討
を

継
続

く
だ

さ
い

。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
新

し
い

時
代

に
対

応
し

た
教

育
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

施
策

名
３

-
進

路
指

導
・キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

4,
2
36

3
,5

36

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

3,
5
36

一
般

財
源

・
令

和
５

年
度

は
「
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
」を

伊
奈

中
学

校
と

南
中

学
校

の
２

校
が

実
施

し
た

。
小

針
中

学
校

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
理

由
は

、
対

象
生

徒
数

３
３

０
人

に
対

し
て

協
力

事
業

者
か

ら
の

受
け

入
れ

総
数

が
１

３
０

人
程

度
だ

っ
た

た
め

事
業

実
施

に
至

ら
な

か
っ

た
た

め
で

あ
る

。
小

針
中

学
校

は
、

進
路

学
習

の
中

で
「
人

生
設

計
」
を

考
え

さ
せ

、
職

業
調

べ
や

上
級

学
校

調
べ

な
ど

の
代

替
活

動
を

行
っ

た
。

・
令

和
２

年
度

か
ら

導
入

さ
れ

た
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

を
令

和
５

年
度

も
継

続
し

て
実

施
し

、
児

童
生

徒
が

小
学

１
年

生
か

ら
中

学
３

年
生

ま
で

の
９

年
間

を
通

じ
て

、
自

ら
の

学
習

状
況

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

見
通

し
た

り
、

振
り

返
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
情

報
通

信
技

術
が

急
激

に
進

展
す

る
中

、
オ

ン
ラ

イ
ン

活
動

や
バ

ー
チ

ャ
ル

体
験

が
多

く
な

っ
て

い
る

。
リ

ア
ル

体
験

が
減

少
し

て
い

る
中

で
、

実
際

に
職

場
体

験
を

す
る

こ
と

は
意

義
が

あ
り

、
成

長
の

途
上

に
あ

る
中

学
生

に
と

っ
て

は
、

体
験

活
動

は
必

要
な

こ
と

と
考

え
ら

れ
る

。
・
児

童
生

徒
が

自
ら

の
学

習
状

況
や

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
見

通
し

た
り

振
り

返
っ

た
り

し
て

自
己

評
価

を
行

う
と

と
も

に
、

主
体

的
に

学
ぶ

力
を

育
み

、
自

己
実

現
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
多

く
の

町
内

事
業

所
が

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

趣
旨

に
理

解
を

示
し

、
中

学
生

の
体

験
活

動
に

対
し

て
協

力
的

で
あ

る
。

中
学

生
が

地
域

の
中

で
社

会
体

験
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

中
学

生
と

事
業

所
の

方
々

と
の

心
の

交
流

が
促

進
さ

れ
る

。
中

学
生

自
身

も
体

験
活

動
の

達
成

感
や

充
実

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

、
保

護
者

や
地

域
の

方
々

も
こ

の
事

業
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

。
そ

の
一

方
で

、
乳

幼
児

や
高

齢
者

に
関

わ
る

事
業

所
で

は
、

感
染

へ
の

リ
ス

ク
管

理
を

最
重

要
視

し
て

お
り

、
受

け
入

れ
に

対
し

て
引

き
続

き
慎

重
な

事
業

所
も

あ
る

。

・
小

学
校

か
ら

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
行

う
こ

と
は

、
社

会
的

に
自

立
す

る
た

め
の

資
質

や
能

力
を

養
う

上
で

有
効

で
あ

る
。

中
学

生
の

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
を

通
し

て
、

働
く
こ

と
の

充
実

感
や

達
成

感
、

そ
し

て
働

く
方

々
や

地
域

で
暮

ら
す

方
々

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

も
生

ま
れ

、
自

立
と

共
生

を
目

指
し

た
社

会
の

実
現

の
た

め
に

有
益

だ
と

い
え

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
小

針
中

学
校

の
生

徒
数

は
減

少
傾

向
で

あ
る

が
、

事
業

所
の

受
け

入
れ

数
の

確
保

が
課

題
と

な
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

・
町

内
の

事
業

所
の

理
解

と
協

力
に

よ
り

、
「
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
」を

着
実

に
実

施
し

、
進

路
指

導
・キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
推

進
し

て
い

く
。

・
生

徒
数

が
多

く
て

実
施

で
き

て
い

な
か

っ
た

小
針

中
学

校
に

関
し

て
も

、
受

け
入

れ
事

業
所

数
の

拡
大

や
、

各
事

業
所

の
受

け
入

れ
人

数
の

拡
大

を
進

め
、

本
事

業
の

実
施

の
実

現
に

努
め

た
い

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
）

決
算

額

　
小

学
校

で
は

、
当

番
活

動
や

係
活

動
等

を
通

し
て

、
集

団
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
責

任
を

持
っ

て
行

動
す

る
態

度
を

育
ん

で
い

る
。

ま
た

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
て

学
級

目
標

や
個

人
目

標
の

設
定

、
実

行
、

評
価

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
主

体
的

に
生

活
す

る
態

度
を

育
ん

で
い

る
。

　
中

学
校

で
は

、
例

年
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

を
実

施
し

、
職

業
の

世
界

に
直

接
触

れ
る

と
と

も
に

、
事

業
者

や
地

域
の

方
々

と
の

人
間

的
な

触
れ

合
い

を
通

し
て

、
自

己
を

見
つ

め
る

良
い

機
会

と
し

て
い

る
。

２
校

が
２

日
間

で
実

施
、

大
規

模
校

の
１

校
が

事
業

所
の

受
入

人
数

が
間

に
合

わ
ず

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

「
働

く
人

か
ら

学
ぶ

」
に

よ
る

調
査

活
動

等
で

の
代

替
活

動
を

行
っ

た
。

進
路

学
習

は
「

職
業

の
世

界
」

「
上

級
学

校
を

知
る

」
「

進
路

決
定

の
仕

方
」

な
ど

学
級

活
動

を
中

心
と

し
て

各
学

校
で

計
画

的
・

継
続

的
に

実
施

さ
れ

て
お

り
、

一
人

一
人

の
自

己
実

現
を

支
え

る
資

質
や

能
力

の
育

成
に

努
め

て
い

る
。

体
験

的
な

学
習

は
実

感
を

伴
っ

た
有

意
義

な
学

習
に

な
る

こ
と

か
ら

、
事

業
所

や
保

護
者

、
地

域
の

理
解

と
協

力
を

得
て

令
和

６
年

度
に

は
す

べ
て

の
学

校
で

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
を

実
施

し
て

い
き

た
い

。

4
,2

3
6

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

も
と

も
と

「
社

会
体

験
３

d
a
ys

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
」

と
し

て
始

ま
っ

た
事

業
だ

と
思

う
が

、
小

針
中

が
今

ま
で

実
施

し
て

い
て

5
年

度
実

施
で

き
な

か
っ

た
理

由
は

何
な

の
か

、
協

力
す

る
事

業
所

が
極

端
に

減
っ

て
し

ま
っ

た
の

か
、

ほ
か

に
理

由
が

あ
る

の
か

、
ど

う
な

の
か

と
思

い
ま

す
。

や
っ

た
り

や
ら

な
か

っ
た

り
で

は
、

事
業

所
も

困
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

「
評

価
・

課
題

」
に

、
事

業
実

績
の

詳
細

が
記

述
さ

れ
て

お
り

、
分

か
り

や
す

い
。

・
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
と

し
て

連
続

し
た

資
料

蓄
積

も
重

要
で

す
。

各
校

で
の

取
組

に
つ

い
て

は
進

路
指

導
主

事
・

特
別

活
動

主
任

の
尽

力
に

期
待

し
て

い
ま

す
の

で
、

担
当

課
で

の
調

整
、

指
導

に
配

意
く

だ
さ

い
。

・
中

学
校

社
会

体
験

事
業

に
つ

い
て

は
、

維
持

が
前

提
と

解
し

ま
し

た
が

、
実

状
に

応
じ

た
議

論
・

決
定

も
可

と
考

え
て

ま
す

。

3
5

3
6

（
5

5
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

6

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
児

童
生

徒
が

自
ら

の
力

で
人

生
を

切
り

拓
き

、
社

会
の

一
員

と
し

て
生

き
抜

い
て

い
く

自
立

の
力

を
育

成
す

る
も

の
。

　
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
は

、
２

校
が

２
日

間
で

実
施

、
１

校
が

代
替

活
動

を
行

っ
た

。
　

学
級

活
動

を
通

じ
て

、
目

的
意

識
を

持
っ

て
主

体
的

に
進

路
選

択
が

で
き

る
よ

う
、

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
3

．
進

路
指

導
・

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
　

①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

教
育

総
務

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

施
策

名
３

-進
路

指
導

・キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
6
8
3

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

2
,0

0
0

1
,4

0
0

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

7
1
7

一
般

財
源

・
奨

学
資

金
貸

付
制

度
に

よ
り

、
高

校
ま

た
は

大
学

・
専

修
学

校
へ

の
進

学
を

希
望

す
る

学
生

と
保

護
者

を
対

象
に

、
入

学
準

備
金

の
無

利
子

貸
付

を
行

い
、

学
習

意
欲

を
持

つ
生

徒
を

支
援

し
た

。
・
令

和
５

年
度

の
貸

付
実

績
は

、
前

年
度

よ
り

増
加

し
、

よ
り

多
く
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

令
和

４
年

度
実

績
：
貸

付
件

数
２

件
（
私

立
大

学
１

件
、

公
立

高
校

１
件

）
、

貸
付

金
額

６
０

万
円

令
和

５
年

度
実

績
：
４

件
（
国

立
大

学
１

件
、

私
立

大
学

２
件

、
公

立
高

校
１

件
）
、

貸
付

金
額

１
４

０
万

円

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
現

在
、

保
護

者
の

収
入

格
差

が
子

ど
も

の
教

育
格

差
に

繋
が

っ
て

い
る

こ
と

が
社

会
問

題
と

な
っ

て
お

り
、

町
内

の
児

童
生

徒
数

は
減

少
傾

向
に

あ
る

が
、

進
学

に
必

要
な

経
費

を
支

援
す

る
事

業
は

必
要

性
が

増
し

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
「
伊

奈
町

奨
学

資
金

貸
付

条
例

施
行

規
則

」
に

よ
り

申
請

期
間

が
毎

年
１

２
月

と
定

め
ら

れ
て

い
る

が
、

私
立

学
校

で
は

秋
ま

で
に

合
格

発
表

が
行

わ
れ

て
い

る
事

例
も

増
え

て
き

て
い

る
た

め
、

柔
軟

な
対

応
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
住

民
へ

の
周

知
や

、
貸

付
対

象
者

の
審

査
、

返
済

に
関

す
る

相
談

対
応

等
適

切
に

処
理

を
行

っ
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
社

会
情

勢
の

変
化

や
入

学
試

験
制

度
の

多
様

化
に

対
し

、
常

に
注

視
し

、
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
事

業
内

容
の

見
直

し
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

・
情

報
発

信
の

推
進

の
観

点
か

ら
、

中
学

校
を

通
じ

、
対

象
と

な
る

中
学

３
年

生
の

生
徒

を
持

つ
家

庭
に

案
内

を
配

布
し

た
ほ

か
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
い

な
に

記
事

を
掲

載
し

て
町

民
全

体
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

・
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

を
調

査
し

、
申

請
期

間
の

見
直

し
等

を
検

討
す

る
。

・
連

帯
保

証
人

の
要

件
と

し
て

、
「県

内
に

住
所

を
有

し
１

年
以

上
居

住
し

て
い

る
者

で
あ

る
こ

と
」
と

、
定

め
ら

れ
て

い
る

が
、

近
隣

市
町

村
の

状
況

を
確

認
し

、
要

件
の

緩
和

を
検

討
す

る
。

併
せ

て
、

高
校

、
大

学
の

入
学

準
備

金
が

増
額

傾
向

に
あ

る
の

で
、

貸
付

金
額

の
増

額
を

検
討

す
る

。
・
「
伊

奈
町

奨
学

資
金

貸
付

条
例

」
で

貸
付

対
象

者
は

保
護

者
と

定
め

て
い

る
が

、
成

人
年

齢
（
１

８
歳

）の
、

取
り

扱
い

や
解

釈
に

つ
い

て
、

他
自

治
体

の
動

向
な

ど
注

視
す

る
必

要
が

あ
る

。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
3

．
進

路
指

導
・

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
　

②

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

高
校

ま
た

は
大

学
・

専
修

学
校

へ
の

進
学

を
希

望
す

る
学

生
と

保
護

者
を

対
象

に
、

入
学

準
備

金
の

無
利

子
貸

付
を

行
う

。

令
和

５
年

度
貸

付
件

数
（

令
和

４
年

度
実

績
）

　
国

立
大

学
１

件
（

０
件

）
　

私
立

大
学

２
件

（
１

件
）

　
公

立
高

校
１

件
（

１
件

）

金
銭

的
・

経
済

的
理

由
に

よ
り

進
学

が
困

難
な

方
に

対
し

て
の

進
学

支
援

の
一

助
と

な
っ

て
い

る
。

令
和

５
年

度
は

貸
付

件
数

４
件

、
貸

付
金

額
１

４
０

万
円

と
な

っ
て

お
り

、
前

年
度

と
比

べ
増

加
し

、
よ

り
多

く
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

更
な

る
制

度
の

周
知

と
、

社
会

情
勢

の
変

化
や

入
学

試
験

制
度

の
多

様
化

に
対

し
、

柔
軟

に
対

応
が

で
き

る
よ

う
事

業
内

容
の

見
直

し
の

検
討

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

2
,0

0
0

1
,4

0
0

7

奨
学

資
金

貸
付

事
業

【
教

育
総

務
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

給
料

が
上

が
ら

ず
に

物
価

だ
け

が
上

が
っ

て
い

る
と

い
う

ニ
ュ

ー
ス

を
よ

く
聞

く
け

れ
ど

も
、

高
額

が
必

要
に

な
る

入
学

時
に

利
用

す
る

方
が

前
年

度
の

2
倍

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
知

り
ま

し
た

。
今

後
も

利
用

者
が

増
え

る
の

で
は

な
い

か
と

心
配

さ
れ

ま
す

が
、

継
続

す
る

よ
う

努
力

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
実

状
を

踏
ま

え
た

事
業

と
捉

え
て

い
ま

す
。

担
当

課
の

適
切

な
執

務
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
奨

学
資

金
の

見
直

し
は

、
必

要
不

可
欠

な
措

置
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
担

当
課

は
年

度
ご

と
の

検
討

を
要

す
で

し
ょ

う
か

。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
「小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

」
等

の
課

題
を

踏
ま

え
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
と

の
連

携
を

一
層

強
化

し
、

子
ど

も
た

ち
の

学
び

の
連

続
性

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
引

き
続

き
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
と

の
情

報
共

有
を

図
り

、
幼

児
期

の
教

育
と

小
学

校
教

育
の

円
滑

な
接

続
を

推
進

し
て

い
く
。

・
引

き
続

き
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
の

連
携

を
図

り
、

幼
児

期
の

教
育

と
小

学
校

教
育

の
円

滑
な

接
続

を
推

進
し

て
い

く
。

・
「小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

」
等

の
課

題
に

対
処

す
る

た
め

に
、

情
報

共
有

や
交

流
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
幼

児
や

児
童

の
心

を
受

け
止

め
る

こ
と

の
で

き
る

教
員

を
育

成
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
幼

児
教

育
振

興
協

議
会

を
開

催
し

、
幼

稚
園

、
保

育
園

、
保

育
所

と
小

学
校

と
の

情
報

共
有

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
来

年
度

の
新

入
学

児
童

に
つ

い
て

の
情

報
交

換
の

機
会

を
設

定
し

、
小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

（保
育

園
や

幼
稚

園
を

卒
園

し
た

後
に

、
子

ど
も

た
ち

が
小

学
校

で
の

生
活

や
雰

囲
気

に
な

か
な

か
馴

染
め

ず
、

落
ち

着
か

な
い

状
態

が
数

か
月

続
く
状

態
）解

消
へ

の
取

組
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
「小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

」
等

の
課

題
を

踏
ま

え
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
と

の
連

携
を

一
層

強
化

し
、

子
ど

も
た

ち
の

学
び

の
連

続
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
子

ど
も

た
ち

に
関

わ
る

問
題

が
多

様
化

し
て

き
て

お
り

、
関

係
機

関
が

連
携

し
て

対
応

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
「小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

」
等

の
課

題
に

対
す

る
保

護
者

の
関

心
は

高
く
な

っ
て

お
り

、
就

学
後

の
子

ど
も

た
ち

の
不

安
や

戸
惑

い
を

減
ら

し
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

保
護

者
の

考
え

も
多

様
化

し
て

お
り

、
一

人
一

人
の

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

・
幼

稚
園

、
保

育
園

、
保

育
所

と
小

学
校

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
幼

児
期

の
教

育
と

小
学

校
教

育
の

円
滑

な
接

続
を

推
進

す
る

上
で

、
不

可
欠

な
事

業
で

あ
る

。
お

互
い

が
顔

を
合

わ
せ

て
協

議
を

す
る

こ
と

で
、

幼
児

教
育

に
対

す
る

共
通

理
解

に
つ

な
が

っ
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
関

係
機

関
が

数
多

く
あ

る
た

め
、

協
議

会
と

の
日

程
調

整
が

困
難

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

0
0

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

0

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
４

-
幼

児
教

育
と

の
連

携
の

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
幼

児
教

育
と

の
連

携
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

8

幼
児

教
育

振
興

協
議

会
運

営
事

業

【
学

校
教

育
課

】

　
幼

児
教

育
振

興
協

議
会

を
開

催
す

る
。

  
次

年
度

の
新

入
学

児
童

に
つ

い
て

の
情

報
交

換
の

機
会

を
設

定
し

、
小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

（
保

育
園

や
幼

稚
園

を
卒

園
し

た
後

に
、

子
ど

も
た

ち
が

小
学

校
で

の
生

活
や

雰
囲

気
に

な
か

な
か

馴
染

め
ず

、
落

ち
着

か
な

い
状

態
が

数
か

月
続

く
状

態
）

解
消

へ
の

取
組

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
「

小
１

プ
ロ

ブ
レ

ム
」

等
の

課
題

を
踏

ま
え

、
幼

稚
園

、
保

育
園

、
保

育
所

と
小

学
校

と
の

連
携

を
一

層
強

化
し

、
子

供
た

ち
の

学
び

の
連

続
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
引

き
続

き
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
の

連
携

を
図

り
、

幼
児

期
の

教
育

と
小

学
校

教
育

の
円

滑
な

接
続

を
推

進
し

て
い

く
。

な
し

な
し

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
は

新
入

学
生

の
情

報
が

特
に

大
切

で
、

子
供

た
ち

が
充

実
し

た
学

校
生

活
が

送
れ

る
よ

う
に

、
ま

た
担

任
が

細
や

か
な

学
級

経
営

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
の

重
要

な
情

報
と

な
り

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

の
情

報
が

じ
か

に
聞

け
る

機
会

は
と

て
も

あ
り

が
た

い
と

思
い

ま
す

。
マ

ン
パ

ワ
ー

で
行

う
事

業
な

の
で

大
変

か
と

思
い

ま
す

が
、

ぜ
ひ

継
続

を
お

願
い

し
た

い
。

・
伊

奈
町

以
外

の
近

隣
市

に
在

籍
す

る
新

入
児

と
他

県
な

ど
か

ら
転

入
し

て
く

る
新

入
児

の
情

報
収

集
が

課
題

と
な

る
と

思
い

ま
す

。
・

予
算

措
置

が
な

い
事

業
で

す
が

、
担

当
課

主
導

で
各

関
係

機
関

が
連

携
し

、
重

要
な

場
を

設
定

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

ま
し

た
。

・
「

小
１

プ
ロ

ブ
レ

ム
」

と
あ

り
ま

す
。

幼
児

期
の

子
育

て
段

階
で

の
保

護
者

へ
の

働
き

か
け

に
つ

い
て

、
役

場
関

係
課

と
連

携
で

き
る

と
よ

い
と

も
浅

慮
し

て
い

ま
す

。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

教
育

総
務

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

施
策

名
５

-
特

別
支

援
教

育
の

充
実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

1
,1

1
7

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

4
,0

1
7

2
,2

3
7

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（単
位

；千
円

）

1
,1

2
0

一
般

財
源

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

制
度

に
よ

り
、

町
立

小
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
え

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

生
徒

数
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

町
内

小
中

学
校

全
校

に
特

別
支

援
学

級
が

設
置

さ
れ

、
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

受
入

れ
体

制
が

充
実

し
て

き
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
町

全
体

と
し

て
、

療
育

を
必

要
と

す
る

児
童

を
早

期
に

支
援

に
結

び
付

け
る

体
制

が
整

い
つ

つ
あ

る
こ

と
、

保
護

者
が

児
童

生
徒

の
生

活
の

自
立

に
向

け
た

支
援

を
受

け
入

れ
る

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
特

別
支

援
学

級
在

籍
児

童
生

徒
は

増
加

す
る

と
考

え
ら

れ
、

支
援

の
ニ

ー
ズ

が
高

ま
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。

・
対

象
世

帯
に

対
し

、
個

別
に

周
知

を
行

い
、

適
切

な
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
購

入
方

法
の

多
様

化
に

よ
っ

て
、

領
収

書
等

の
提

出
が

困
難

と
な

り
保

護
者

の
負

担
に

つ
な

が
る

た
め

、
他

自
治

体
の

取
組

状
況

を
参

考
に

支
給

額
の

算
出

方
法

等
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・方
向

性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

・
情

報
発

信
の

推
進

の
観

点
か

ら
、

対
象

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

個
別

に
通

知
を

行
っ

た
。

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

に
つ

い
て

、
国

の
実

施
要

領
に

基
づ

き
、

対
象

の
家

庭
を

支
援

す
る

。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
５

．
特

別
支

援
教

育
の

充
実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

9 1
0

中
学

校
生

徒
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
制

度
に

よ
り

、
町

立
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

に
係

る
経

費
の

一
部

を
奨

励
費

と
し

て
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
６

年
３

月
末

時
点

）
　

１
９

名

評
価

・
課

題

特
別

支
援

学
級

に
通

う
在

籍
す

る
児

童
の

保
護

者
に

対
し

、
就

学
に

係
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

で
、

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
行

え
た

。

学
用

品
の

購
入

方
法

の
多

様
化

に
よ

っ
て

、
領

収
書

等
の

提
出

が
困

難
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

保
護

者
の

負
担

に
つ

な
が

る
た

め
、

支
給

額
の

計
算

方
法

に
つ

い
て

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

1
6

,4
1

2

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

当
該

事
業

の
決

算
額

が
予

算
額

の
1

0
分

の
1

以
下

と
い

う
の

は
ど

う
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
か

。
・

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
は

様
々

な
ハ

ン
デ

ィ
を

抱
え

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
少

し
で

も
学

校
生

活
が

安
心

し
て

送
れ

る
よ

う
こ

の
事

業
が

活
用

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
・

教
育

行
政

と
し

て
、

大
切

な
事

業
と

考
え

ま
す

。
・

認
定

に
つ

い
て

は
、

手
続

き
は

重
要

で
す

の
で

、
担

当
課

で
は

規
程

に
基

づ
き

適
正

な
処

理
が

さ
れ

て
い

る
と

捉
え

ま
し

た
。

他
の

事
業

も
同

様
で

す
が

、
複

数
の

目
で

確
認

し
、

執
務

に
つ

い
て

は
万

全
を

期
し

て
く

だ
さ

い
。

特
別

支
援

学
級

に
通

う
在

籍
す

る
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

、
就

学
に

係
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

で
、

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
行

え
た

。

学
用

品
の

購
入

方
法

の
多

様
化

に
よ

っ
て

、
領

収
書

等
の

提
出

が
困

難
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

保
護

者
の

負
担

に
つ

な
が

る
た

め
、

支
給

額
の

計
算

方
法

に
つ

い
て

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

こ
ち

ら
の

事
業

費
も

1
5

分
の

1
以

下
で

す
。

・
小

学
校

の
事

業
費

と
同

じ
よ

う
に

活
用

さ
れ

て
い

る
の

で
、

継
続

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
教

育
行

政
と

し
て

、
大

切
な

事
業

と
考

え
ま

す
。

・
認

定
に

つ
い

て
は

、
手

続
き

は
重

要
で

す
の

で
、

担
当

課
で

は
規

程
に

基
づ

き
適

正
な

処
理

が
さ

れ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
他

の
事

業
も

同
様

で
す

が
、

複
数

の
目

で
確

認
し

、
執

務
に

つ
い

て
は

万
全

を
期

し
て

く
だ

さ
い

。

1
9

,4
9

8

1
2

,8
0

8
（

9
9

7
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

小
学

校
児

童
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
制

度
に

よ
り

、
町

立
小

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

に
係

る
経

費
の

一
部

を
奨

励
費

と
し

て
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
6

年
３

月
末

時
点

）
　

4
4

名

1
5

,6
8

8
（

1
,2

4
0

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
安

心
・
安

全
な

学
校

生
活

が
送

れ
る

よ
う

、
不

登
校

の
未

然
予

防
、

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
早

期
対

応
、

お
よ

び
継

続
し

た
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

・
伊

奈
中

学
校

内
に

設
置

し
た

、
校

内
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
（※

通
称

「
和

み
」）

の
教

育
的

効
果

を
検

証
し

、
拡

充
し

て
い

き
た

い
。

・
他

に
も

町
費

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

勤
務

日
数

と
、

小
学

校
へ

派
遣

し
て

い
る

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
の

勤
務

日
数

を
増

や
す

な
ど

し
て

、
い

じ
め

、
不

登
校

、
児

童
虐

待
な

ど
、

児
童

生
徒

の
置

か
れ

て
い

る
課

題
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
き

め
細

か
な

指
導

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
ひ

と
り

の
学

力
を

伸
ば

し
ま

す
。

●
 今

後
の

時
代

を
見

据
え

た
教

育
課

程
の

改
訂

（
英

語
、

道
徳

、
情

報
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
）
に

対
応

す
る

た
め

に
教

職
員

の
資

質
・
能

力
向

上
を

図
る

研
修

に
取

組
み

ま
す

。
●

 英
検

受
検

補
助

事
業

を
推

進
し

、
受

検
・
取

得
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

小
・
中

学
校

の
英

語
教

育
の

充
実

を
一

層
図

り
、

英
語

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
●

 I
C

T
 リ

テ
ラ

シ
ー

を
育

む
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
計

画
的

に
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。
●

 中
学

生
が

多
様

な
職

種
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
の

協
力

事
業

所
の

新
規

開
拓

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
、

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

は
、

学
習

指
導

教
室

を
実

施
す

る
等

、
児

童
生

徒
へ

の
対

応
を

き
め

細
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
教

育
相

談
で

は
、

直
接

面
談

、
電

話
、

メ
ー

ル
で

の
相

談
を

お
こ

な
い

、
相

談
者

(児
童

・
生

徒
・
保

護
者

・
教

員
)に

対
応

し
た

こ
と

で
、

増
加

し
て

い
る

不
登

校
児

童
生

徒
へ

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
さ

わ
や

か
相

談
員

を
中

学
校

に
配

置
、

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
を

小
学

校
に

派
遣

し
、

児
童

生
徒

及
び

保
護

者
の

相
談

に
対

応
し

た
こ

と
で

、
登

校
不

安
へ

の
相

談
に

早
期

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

、
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に

応
じ

た
き

め
細

か
い

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
年

間
４

回
、

町
内

小
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
を

開
催

し
、

町
内

の
生

徒
指

導
上

の
課

題
に

お
け

る
対

策
に

つ
い

て
協

議
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
年

間
３

回
、

相
談

室
等

連
絡

会
議

を
開

催
し

、
町

内
の

教
育

相
談

上
の

課
題

に
お

け
る

対
策

に
つ

い
て

、
協

議
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
小

・中
・
高

等
学

校
の

不
登

校
の

児
童

生
徒

が
急

増
し

全
国

で
約

３
０

万
人

と
な

っ
て

い
る

。
不

登
校

に
つ

い
て

は
、

多
様

な
要

因
・
背

景
に

よ
り

、
結

果
と

し
て

不
登

校
状

態
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

生
活

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

等
に

よ
り

、
家

庭
環

境
が

複
雑

化
し

て
い

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
、

児
童

生
徒

を
取

り
巻

く
環

境
も

複
雑

で
深

刻
に

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
専

門
的

で
複

数
に

関
わ

る
機

関
と

の
連

携
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
、

丁
寧

な
対

応
が

重
要

と
な

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
地

域
の

第
三

者
が

家
庭

内
事

情
に

ま
で

介
入

す
る

こ
と

が
難

し
い

世
情

で
あ

り
、

地
域

で
問

題
を

解
決

す
る

力
が

低
下

し
、

学
校

が
助

言
・
指

導
等

介
入

す
る

場
面

も
多

い
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

生
活

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

等
に

よ
り

、
家

庭
環

境
及

び
児

童
生

徒
を

取
り

巻
く
環

境
も

複
雑

で
深

刻
と

な
り

、
多

岐
に

わ
た

っ
て

い
る

。
子

ど
も

が
置

か
れ

て
い

る
環

境
は

様
々

で
あ

り
、

児
童

虐
待

や
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

な
ど

問
題

を
抱

え
て

い
る

子
ど

も
や

そ
の

保
護

者
を

含
め

た
家

庭
へ

の
支

援
も

求
め

ら
れ

る
。

・
多

岐
に

わ
た

る
相

談
に

対
応

す
る

た
め

、
相

談
員

を
対

象
と

し
た

情
報

交
換

や
研

修
を

定
期

的
に

行
い

、
資

質
向

上
を

図
る

こ
と

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
と

い
っ

た
専

門
的

な
人

材
を

活
用

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
を

開
催

し
、

関
係

各
課

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

で
、

有
事

の
際

は
対

応
も

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
と

捉
え

て
い

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
相

談
者

個
々

へ
の

対
応

に
専

門
的

な
知

識
・技

術
を

要
す

る
た

め
、

相
談

員
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
人

的
発

掘
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
き

め
細

か
な

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

時
間

も
要

す
る

た
め

、
人

員
確

保
が

必
須

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

11
,4

09
1
0,

93
7

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

10
,9

37

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
６

-
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

支
援

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

が
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
、

社
会

で
自

立
し

て
生

き
て

い
く
た

め
の

基
礎

と
な

る
力

が
育

ま
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

２
節

_確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

35



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

1
1

教
育

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
教

育
相

談
及

び
学

習
指

導
を

充
実

さ
せ

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
減

少
、

学
力

の
向

上
を

図
る

も
の

。

　
教

育
指

導
専

門
員

（
1

名
）

、
指

導
員

（
7

名
）

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

１
名

）
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

1
名

）
を

配
置

し
た

。
　

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

件
数

（
直

接
、

電
話

、
メ

ー
ル

）
は

、
令

和
5

年
度

、
３

4
2

件
で

あ
る

。
　

希
望

者
対

象
の

補
充

学
習

指
導

を
１

０
日

間
実

施
し

、
延

べ
１

６
６

名
の

児
童

生
徒

が
参

加
し

た
。

　
教

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
、

学
習

指
導

教
室

を
実

施
す

る
等

、
児

童
生

徒
へ

の
対

応
を

き
め

細
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
教

育
相

談
で

は
、

直
接

の
面

談
、

電
話

、
メ

ー
ル

等
で

相
談

者
(児

童
・

生
徒

・
保

護
者

・
教

員
)に

対
応

し
た

こ
と

で
、

不
登

校
児

童
生

徒
が

抱
え

る
問

題
に

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
さ

わ
や

か
相

談
員

を
中

学
校

に
配

置
し

た
こ

と
や

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

を
小

学
校

に
派

遣
し

た
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
、

登
校

不
安

へ
の

相
談

に
早

期
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
教

育
セ

ン
タ

ー
へ

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

各
校

か
ら

の
相

談
に

対
す

る
よ

り
専

門
的

な
対

応
や

検
査

の
実

施
な

ど
、

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
　

相
談

者
数

や
通

級
者

数
が

年
々

、
増

加
傾

向
に

あ
り

、
相

談
内

容
も

多
様

化
、

複
雑

化
し

て
い

る
た

め
、

相
談

者
個

々
へ

の
き

め
細

か
な

対
応

に
必

要
な

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
や

指
導

員
の

教
育

セ
ン

タ
ー

へ
の

配
置

、
充

実
が

必
須

で
あ

る
。

　
小

学
校

に
お

け
る

不
登

校
児

童
は

各
校

へ
派

遣
さ

れ
て

い
る

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
が

不
在

の
場

合
、

登
校

が
難

し
く

な
っ

て
し

ま
う

現
状

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
の

勤
務

日
数

の
増

加
も

必
要

で
あ

る
。

1
1

,0
6

0
1

0
7

6
3

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

専
門

的
知

識
技

能
を

持
つ

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｓ
Ｓ

Ｗ
）

や
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

Ｓ
Ｃ

）
に

よ
り

、
よ

り
充

実
し

た
相

談
体

制
が

で
き

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
他

市
町

村
よ

り
充

実
し

て
い

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

特
に

機
動

性
の

あ
る

Ｓ
Ｓ

Ｗ
を

町
独

自
の

予
算

で
配

置
し

た
こ

と
は

大
き

い
影

響
が

あ
っ

た
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

Ｓ
Ｃ

が
専

門
的

に
ウ

イ
ス

ク
を

と
る

こ
と

に
よ

り
、

科
学

的
な

根
拠

に
基

づ
い

た
デ

ー
タ

で
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

て
有

効
で

し
た

。
・

 教
育

セ
ン

タ
ー

の
人

的
配

置
の

具
体

が
記

さ
れ

て
お

り
、

構
成

が
よ

く
分

か
り

ま
す

。
相

談
件

数
の

記
載

か
ら

活
動

の
実

際
を

推
察

し
ま

し
た

。
・

「
迅

速
に

対
応

」
「

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
」

「
き

め
細

か
に

行
う

」
等

の
文

言
か

ら
担

当
課

の
指

導
も

下
、

教
育

セ
ン

タ
ー

が
機

能
し

て
い

る
捉

え
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
「

相
談

者
数

や
通

級
者

数
が

年
々

、
増

加
傾

向
に

あ
り

」
か

ら
セ

ン
タ

ー
の

意
義

を
把

握
で

き
ま

す
。

・
補

充
学

習
指

導
の

取
組

は
、

児
童

生
徒

に
と

っ
て

意
義

あ
る

実
践

で
す

。
保

護
者

の
セ

ン
タ

ー
へ

の
信

頼
も

高
ま

っ
た

と
考

え
ま

す
。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
６

．
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

支
援

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

36



Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

施
策

名
１

-
豊

か
な

心
の

育
成

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

93
.3

%

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

4,
2
36

3
,5

36

８
３

．
２

％

８
７

．
９

％

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

3,
5
36

一
般

財
源

・
学

校
フ

ァ
ー

ム
や

体
験

学
習

、
読

書
活

動
の

充
実

等
、

工
夫

し
て

で
き

る
こ

と
を

模
索

し
、

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
様

々
な

体
験

活
動

を
通

し
、

児
童

生
徒

の
豊

か
な

心
の

育
成

を
図

っ
た

。
・
伊

奈
町

道
徳

教
育

推
進

委
員

会
に

よ
る

授
業

研
究

会
を

実
施

し
、

そ
の

成
果

を
推

進
委

員
を

通
じ

て
、

各
校

へ
広

め
る

こ
と

で
道

徳
教

育
を

推
進

し
、

特
別

の
教

科
道

徳
の

授
業

の
充

実
を

図
っ

た
。

※
特

別
の

教
科

道
徳

・
・・

20
15

年
に

学
習

指
導

要
領

が
一

部
改

訂
さ

れ
、

各
教

科
や

特
別

活
動

の
よ

う
な

領
域

、
さ

ら
に

は
教

育
課

程
外

で
あ

る
清

掃
、

昼
食

（
給

食
）
、

部
活

動
等

、
全

て
に

お
い

て
道

徳
教

育
を

行
う

こ
と

に
な

る
道

徳
教

育
は

、
特

別
の

教
科

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
改

訂
学

習
指

導
要

領
の

全
面

実
施

が
小

学
校

は
４

年
目

、
中

学
校

は
３

年
目

と
な

り
、

「道
徳

教
育

推
進

教
師

」
が

校
内

の
中

心
と

な
り

、
年

間
を

通
し

て
学

校
の

教
育

活
動

全
体

で
道

徳
性

を
育

ん
で

い
る

。
・
「道

徳
科

」
の

授
業

に
つ

い
て

は
、

問
題

解
決

的
な

学
習

や
道

徳
的

行
為

に
関

す
る

体
験

的
な

学
習

を
取

り
入

れ
、

「
道

徳
科

」の
目

標
に

基
づ

い
た

授
業

展
開

が
多

く
な

っ
て

き
て

い
る

。
・
経

験
の

少
な

い
教

員
に

対
す

る
研

修
や

学
び

の
機

会
の

創
設

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
児

童
生

徒
が

将
来

、
様

々
な

問
題

場
面

に
出

会
っ

た
際

に
、

そ
の

状
況

に
応

じ
て

自
己

の
生

き
方

を
考

え
、

主
体

的
な

判
断

に
基

づ
い

て
道

徳
的

実
践

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
「
道

徳
的

価
値

」
の

意
義

や
大

切
さ

に
つ

い
て

「
考

え
議

論
す

る
」道

徳
教

育
の

推
進

・
充

実
が

望
ま

れ
て

い
る

。

・
生

命
を

大
切

に
す

る
心

、
他

人
を

思
い

や
る

心
、

善
悪

の
判

断
、

規
範

意
識

等
の

道
徳

性
を

養
う

に
は

、
様

々
な

体
験

を
積

み
重

ね
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
花

い
っ

ぱ
い

運
動

や
伊

奈
町

道
徳

教
育

推
進

委
員

会
の

授
業

研
究

会
等

、
適

切
に

事
業

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
道

徳
の

授
業

に
お

け
る

「
考

え
議

論
す

る
」道

徳
の

展
開

等
、

教
職

員
の

資
質

向
上

を
よ

り
一

層
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

91
.7

%

指
標

名

県
が

設
定

し
た

「
規

律
あ

る
態

度
」
（
各

学
年

１
２

項
目

）
の

う
ち

、
小

学
４

～
６

年
生

の
８

割
以

上
が

身
に

付
け

て
い

る
項

目
の

割
合

県
が

設
定

し
た

「
規

律
あ

る
態

度
」
（
各

学
年

１
２

項
目

）
の

う
ち

、
中

学
１

～
３

年
生

の
８

割
以

上
が

身
に

付
け

て
い

る
項

目
の

割
合

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

６
６

．
７

％
６

３
．

９
％

(1
)

７
７

．
８

％

(2
)

８
６

．
１

％
８

３
．

３
％

８
６

．
１

％

・
道

徳
教

育
充

実
の

た
め

の
教

材
購

入
、

花
い

っ
ぱ

い
運

動
な

ど
の

体
験

的
な

学
習

の
充

実
、

道
徳

教
育

推
進

委
員

会
に

お
け

る
研

修
の

実
施

等
、

道
徳

教
育

の
推

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。

・
対

話
的

に
学

び
合

い
、

自
分

の
考

え
方

を
深

め
、

「
考

え
議

論
す

る
」
道

徳
の

授
業

を
推

進
し

て
い

き
、

児
童

生
徒

が
、

教
材

を
通

じ
て

、
自

分
と

の
関

り
で

道
徳

的
価

値
を

捉
え

る
こ

と
で

、
主

体
的

に
学

び
考

え
、

多
面

的
・
多

角
的

に
道

徳
的

価
値

を
捉

え
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

37



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
豊

か
な

心
の

育
成

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
子

供
た

ち
が

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
付

け
、

規
範

意
識

を
高

め
る

た
め

、
県

で
実

施
し

て
い

る
埼

玉
県

学
力

・
学

習
状

況
調

査
（

県
学

調
）

の
う

ち
「

規
律

あ
る

態
度

」
の

結
果

を
活

用
し

て
い

く
も

の
。

　
道

徳
教

育
を

学
校

全
体

と
し

て
推

進
し

、
思

い
や

り
の

あ
る

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
を

図
っ

た
。

　
「

規
律

あ
る

態
度

」
の

結
果

（
各

学
年

１
２

項
目

の
う

ち
、

８
割

以
上

が
身

に
つ

け
て

い
る

項
目

の
割

合
）

は
、

令
和

4
年

度
は

、
小

学
校

6
6

.7
％

、
中

学
校

8
6

.1
％

で
あ

っ
た

が
、

令
和

５
年

度
は

小
学

校
７

７
.８

％
、

中
学

校
8

０
.６

％
で

あ
っ

た
。

日
々

の
継

続
し

た
指

導
や

児
童

生
徒

が
主

体
性

を
も

っ
た

取
組

に
よ

っ
て

成
果

が
上

が
っ

て
い

る
。

中
学

校
は

、
整

理
整

頓
、

あ
い

さ
つ

項
目

に
低

下
が

あ
っ

た
の

で
今

後
も

引
き

続
き

指
導

を
図

っ
て

い
く

。
　

学
校

フ
ァ

ー
ム

や
読

書
活

動
等

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

様
々

な
体

験
活

動
を

通
し

、
思

い
や

り
や

豊
か

な
心

の
育

成
を

図
っ

た
。

ま
た

、
道

徳
教

育
推

進
委

員
会

を
開

催
し

、
道

徳
教

材
や

指
導

用
資

料
を

購
入

す
る

等
、

道
徳

授
業

の
充

実
を

図
っ

た
。

4
,2

3
6

3
,5

3
6

（
8

0
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

ほ
か

の
項

目
で

も
述

べ
ま

し
た

が
、

豊
か

な
心

は
豊

か
な

体
験

に
基

づ
く

と
思

っ
て

い
ま

す
。

元
国

立
教

育
研

究
所

所
長

の
明

石
氏

は
、

国
の

学
力

テ
ス

ト
を

分
析

し
て

、
豊

か
な

体
験

を
積

ん
だ

こ
の

ほ
う

が
人

へ
の

思
い

や
り

が
あ

る
こ

と
を

著
書

で
述

べ
て

い
ま

す
。

授
業

も
も

ち
ろ

ん
体

験
の

一
つ

で
は

あ
り

ま
す

が
、

異
年

齢
集

団
活

動
、

異
文

化
体

験
活

動
、

自
然

体
験

活
動

な
ど

幅
広

い
体

験
活

動
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
と

願
っ

て
い

ま
す

。
・

「
決

算
」

は
、

「
道

徳
教

材
や

指
導

用
資

料
」

購
入

と
捉

え
ま

し
た

。
か

つ
、

「
道

徳
教

育
推

進
委

員
会

」
と

の
文

言
も

あ
り

ま
す

。
担

当
課

主
導

で
、

道
徳

授
業

の
質

的
充

実
に

取
り

組
ん

だ
と

解
し

ま
し

た
。

・
実

績
分

析
と

し
て

、
「

規
律

あ
る

態
度

」
の

結
果

を
用

い
る

点
は

、
客

観
性

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
児

童
生

徒
の

変
容

を
複

数
年

の
推

移
と

し
て

把
握

で
き

、
校

内
指

導
の

成
果

も
検

証
で

き
る

と
考

え
ま

す
。

・
「

規
範

意
識

を
高

め
る

」
と

重
要

な
点

が
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

豊
か

な
心

の
育

成
と

も
軌

を
一

に
す

る
指

導
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

1
2

38



Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
安

心
・
安

全
な

学
校

生
活

が
送

れ
る

よ
う

、
い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

、
早

期
対

応
お

よ
び

継
続

し
た

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

・
毎

月
１

回
の

学
校

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
を

各
小

中
学

校
で

実
施

し
、

早
期

発
見

・早
期

対
応

に
務

め
る

。
・
い

じ
め

防
止

対
策

推
進

法
第

２
３

条
に

あ
る

と
お

り
、

各
町

立
小

・
中

学
校

が
町

教
育

委
員

会
等

と
緊

密
な

連
携

の
下

、
い

じ
め

に
対

し
て

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
毎

月
１

０
日

ま
で

に
、

前
月

に
認

知
し

た
い

じ
め

に
つ

い
て

の
各

学
校

よ
り

報
告

を
受

け
、

必
要

に
応

じ
て

、
各

学
校

と
の

情
報

共
有

を
図

り
、

迅
速

な
対

応
を

取
る

。
・
「い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
」を

開
催

し
、

関
係

各
課

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

で
、

有
事

の
際

の
対

応
に

備
え

、
連

携
を

図
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

66
.7

%
6
3
.9

％
(1

)
7
7
.8

％

(2
)

8
6
.1

％
8
3
.3

％
86

.1
%

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

91
.7

%

指
標

名

県
が

設
定

し
た

「
規

律
あ

る
態

度
」
（各

学
年

１
２

項
目

）
の

う
ち

、
小

学
4
年

生
～

小
学

６
年

生
の

8
割

以
上

が
身

に
つ

け
て

い
る

項
目

の
割

合

県
が

設
定

し
た

「
規

律
あ

る
態

度
」
（各

学
年

１
２

項
目

）
の

う
ち

、
中

学
１

年
生

～
中

学
3
年

生
の

8
割

以
上

が
身

に
つ

け
て

い
る

項
目

の
割

合

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
配

置
し

、
教

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
学

習
指

導
教

室
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

育
相

談
で

は
、

直
接

面
談

、
電

話
や

メ
ー

ル
で

の
相

談
を

行
い

、
相

談
者

(児
童

・生
徒

・
保

護
者

・
教

員
)に

対
応

し
た

。
ま

た
、

さ
わ

や
か

相
談

員
を

中
学

校
に

配
置

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

を
小

学
校

に
派

遣
し

、
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

の
相

談
に

対
応

す
る

等
、

い
じ

め
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
再

発
防

止
に

向
け

た
組

織
的

な
取

組
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・
い

じ
め

防
止

の
取

組
と

し
て

、
小

さ
な

も
の

も
見

逃
さ

な
い

よ
う

積
極

的
に

認
知

し
、

迅
速

か
つ

丁
寧

に
対

応
し

た
。

ま
た

、
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
を

開
催

し
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

っ
た

。
・
年

間
４

回
、

町
内

小
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
を

開
催

し
、

町
内

の
い

じ
め

問
題

に
お

け
る

対
策

を
協

議
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
社

会
全

体
と

し
て

、
生

命
の

尊
さ

や
思

い
や

り
の

心
、

そ
し

て
い

じ
め

や
そ

の
重

大
事

態
に

つ
い

て
、

高
い

関
心

が
あ

る
。

生
活

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

等
に

よ
り

、
家

庭
環

境
が

複
雑

化
し

て
い

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
、

児
童

生
徒

を
取

り
巻

く
環

境
も

複
雑

で
深

刻
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
S
N

S
等

に
お

け
る

誹
謗

中
傷

や
な

り
す

ま
し

等
、

ネ
ッ

ト
上

の
い

じ
め

も
増

加
し

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
地

域
の

第
三

者
が

家
庭

内
事

情
に

ま
で

介
入

す
る

こ
と

が
難

し
い

世
情

で
あ

り
、

地
域

で
問

題
を

解
決

す
る

力
が

低
下

し
、

学
校

が
助

言
・
指

導
等

介
入

す
る

場
面

も
多

い
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

生
活

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

等
に

よ
り

、
家

庭
環

境
及

び
児

童
生

徒
を

取
り

巻
く
環

境
も

複
雑

で
深

刻
と

な
り

、
多

岐
に

わ
た

っ
て

い
る

。
子

ど
も

が
置

か
れ

て
い

る
環

境
は

様
々

で
あ

り
、

児
童

虐
待

や
ヤ

ン
グ

ケ
ア

ラ
ー

な
ど

問
題

を
抱

え
て

い
る

子
ど

も
や

そ
の

保
護

者
を

含
め

た
家

庭
へ

の
支

援
も

求
め

ら
れ

る
。

・
「
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
」
を

開
催

し
、

関
係

各
課

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

で
、

有
事

の
際

は
対

応
も

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
と

捉
え

て
い

る
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

ネ
ッ

ト
い

じ
め

を
未

然
に

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
関

係
機

関
と

連
携

し
、

「
非

行
防

止
教

室
」
を

各
小

・中
学

校
で

開
催

し
た

。
児

童
生

徒
の

規
範

意
識

の
醸

成
や

人
へ

の
思

い
や

り
な

ど
の

豊
か

な
心

の
育

成
に

よ
り

、
非

行
・
問

題
行

動
等

の
予

防
・
根

絶
を

図
り

、
薬

物
の

乱
用

、
誹

謗
中

傷
・
ネ

ッ
ト

炎
上

・
自

画
撮

り
被

害
等

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

ト
ラ

ブ
ル

の
未

然
防

止
に

努
め

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
相

談
者

個
々

へ
の

対
応

に
専

門
的

な
知

識
・技

術
を

要
す

る
た

め
、

相
談

員
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
人

的
発

掘
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
き

め
細

か
な

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

時
間

も
要

す
る

た
め

、
人

員
確

保
が

必
須

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

11
,4

09
1
0,

93
7

83
.2

%

87
.9

%

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

10
,9

37

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
２

-
い

じ
め

の
防

止
対

策
の

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

93
.3

%

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

1
4

い
じ

め
問

題
対

策
事

業

【
学

校
教

育
課

】

 　
町

内
小

・
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
議

を
年

4
回

開
催

し
、

町
内

の
い

じ
め

問
題

に
お

け
る

対
策

を
議

論
す

る
も

の
。

　
伊

奈
町

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
伊

奈
町

に
お

け
る

い
じ

め
問

題
に

お
い

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

も
の

。

 い
じ

め
防

止
の

取
組

と
し

て
、

小
さ

な
予

兆
も

見
逃

さ
な

い
よ

う
積

極
的

に
認

知
し

、
迅

速
か

つ
丁

寧
に

対
応

し
た

。
ま

た
、

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

（
令

和
３

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
書

面
開

催
）

を
開

催
し

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

　
年

間
４

回
、

町
内

小
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
を

開
催

し
、

町
内

の
い

じ
め

問
題

に
お

け
る

対
策

を
協

議
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ネ

ッ
ト

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

し
、

い
じ

め
の

未
然

防
止

に
寄

与
し

た
。

　
町

内
小

・
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
議

の
開

催
に

お
い

て
、

町
内

に
お

け
る

い
じ

め
問

題
の

現
状

を
情

報
共

有
、

解
決

に
向

け
た

協
議

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

伊
奈

町
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
で

は
、

い
じ

め
防

止
等

に
つ

い
て

、
関

係
す

る
機

関
及

び
団

体
（

上
尾

警
察

・
埼

玉
県

中
央

児
童

相
談

所
・

P
T

A
連

合
会

・
伊

奈
町

人
権

擁
護

委
員

・
小

、
中

学
校

長
、

役
場

内
関

係
課

）
と

連
携

す
る

こ
と

で
、

伊
奈

町
の

子
供

た
ち

の
い

じ
め

問
題

の
現

状
を

把
握

し
、

意
見

交
換

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
い

じ
め

の
未

然
防

止
・

早
期

発
見

・
早

期
対

応
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
町

内
小

中
学

校
生

徒
指

導
主

任
会

に
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

や
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

活
用

し
た

研
修

を
取

り
入

れ
、

生
徒

指
導

力
の

さ
ら

な
る

向
上

を
図

る
。

3
4

9
1

7
0

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

生
徒

指
導

の
機

能
を

補
完

す
る

方
法

と
し

て
の

教
育

相
談

を
活

用
し

て
い

る
こ

と
は

素
晴

ら
し

い
と

思
い

ま
す

。
・

い
じ

め
に

対
し

て
は

、
ど

の
子

に
と

っ
て

も
居

甲
斐

の
あ

る
学

校
・

学
級

に
な

る
こ

と
が

最
も

肝
心

だ
と

思
い

ま
す

。
働

き
方

改
革

が
進

ん
だ

分
を

是
非

、
日

々
の

教
育

活
動

の
充

実
に

資
し

て
い

き
た

い
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

・
事

業
１

３
と

目
的

を
共

有
し

た
事

業
、

同
一

歩
調

で
連

携
く

だ
さ

い
。

「
小

さ
な

予
兆

も
見

逃
さ

な
い

よ
う

積
極

的
に

認
知

し
」

と
あ

り
ま

す
。

大
切

な
姿

勢
で

す
。

・
他

自
治

体
で

の
全

国
紙

レ
ベ

ル
の

い
じ

め
事

案
、

第
三

者
委

員
会

報
告

等
の

報
道

が
依

然
と

あ
り

ま
す

。
担

当
課

で
は

、
各

学
校

へ
の

支
援

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

・
「

未
然

防
止

・
早

期
・

・
」

と
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

教
職

員
は

、
い

わ
ゆ

る
「

い
じ

め
発

見
チ

ェ
ッ

ク
」

に
つ

い
て

は
精

通
し

て
い

る
と

考
え

ま
す

。
保

護
者

の
認

知
力

、
発

見
力

も
重

要
で

す
か

ら
、

鋭
意

働
き

か
け

を
継

続
く

だ
さ

い
。

・
生

徒
指

導
主

任
会

を
通

し
た

生
徒

指
導

主
任

の
育

成
も

意
義

あ
る

と
解

し
ま

し
た

。
担

当
課

の
指

導
、

助
言

と
と

も
に

、
参

考
事

例
や

情
報

を
基

に
協

議
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
い

じ
め

の
防

止
対

策
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
教

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
、

学
習

指
導

教
室

を
実

施
す

る
等

、
児

童
生

徒
へ

の
対

応
を

き
め

細
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
教

育
相

談
で

は
、

直
接

の
面

談
、

電
話

、
メ

ー
ル

等
で

相
談

者
(児

童
・

生
徒

・
保

護
者

・
教

員
)に

対
応

し
た

こ
と

で
、

不
登

校
児

童
生

徒
が

抱
え

る
問

題
に

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
さ

わ
や

か
相

談
員

を
中

学
校

に
配

置
し

た
こ

と
や

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

を
小

学
校

に
派

遣
し

た
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
、

登
校

不
安

へ
の

相
談

に
早

期
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
教

育
セ

ン
タ

ー
へ

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

各
校

か
ら

の
相

談
に

対
す

る
よ

り
専

門
的

な
対

応
や

検
査

の
実

施
な

ど
、

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
　

相
談

者
数

や
通

級
者

が
年

々
、

増
加

傾
向

に
あ

り
、

相
談

内
容

も
多

様
化

、
複

雑
化

し
て

い
る

た
め

、
相

談
者

個
々

へ
の

き
め

細
か

な
対

応
に

必
要

な
専

門
的

な
知

識
・

技
術

を
有

す
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

や
指

導
員

の
教

育
セ

ン
タ

ー
へ

の
配

置
、

充
実

が
必

須
で

あ
る

。
　

小
学

校
に

お
け

る
不

登
校

児
童

は
各

校
へ

派
遣

さ
れ

て
い

る
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

が
不

在
の

場
合

、
登

校
が

難
し

く
な

っ
て

し
ま

う
現

状
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

の
勤

務
日

数
の

増
加

も
必

要
で

あ
る

。

1
1

,0
6

0
1

0
,7

6
3

1
3

教
育

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
教

育
相

談
及

び
学

習
指

導
を

充
実

さ
せ

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
減

少
、

学
力

の
向

上
を

図
る

も
の

。

　
教

育
指

導
専

門
員

（
1

名
）

、
指

導
員

（
7

名
）

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

１
名

）
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

1
名

）
を

配
置

し
た

。
　

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

件
数

（
直

接
、

電
話

、
メ

ー
ル

）
は

、
令

和
５

年
度

、
１

７
９

８
件

で
あ

る
。

　
希

望
者

対
象

の
補

充
学

習
指

導
を

１
０

日
間

実
施

し
、

延
べ

１
６

６
名

の
児

童
生

徒
が

参
加

し
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

教
育

セ
ン

タ
ー

は
位

置
的

に
も

（
役

場
の

外
に

あ
る

）
、

人
員

の
配

置
的

に
も

充
実

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

か
ら

も
不

登
校

対
策

や
子

供
た

ち
の

心
の

よ
り

所
に

な
っ

て
い

け
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

・
稼

業
日

一
日

に
つ

き
約

7
件

の
相

談
件

数
と

な
っ

て
い

て
、

子
供

た
ち

の
相

談
場

所
、

居
場

所
と

し
て

の
機

能
が

果
た

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
い

ろ
い

ろ
な

形
の

相
談

形
態

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
可

能
な

限
り

対
面

の
相

談
に

し
た

い
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

・
事

業
１

１
の

人
的

配
置

に
基

づ
く

「
い

じ
め

対
策

事
業

」
。

生
命

に
係

る
問

題
へ

と
波

及
し

か
ね

な
い

問
題

を
扱

う
事

業
と

捉
え

て
い

ま
す

。
・

基
本

的
な

相
談

体
制

は
、

不
登

校
対

応
と

同
様

で
あ

る
と

考
え

ま
す

が
、

い
じ

め
に

関
し

て
は

、
学

校
・

教
員

か
ら

の
相

談
対

応
も

重
要

で
す

ね
。

「
評

価
・

課
題

」
か

ら
、

教
員

か
ら

の
相

談
も

機
能

し
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
・

い
じ

め
認

知
は

、
学

校
や

セ
ン

タ
ー

の
指

導
の

成
果

と
考

え
、

積
極

的
な

認
知

に
留

意
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
事

業
１

３
の

施
策

と
は

、
直

結
し

ま
せ

ん
が

、
各

校
の

「
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

」
に

つ
い

て
は

、
担

当
課

の
主

導
で

、
見

直
し

改
善

を
継

続
く

だ
さ

い
。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
安

心
・
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

の
た

め
、

家
庭

と
地

域
が

一
体

と
な

り
、

非
行

・問
題

行
動

の
防

止
や

有
害

環
境

か
ら

児
童

・
生

徒
を

守
る

取
組

を
継

続
し

て
行

く
。

・
児

童
生

徒
の

多
様

な
状

況
に

応
じ

、
引

き
続

き
、

い
き

い
き

先
生

や
介

助
員

、
学

校
図

書
館

支
援

員
、

小
学

校
に

特
別

支
援

教
育

支
援

員
や

理
科

支
援

員
、

中
学

校
に

さ
わ

や
か

相
談

員
、

必
要

に
応

じ
て

、
日

本
語

支
援

員
等

、
担

任
の

先
生

と
連

携
し

て
指

導
・
援

助
を

行
い

、
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
、

き
め

細
か

な
支

援
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
資

質
・能

力
向

上
の

為
、

引
き

続
き

研
修

参
加

を
促

す
。

さ
ら

に
、

地
域

を
含

め
、

各
種

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
小

学
校

に
配

置
し

て
い

る
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
中

学
校

に
も

配
置

し
、

不
登

校
生

徒
へ

の
学

習
支

援
を

進
め

た
い

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

66
.7

%
6
3
.9

％
(1

)
7
7
.8

％

(2
)

8
6
.1

％
8
3
.3

％
86

.1
%

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

91
.7

%

指
標

名

県
が

設
定

し
た

「
規

律
あ

る
態

度
」
（各

学
年

１
２

項
目

）
の

う
ち

、
小

学
4
年

生
～

小
学

６
年

生
の

8
割

以
上

が
身

に
つ

け
て

い
る

項
目

の
割

合

県
が

設
定

し
た

「
規

律
あ

る
態

度
」
（各

学
年

１
２

項
目

）
の

う
ち

、
中

学
１

年
生

～
中

学
3
年

生
の

8
割

以
上

が
身

に
つ

け
て

い
る

項
目

の
割

合

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
中

学
校

に
は

さ
わ

や
か

相
談

員
を

配
置

し
て

、
担

任
の

先
生

と
連

携
し

て
指

導
・
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

小
中

学
校

に
は

い
き

い
き

先
生

を
、

小
学

校
に

は
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
、

日
本

語
が

話
せ

な
い

児
童

生
徒

に
は

日
本

語
支

援
員

を
配

置
し

て
い

る
。

こ
う

し
た

人
員

を
各

小
中

学
校

に
配

置
す

る
こ

と
で

、
児

童
生

徒
の

健
全

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

き
め

細
か

い
支

援
、

児
童

・
生

徒
の

自
立

を
目

指
し

た
教

育
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・
正

し
い

生
活

習
慣

の
確

立
に

向
け

、
「
規

律
あ

る
態

度
」
達

成
状

況
調

査
を

実
施

し
、

実
態

の
把

握
を

行
い

、
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
児

童
生

徒
の

複
雑

か
つ

多
様

な
状

況
に

応
じ

た
き

め
細

か
い

支
援

が
、

今
後

さ
ら

に
求

め
ら

れ
る

。
・
生

活
ス

タ
イ

ル
の

多
様

化
等

に
よ

り
、

以
前

と
比

べ
家

庭
環

境
も

複
雑

化
し

て
お

り
、

児
童

生
徒

を
取

り
巻

く
環

境
も

複
雑

で
深

刻
と

な
り

、
多

岐
に

わ
た

っ
て

い
る

。
ま

た
、

S
N

S
等

に
お

け
る

誹
謗

中
傷

や
な

り
す

ま
し

等
、

ネ
ッ

ト
上

の
い

じ
め

も
増

加
し

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
教

育
相

談
、

特
別

支
援

教
育

、
日

本
語

支
援

員
等

、
引

き
続

き
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
、

き
め

細
か

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
な

支
援

が
求

め
ら

れ
る

。
・
学

校
は

、
安

心
・
安

全
に

教
員

や
友

達
と

つ
な

が
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
た

ち
の

居
場

所
と

し
て

の
福

祉
的

な
役

割
も

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

寄
り

添
い

、
き

め
細

か
に

対
応

す
る

た
め

、
円

滑
な

教
育

活
動

の
実

施
の

た
め

に
も

、
各

種
支

援
員

・
補

助
員

の
配

置
は

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
問

題
が

生
じ

た
際

は
、

そ
の

解
決

の
た

め
に

、
学

校
の

み
な

ら
ず

、
各

種
関

係
機

関
等

と
連

携
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
教

員
、

支
援

員
、

相
談

員
の

指
導

力
・
資

質
・
能

力
の

向
上

の
た

め
、

継
続

し
て

研
修

等
へ

の
参

加
を

促
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
特

性
を

活
か

す
た

め
、

担
任

と
教

育
補

助
員

が
連

携
し

て
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
対

応
を

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

59
,2

25
5
8,

10
0

83
.2

%

87
.9

%

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

54
,3

72

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

3,
7
28

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
３

-
生

徒
指

導
の

充
実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

93
.3

%

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
生

徒
指

導
の

充
実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
各

小
中

学
校

と
も

、
自

校
の

実
態

を
踏

ま
え

、
教

育
活

動
の

充
実

の
た

め
に

支
援

員
等

を
効

果
的

に
配

置
し

、
学

習
の

個
別

対
応

の
充

実
、

学
校

生
活

の
向

上
に

係
る

指
導

・
支

援
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

　
児

童
生

徒
の

学
力

向
上

等
を

図
る

こ
と

や
、

ま
た

、
年

々
増

加
し

て
い

る
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

習
熟

度
に

応
じ

た
指

導
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
、

よ
り

一
層

の
教

育
活

動
充

実
を

図
る

た
め

の
条

件
整

備
（

配
置

時
間

、
配

置
日

数
、

配
置

人
数

等
）

が
大

き
な

課
題

で
あ

る
。

5
9

,2
2

5
5

8
,1

0
0

（
4

7
,2

9
5

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

1
5

教
育

補
助

員
等

配
置

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
「

生
き

る
力

」
の

知
の

側
面

で
あ

る
確

か
な

学
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
児

童
生

徒
の

習
熟

度
に

応
じ

た
指

導
を

充
実

さ
せ

る
も

の
。

ま
た

、
学

校
図

書
館

教
育

、
小

学
校

の
理

科
教

育
、

特
別

支
援

学
級

の
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

、
き

め
細

や
か

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
充

実
さ

せ
る

も
の

。

　
各

小
中

学
校

に
教

育
補

助
員

（
い

き
い

き
先

生
）

の
配

置
を

行
っ

た
。

（
小

中
学

校
８

名
）

。
　

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
小

学
校

児
童

に
対

応
す

る
た

め
特

別
支

援
教

育
支

援
員

の
配

置
を

行
っ

た
。

（
小

学
校

５
名

）
。

　
学

校
図

書
館

支
援

員
（

小
中

学
校

７
名

）
、

理
科

支
援

員
（

小
学

校
2

名
）

の
配

置
を

行
っ

た
。

　
特

別
支

援
学

級
介

助
員

（
小

中
学

校
２

０
名

）
の

配
置

を
行

っ
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

多
く

の
町

職
員

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

多
く

の
目

で
子

供
た

ち
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

ま
た

、
担

任
一

人
で

問
題

を
抱

え
こ

ま
な

い
で

済
む

の
で

、
予

算
が

大
変

だ
と

は
思

う
が

是
非

継
続

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
・

人
的

措
置

に
よ

る
教

育
活

動
充

実
を

図
る

事
業

と
し

て
、

担
当

課
に

よ
り

円
滑

に
配

置
さ

れ
た

と
捉

え
ま

し
た

。
内

容
別

配
置

数
の

記
載

か
ら

は
、

事
業

を
俯

瞰
で

き
ま

す
。

・
学

校
生

活
向

上
、

学
習

個
別

対
応

、
さ

ら
に

不
登

校
対

応
等

が
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

す
か

ら
、

活
用

は
広

範
囲

と
理

解
し

ま
し

た
。

・
予

算
と

学
校

の
実

態
を

勘
案

し
た

適
切

な
執

行
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

様
々

な
体

験
活

動
を

通
し

、
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
を

育
ん

で
い

く
。

・
各

教
科

等
の

教
育

活
動

に
お

い
て

、
い

じ
め

問
題

や
自

他
の

命
、

心
と

体
の

健
康

な
ど

に
つ

い
て

指
導

し
、

子
ど

も
た

ち
の

人
権

感
覚

の
育

成
に

努
め

て
い

る
。

・
道

徳
教

育
充

実
の

た
め

の
教

材
・教

具
等

の
整

備
、

児
童

生
徒

へ
の

指
導

方
法

の
工

夫
改

善
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
す

る
た

め
の

児
童

生
徒

へ
の

指
導

内
容

や
講

話
等

の
工

夫
改

善
に

努
め

て
い

く
。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
で

き
る

児
童

生
徒

を
育

む
た

め
、

「
特

別
の

教
科

道
徳

」
の

授
業

の
充

実
を

図
っ

た
。

・
各

学
校

で
、

人
権

教
育

に
係

る
講

話
等

を
行

い
、

人
権

感
覚

の
育

成
を

図
る

た
め

の
取

組
を

行
っ

た
。

・
児

童
生

徒
の

見
守

り
、

問
題

行
動

の
防

止
に

つ
い

て
は

、
個

々
の

状
況

や
気

持
ち

を
共

感
的

に
理

解
し

、
一

人
一

人
に

寄
り

添
っ

た
、

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

っ
た

。

※
特

別
の

教
科

道
徳

・
・・

20
15

年
に

学
習

指
導

要
領

が
一

部
改

訂
さ

れ
、

各
教

科
や

特
別

活
動

の
よ

う
な

領
域

、
さ

ら
に

は
教

育
課

程
外

で
あ

る
清

掃
、

昼
食

（
給

食
）
、

部
活

動
等

、
全

て
に

お
い

て
道

徳
教

育
を

行
う

こ
と

に
な

る
道

徳
教

育
は

、
特

別
の

教
科

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
様

々
な

人
権

課
題

が
あ

り
、

新
た

な
人

権
課

題
も

顕
在

化
し

て
き

て
い

る
。

特
に

、
子

ど
も

に
対

す
る

虐
待

相
談

は
増

加
傾

向
に

あ
る

。
ま

た
、

S
N

S
に

よ
る

人
権

侵
害

や
L
G

B
T
Q

の
人

権
問

題
な

ど
、

人
権

を
取

り
巻

く
情

勢
は

、
ま

す
ま

す
複

雑
化

・
多

様
化

し
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
子

ど
も

た
ち

一
人

一
人

の
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

教
育

及
び

知
・徳

・
体

の
調

和
が

と
れ

た
資

質
・
能

力
の

育
成

に
期

待
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

た
ち

の
社

会
性

や
人

間
性

を
育

む
上

で
、

人
権

感
覚

の
育

成
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

。
特

に
、

子
ど

も
に

対
す

る
虐

待
相

談
や

S
N

S
に

よ
る

人
権

侵
害

や
L
G

B
T
Q

の
新

た
な

人
権

課
題

へ
の

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
児

童
生

徒
の

人
権

感
覚

を
育

成
す

る
為

に
、

主
体

的
に

人
権

問
題

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
授

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
指

導
内

容
や

方
法

の
工

夫
・
改

善
を

継
続

し
て

い
く
。

・
日

常
に

お
い

て
、

人
権

意
識

を
高

め
る

た
め

の
啓

発
を

実
施

し
て

い
く
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
児

童
生

徒
に

指
導

を
行

う
教

職
員

の
た

め
の

研
修

会
の

実
施

等
が

重
要

と
な

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

4,
2
36

3
,5

36

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

3,
5
36

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
４

-
人

権
を

尊
重

し
た

教
育

の
推

進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

43



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
人

権
を

尊
重

し
た

教
育

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
「

特
別

の
教

科
　

道
徳

」
の

時
間

を
要

と
し

て
、

伊
奈

町
道

徳
教

育
推

進
委

員
会

に
よ

る
授

業
研

究
会

の
実

施
な

ど
、

道
徳

教
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

道
徳

教
育

充
実

の
た

め
、

児
童

生
徒

へ
の

指
導

方
法

の
工

夫
改

善
に

努
め

て
い

く
。

　
ま

た
、

体
験

活
動

の
さ

ら
な

る
充

実
や

、
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
す

る
た

め
に

、
S

D
G

ｓ
と

の
関

連
を

図
り

な
が

ら
、

児
童

・
生

徒
へ

の
指

導
内

容
の

工
夫

改
善

に
努

め
て

い
く

。

4
,2

3
6

3
,5

3
6

（
6

7
0

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

1
6

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
児

童
生

徒
の

豊
か

な
心

を
育

成
し

、
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
で

き
る

児
童

生
徒

を
育

む
た

め
、

道
徳

の
授

業
の

充
実

を
図

る
も

の
。

　
町

内
全

小
・

中
学

校
で

体
験

活
動

の
充

実
を

図
り

、
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
を

育
む

取
組

の
一

環
と

し
て

行
っ

て
い

る
花

い
っ

ぱ
い

運
動

を
は

じ
め

、
様

々
な

教
育

活
動

を
通

し
て

、
児

童
・

生
徒

の
豊

か
な

心
の

育
成

を
図

っ
た

。
　

人
権

教
育

推
進

委
員

会
を

開
催

し
、

町
立

小
・

中
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
の

推
進

に
つ

い
て

協
議

を
行

っ
た

。
　

管
理

職
研

修
や

初
任

者
研

修
等

、
人

権
教

育
に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
、

様
々

な
人

権
課

題
に

対
応

で
き

る
児

童
生

徒
の

育
成

に
向

け
た

、
指

導
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

学
校

だ
よ

り
に

人
権

週
間

に
合

わ
せ

て
各

校
が

校
長

を
中

心
と

し
た

取
り

組
み

な
ど

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

が
、

そ
れ

を
教

育
長

が
校

長
会

等
で

取
り

上
げ

て
お

話
し

す
る

こ
と

は
意

欲
付

け
に

な
っ

て
と

て
も

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

・
平

成
2

9
年

度
に

町
と

し
て

人
権

教
育

の
県

の
指

定
を

受
け

た
と

き
に

、
「

い
～

な
配

慮
」

を
ま

と
め

ま
し

た
。

そ
れ

は
教

員
の

基
礎

・
基

本
が

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
ら

れ
て

い
て

素
晴

ら
し

い
も

の
だ

と
思

っ
て

い
ま

し
た

が
、

今
も

生
か

さ
れ

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

・
担

当
課

が
主

導
し

、
小

・
中

学
校

の
道

徳
授

業
充

実
を

推
進

し
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
授

業
研

究
会

は
、

理
論

と
実

際
を

学
べ

る
場

と
し

て
重

要
な

事
業

と
考

え
ま

す
。

外
部

か
ら

の
指

導
者

招
聘

も
効

果
的

で
す

。
・

人
権

教
育

推
進

委
員

会
に

つ
い

て
も

述
べ

ら
れ

て
い

ま
す

。
特

に
、

「
S

D
G

ｓ
と

の
関

連
」

と
の

表
記

に
、

担
当

課
の

指
導

の
方

向
性

を
う

か
が

い
知

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

施
策

名
５

-
児

童
生

徒
の

健
康

の
保

持
・
増

進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

23
,5

46
2
1,

74
5

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

21
,7

45

一
般

財
源

・
学

校
保

健
安

全
法

等
に

定
め

ら
れ

た
児

童
生

徒
及

び
教

職
員

の
健

康
診

断
等

、
学

校
保

健
関

連
の

事
業

に
つ

い
て

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

と
綿

密
に

連
携

を
図

り
な

が
ら

適
切

に
実

施
し

、
健

康
増

進
を

図
っ

た
。

・
個

々
の

状
況

に
応

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
感

染
症

や
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

等
、

児
童

生
徒

の
健

康
状

態
に

つ
い

て
、

学
校

・
関

係
機

関
・
関

係
課

所
と

情
報

共
有

を
図

っ
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
近

年
の

社
会

環
境

や
生

活
環

境
の

急
激

な
変

化
に

よ
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
、

麻
し

ん
・
風

し
ん

な
ど

の
感

染
症

、
ぜ

ん
息

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

な
ど

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

、
生

活
習

慣
の

乱
れ

等
に

よ
る

心
身

の
不

調
な

ど
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
問

題
な

ど
が

見
ら

れ
、

子
ど

も
た

ち
の

心
身

の
健

康
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

る
。

ま
た

、
学

校
現

場
に

お
け

る
働

き
方

改
革

に
伴

い
、

教
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
の

推
進

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
学

校
保

健
の

最
近

の
課

題
と

し
て

、
体

の
面

に
お

い
て

は
、

発
育

・
発

達
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

生
活

習
慣

病
、

感
染

症
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

、
心

の
面

で
は

、
発

達
障

害
や

心
の

成
長

等
に

係
る

課
題

が
挙

げ
ら

れ
る

。
・
児

童
生

徒
の

心
身

の
健

康
状

態
の

変
化

に
つ

い
て

、
早

期
発

見
、

予
防

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
保

護
者

等
の

関
心

は
極

め
て

高
く
な

っ
て

い
る

。

・
本

施
策

で
あ

る
学

校
保

健
や

学
校

安
全

に
つ

い
て

は
、

日
常

的
に

問
題

が
な

い
こ

と
が

当
然

で
あ

り
、

子
ど

も
た

ち
の

生
活

の
場

で
あ

る
学

校
の

生
活

環
境

を
安

全
で

安
心

で
き

る
も

の
に

す
る

こ
と

が
全

て
の

学
校

教
育

活
動

の
基

盤
で

あ
り

、
不

可
欠

で
あ

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
学

校
現

場
に

お
け

る
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

に
つ

い
て

は
、

法
的

位
置

づ
け

や
予

算
か

ら
の

優
先

順
位

か
ら

網
羅

で
き

て
い

な
い

と
こ

ろ
が

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

・
社

会
環

境
や

生
活

環
境

の
急

激
な

変
化

は
、

感
染

症
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

心
身

の
不

調
な

ど
様

々
な

健
康

課
題

を
生

じ
さ

せ
、

子
ど

も
た

ち
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

る
。

引
き

続
き

、
地

域
の

医
療

機
関

、
児

童
生

徒
の

保
護

者
、

地
域

の
住

民
等

と
連

携
を

図
り

、
学

校
の

生
活

環
境

を
安

全
で

安
心

で
き

る
も

の
に

し
て

い
く
。

・
引

き
続

き
、

児
童

生
徒

及
び

教
職

員
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
り

、
学

校
に

お
け

る
教

育
活

動
が

安
全

な
環

境
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

よ
う

学
校

保
健

管
理

と
学

校
安

全
管

理
を

円
滑

に
実

施
し

、
学

校
の

生
活

環
境

を
安

全
で

安
心

で
き

る
も

の
に

す
る

。
・
近

年
、

本
町

教
職

員
が

心
身

と
も

に
疲

弊
し

、
病

休
者

が
増

加
傾

向
で

あ
る

こ
と

が
大

き
な

問
題

で
あ

り
、

教
職

員
一

人
一

人
の

健
康

状
態

の
確

認
、

改
善

が
必

要
で

あ
る

。
今

後
、

学
校

現
場

に
お

け
る

教
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
（
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
）
、

健
康

管
理

等
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
は

、
全

校
に

産
業

医
を

設
置

し
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

学
校

保
健

対
策

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
に

必
要

な
消

耗
品

を
購

入
し

、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を

充
実

、
徹

底
す

る
も

の
。

　 　
学

校
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

対
策

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

５
類

へ
移

行
し

た
こ

と
に

伴
い

、
今

後
は

本
事

業
を

縮
小

し
て

予
定

で
は

あ
る

が
、

時
期

に
よ

っ
て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

が
多

く
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

は
、

引
き

続
き

注
視

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

6
1

2

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
５

．
児

童
生

徒
の

健
康

の
保

持
・

増
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

こ
う

し
た

事
業

を
確

実
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
教

員
も

児
童

生
徒

も
安

心
し

て
教

育
活

動
・

学
校

生
活

を
送

れ
ま

す
の

で
、

予
算

の
各

種
調

整
な

ど
大

変
だ

と
思

い
ま

す
が

是
非

継
続

し
て

ほ
し

い
で

す
。

・
学

校
で

行
う

児
童

生
徒

の
健

診
は

各
種

あ
り

ま
す

が
、

適
切

に
実

施
さ

れ
、

治
療

勧
告

、
治

療
へ

と
接

続
さ

れ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
町

教
委

学
校

保
健

担
当

、
養

護
教

諭
と

保
健

主
事

の
尽

力
の

成
果

と
捉

え
て

い
ま

す
。

・
教

職
員

の
健

康
診

断
も

法
に

基
づ

き
実

施
さ

れ
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

も
言

及
さ

れ
て

い
ま

す
か

ら
、

労
働

安
全

衛
生

法
を

根
拠

に
履

行
く

だ
さ

い
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

よ
う

や
く

新
型

コ
ロ

ナ
の

重
症

化
は

緩
和

の
方

向
に

向
か

っ
て

き
た

と
思

い
ま

す
が

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
ん

だ
現

在
は

、
ま

た
こ

う
い

っ
た

こ
と

が
起

き
ら

な
い

と
も

限
ら

な
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

時
は

ま
た

迅
速

な
対

応
を

お
願

い
し

ま
す

。
・

事
業

と
し

て
対

策
し

て
い

た
だ

い
た

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
事

業
１

８
は

、
Ｒ

５
年

度
を

以
て

完
了

と
浅

慮
し

て
い

ま
す

。

4
3

7

2
1

,3
0

8

1
7

学
校

保
健

関
連

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
学

校
保

健
安

全
法

等
に

定
め

ら
れ

た
児

童
生

徒
の

健
康

診
断

、
各

種
検

査
、

教
職

員
健

康
診

断
、

検
診

器
具

管
理

等
、

学
校

保
健

関
係

の
事

業
を

適
切

に
実

施
す

る
も

の
。

　 　
児

童
生

徒
の

健
康

診
断

、
各

種
検

査
、

教
職

員
健

康
診

断
を

実
施

し
た

。
検

診
器

具
管

理
も

随
時

行
っ

た
。

近
年

、
本

町
教

職
員

が
心

身
と

も
に

疲
弊

し
、

病
休

者
が

増
加

傾
向

で
あ

る
こ

と
が

大
き

な
課

題
で

あ
り

、
教

職
員

一
人

一
人

の
健

康
状

態
の

確
認

、
改

善
が

必
要

で
あ

る
。

今
後

、
学

校
現

場
に

お
け

る
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

（
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
）

、
健

康
管

理
等

を
効

果
的

に
行

う
た

め
に

は
、

全
校

に
産

業
医

を
設

置
し

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
学

校
環

境
検

査
に

使
用

し
て

い
る

検
査

器
具

に
つ

い
て

、
経

年
の

劣
化

に
よ

り
更

新
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

2
2

,9
3

4

1
8
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

施
策

名
６

-
体

力
の

向
上

と
学

校
体

育
活

動
の

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（令
和

6
年

度
）

７
０

．
０

％

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

3,
7
28

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

63
,4

61
6
1,

63
6

４
５

．
８

％

３
５

．
２

％

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

57
,9

08

一
般

財
源

・
体

力
向

上
推

進
委

員
会

に
お

い
て

は
、

児
童

生
徒

の
体

力
に

つ
い

て
、

各
校

の
課

題
に

お
け

る
体

力
向

上
の

取
組

、
授

業
に

お
い

て
工

夫
し

た
取

組
等

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

い
、

体
力

維
持

に
向

け
た

指
導

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
・
運

動
好

き
の

児
童

生
徒

の
育

成
の

た
め

、
各

校
が

児
童

生
徒

の
実

態
に

応
じ

て
、

指
導

内
容

の
創

意
工

夫
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・
中

学
校

運
動

部
活

動
の

外
部

指
導

者
・
外

部
指

導
員

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
子

ど
も

た
ち

に
豊

か
な

経
験

を
さ

せ
、

体
力

の
向

上
や

健
康

の
増

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
生

徒
が

主
体

と
な

っ
た

部
活

動
運

営
を

導
く
こ

と
が

で
き

た
。

・
町

と
連

携
協

力
に

関
す

る
基

本
協

定
を

締
結

し
て

い
る

、
プ

ロ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

さ
い

た
ま

ブ
ロ

ン
コ

ス
の

選
手

が
中

学
校

で
技

術
指

導
を

行
っ

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
商

業
施

設
や

住
宅

な
ど

の
環

境
開

発
な

ど
、

暮
ら

し
や

生
活

環
境

が
便

利
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

運
動

す
る

機
会

が
減

少
し

た
。

・
少

子
化

や
放

課
後

の
習

い
事

の
多

様
化

に
よ

り
、

運
動

や
外

で
遊

ぶ
た

め
に

必
要

な
時

間
や

友
達

が
減

少
し

た
。

・
部

活
動

に
係

る
教

員
の

負
担

軽
減

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
知

・徳
・
体

の
調

和
を

図
り

、
確

か
な

学
力

と
思

い
や

り
の

心
、

そ
し

て
健

や
か

な
体

を
育

成
す

る
こ

と
が

、
期

待
さ

れ
て

い
る

。
・
学

校
の

休
み

時
間

や
、

家
庭

に
お

け
る

放
課

後
の

時
間

の
過

ご
し

方
の

多
様

化
に

よ
り

、
運

動
の

習
慣

作
り

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

・
小

学
校

で
は

、
限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

運
動

の
時

間
を

確
保

し
た

。
・
中

学
校

で
は

、
部

活
動

の
外

部
指

導
者

・部
活

動
指

導
員

を
活

用
し

、
部

活
動

を
適

切
に

行
い

、
体

力
向

上
や

健
康

増
進

を
今

後
と

も
継

続
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
学

校
で

の
休

み
時

間
や

、
家

庭
に

お
け

る
放

課
後

や
休

日
に

お
け

る
過

ご
し

方
の

多
様

化
に

よ
り

、
運

動
量

の
減

少
や

運
動

す
る

子
ど

も
と

そ
う

で
な

い
子

ど
も

の
二

極
化

が
見

受
け

ら
れ

る
。

・
体

力
向

上
の

た
め

に
、

日
頃

の
体

育
授

業
で

の
運

動
量

の
確

保
、

休
み

時
間

に
お

け
る

外
遊

び
の

奨
励

等
、

各
学

校
の

実
態

に
合

わ
せ

た
特

色
の

あ
る

取
組

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
専

門
的

知
識

や
技

術
を

指
導

す
る

外
部

指
導

者
・部

活
動

指
導

員
の

人
材

確
保

を
継

続
的

に
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

７
０

．
０

％

指
標

名

新
体

力
テ

ス
ト

の
県

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

項
目

の
割

合
（
小

学
生

）

新
体

力
テ

ス
ト

の
県

平
均

値
を

上
回

っ
て

い
る

項
目

の
割

合
（
中

学
生

）

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

３
５

．
４

％
２

８
．

１
％

(1
)

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
'実

施
な

し

(2
)

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
'実

施
な

し
３

５
．

２
％

５
０

．
０

％

・
中

学
校

の
部

活
動

の
地

域
移

行
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

理
解

・協
力

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
く
。

・
部

活
動

指
導

者
や

部
活

動
指

導
員

の
専

門
的

な
指

導
の

下
、

生
徒

自
身

が
、

自
主

的
に

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

部
活

動
を

実
践

す
る

。

・
体

育
の

授
業

に
お

い
て

は
、

学
習

規
律

を
確

立
さ

せ
、

力
い

っ
ぱ

い
運

動
し

、
思

い
っ

き
り

汗
を

か
く

楽
し

い
授

業
を

実
践

す
る

こ
と

で
、

運
動

好
き

の
子

供
を

育
成

す
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

校
内

に
お

け
る

組
織

的
、

計
画

的
な

研
修

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

校
外

の
研

修
会

、
講

習
会

等
に

積
極

的
に

参
加

し
、

そ
の

内
容

を
校

内
に

伝
達

す
る

こ
と

で
、

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

あ
わ

せ
て

、
体

育
の

授
業

時
間

の
み

な
ら

ず
、

休
み

時
間

等
を

活
用

し
た

、
さ

ら
な

る
体

力
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
・
学

校
の

働
き

方
改

革
も

考
慮

し
た

部
活

動
改

革
の

推
進

を
目

指
し

、
部

活
動

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
示

さ
れ

た
「
学

校
と

地
域

が
協

働
・
融

合
」
し

た
部

活
動

の
具

体
的

な
実

現
方

策
に

つ
い

て
、

関
係

課
と

調
整

し
、

進
め

て
い

く
。

・
令

和
６

年
度

に
行

う
「
部

活
動

地
域

連
携

・
地

域
移

行
化

実
証

事
業

」
を

生
涯

学
習

課
と

密
に

情
報

交
換

を
図

り
、

各
町

立
中

学
校

と
も

情
報

を
共

有
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

事
業

運
営

と
な

る
よ

う
連

携
し

て
事

業
を

進
め

る
。

・
中

学
校

の
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
部

を
対

象
に

、
さ

い
た

ま
ブ

ロ
ン

コ
ス

の
選

手
に

よ
る

技
術

指
導

を
行

う
。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
６

．
体

力
の

向
上

と
学

校
体

育
活

動
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

部
活

動
の

外
部

指
導

者
は

人
材

確
保

の
点

で
苦

労
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

た
だ

、
教

員
の

働
き

方
改

革
、

充
実

し
た

授
業

の
実

施
の

た
め

に
今

後
も

一
層

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
・

「
体

力
向

上
推

進
委

員
会

」
を

核
に

全
小

・
中

の
指

導
の

連
携

を
図

る
こ

と
は

効
果

的
と

考
え

ま
す

。
７

校
そ

れ
ぞ

れ
に

は
、

自
校

の
体

力
向

上
目

標
が

あ
り

ま
す

か
ら

、
そ

の
達

成
に

向
け

た
指

導
は

、
他

校
の

参
考

に
な

る
と

考
え

ま
す

。
・

中
学

校
の

部
活

動
に

つ
い

て
の

記
載

が
あ

り
ま

す
。

外
部

指
導

者
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

学
校

を
指

導
し

円
滑

な
運

用
に

尽
力

く
だ

さ
い

。

3
,5

3
6

（
1

0
0

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

評
価

・
課

題

1
9

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
中

学
校

部
活

動
の

外
部

指
導

者
・

部
活

動
指

導
員

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
子

供
た

ち
に

豊
か

な
経

験
を

さ
せ

た
り

、
体

力
の

向
上

や
健

康
の

増
進

を
図

る
も

の
。

　
体

力
向

上
の

た
め

の
小

学
校

連
合

体
育

大
会

開
催

に
向

け
て

の
会

議
に

参
加

し
、

支
援

・
助

言
等

を
行

っ
た

。
ま

た
、

体
力

向
上

推
進

委
員

会
を

設
置

し
「

体
力

」
達

成
目

標
の

向
上

を
行

っ
た

。

　
体

力
向

上
推

進
委

員
会

に
お

い
て

は
、

児
童

生
徒

の
体

力
に

つ
い

て
、

各
校

の
課

題
や

体
力

向
上

の
取

組
、

授
業

に
お

い
て

工
夫

し
た

取
組

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
い

、
体

力
維

持
に

向
け

た
指

導
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

た
。

　
中

学
校

の
部

活
動

外
部

指
導

者
・

部
活

動
指

導
員

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
子

供
た

ち
に

豊
か

な
経

験
を

さ
せ

、
体

力
の

向
上

や
健

康
の

増
進

を
図

っ
た

。
ま

た
、

生
徒

が
主

体
と

な
っ

た
部

活
動

運
営

を
導

く
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

部
活

動
の

地
域

連
携

や
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

へ
の

移
行

に
向

け
て

の
準

備
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

今
後

も
日

頃
の

体
育

の
授

業
時

に
お

け
る

運
動

量
の

確
保

、
休

み
時

間
に

お
け

る
外

遊
び

の
奨

励
等

、
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

へ
の

取
組

を
支

援
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

4
,2

3
6
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
学

校
と

地
域

が
連

携
し

て
、

子
ど

も
た

ち
が

ス
ポ

ー
ツ

や
文

化
に

触
れ

る
新

た
な

形
を

検
討

し
た

。

・
令

和
７

年
度

ま
で

を
活

動
環

境
整

備
期

間
と

し
、

実
証

事
業

を
行

い
活

動
環

境
の

整
備

を
進

め
て

い
く
。

・
令

和
８

年
度

か
ら

令
和

１
０

年
度

ま
で

を
目

途
に

実
証

事
業

を
行

い
な

が
ら

、
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

を
段

階
的

に
拡

大
し

、
定

着
を

図
っ

て
い

く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

基
盤

と
な

る
、

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
一

層
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

●
 い

じ
め

の
未

然
防

止
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
、

再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

を
一

層
推

進
し

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
見

守
り

、
問

題
行

動
の

防
止

に
き

め
細

か
に

対
応

を
す

る
た

め
に

は
、

教
職

員
だ

け
の

対
応

で
は

な
く
、

各
種

支
援

員
・
相

談
員

、
保

護
者

、
地

域
を

含
め

た
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

●
 今

後
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

引
き

続
き

人
権

教
育

の
充

実
推

進
に

取
組

み
ま

す
。

●
 子

ど
も

の
日

常
的

な
身

体
活

動
が

減
少

傾
向

に
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
小

・
中

学
校

に
お

い
て

体
力

向
上

の
た

め
の

運
動

の
習

慣
づ

く
り

に
取

組
み

ま
す

。
●

 児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
で

は
、

心
の

健
康

対
策

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
「伊

奈
町

立
中

学
校

の
部

活
動

地
域

移
行

検
討

委
員

会
」
を

設
置

し
、

２
回

会
議

を
開

催
し

た
。

・
検

討
委

員
会

に
先

立
ち

、
先

進
地

視
察

や
町

内
３

中
学

校
長

か
ら

の
情

報
収

集
、

２
回

の
準

備
会

を
行

っ
た

。
・
広

報
い

な
に

お
い

て
特

集
を

組
み

、
部

活
動

地
域

移
行

に
つ

い
て

周
知

を
図

っ
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
令

和
４

年
１

２
月

に
「
学

校
部

活
動

及
び

新
た

な
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
在

り
方

等
に

関
す

る
総

合
的

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」が

示
さ

れ
、

学
校

に
お

い
て

教
員

が
顧

問
を

務
め

て
い

る
学

校
部

活
動

に
つ

い
て

、
地

域
の

方
に

指
導

者
を

務
め

て
も

ら
う

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
へ

移
行

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
併

せ
て

、
ま

ず
は

休
日

に
お

け
る

取
り

組
み

、
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

て
段

階
的

に
移

行
し

て
い

く
方

針
が

示
さ

れ
た

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
生

徒
が

活
動

す
る

機
会

が
損

な
わ

れ
な

い
か

の
心

配
が

あ
る

一
方

、
学

校
に

お
け

る
教

員
の

勤
務

状
況

に
対

し
て

改
善

の
必

要
が

あ
る

と
の

理
解

が
進

ん
で

い
る

。

・
県

内
の

先
進

地
で

あ
る

白
岡

市
や

戸
田

市
、

隣
接

市
で

あ
る

上
尾

市
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

収
集

す
る

と
と

も
に

、
３

中
学

校
長

や
教

員
の

代
表

か
ら

学
校

現
場

の
意

見
を

聞
く
と

と
も

に
、

民
間

団
体

の
代

表
か

ら
も

意
見

を
聞

き
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
こ

れ
ま

で
教

員
が

担
っ

て
き

た
こ

と
を

地
域

で
行

う
た

め
、

指
導

者
の

確
保

や
指

導
者

へ
の

報
酬

と
し

て
予

算
の

確
保

が
必

要
と

な
る

。
・
指

導
者

へ
の

研
修

や
出

欠
管

理
な

ど
、

生
徒

の
専

門
的

な
知

識
や

ノ
ウ

ハ
ウ

が
必

要
と

な
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

2
7
1

5
6

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

5
6

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
６

-体
力

の
向

上
と

学
校

体
育

活
動

の
推

進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

を
育

む
た

め
に

必
要

な
環

境
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

３
節

_豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

2
0

地
域

部
活

動
検

討
推

進
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

 令
和

４
年

１
２

月
に

「
学

校
部

活
動

及
び

新
た

な
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
在

り
方

等
に

関
す

る
総

合
的

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

が
示

さ
れ

、
学

校
に

お
い

て
教

員
が

顧
問

と
務

め
て

い
る

学
校

部
活

動
に

つ
い

て
、

地
域

の
方

に
指

導
者

を
務

め
て

も
ら

う
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

へ
移

行
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

　
「

伊
奈

町
立

中
学

校
の

部
活

動
地

域
移

行
検

討
委

員
会

」
を

設
置

し
、

２
回

会
議

を
開

催
し

た
。

　
検

討
委

員
会

に
先

立
ち

、
先

進
地

視
察

や
町

内
３

中
学

校
長

か
ら

の
情

報
収

集
、

２
回

の
準

備
会

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
町

広
報

紙
に

お
い

て
特

集
を

組
み

、
部

活
動

地
域

移
行

に
つ

い
て

周
知

を
図

っ
た

。

　
県

内
の

先
進

地
で

あ
る

白
岡

市
や

戸
田

市
、

隣
接

市
で

あ
る

上
尾

市
の

状
況

に
つ

い
て

情
報

収
集

す
る

と
と

も
に

、
３

中
学

校
長

や
教

員
の

代
表

か
ら

学
校

現
場

の
意

見
を

聞
く

と
と

も
に

、
民

間
団

体
の

代
表

か
ら

も
意

見
を

聞
き

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
こ

れ
ま

で
教

員
が

担
っ

て
き

た
こ

と
を

地
域

で
行

う
た

め
、

指
導

者
の

確
保

や
指

導
者

へ
の

報
酬

と
し

て
予

算
の

確
保

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
、

指
導

者
へ

の
研

修
や

参
加

者
の

募
集

・
集

計
・

出
欠

管
理

な
ど

、
事

務
量

が
非

常
に

増
加

す
る

。

2
7

1
5

6

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

今
後

何
年

後
を

目
途

に
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

に
移

行
す

る
の

で
し

ょ
う

か
。

今
ま

で
何

十
年

も
学

校
が

担
っ

て
き

た
も

の
を

地
域

に
担

っ
て

い
た

だ
く

の
は

大
変

な
困

難
が

予
想

さ
れ

ま
す

が
、

教
員

が
本

務
に

精
励

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
で

き
る

だ
け

早
期

に
実

施
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
・

事
業

内
容

の
必

要
性

の
根

拠
・

理
由

が
明

確
に

記
さ

れ
て

い
ま

す
ね

。
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
、

本
町

の
組

織
、

活
動

が
あ

る
と

解
し

ま
し

た
。

「
行

政
評

価
表

」
に

は
、

令
和

１
０

年
度

ま
で

実
証

事
業

と
あ

り
ま

す
。

大
き

な
改

変
で

す
か

ら
、

「
部

活
動

地
域

移
行

」
検

討
会

が
主

体
と

な
っ

て
、

制
度

設
計

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

先
行

市
の

制
度

を
参

考
に

す
る

こ
と

も
よ

い
考

え
ま

す
。

・
予

算
措

置
に

つ
い

て
も

記
述

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

最
重

要
と

表
現

し
て

も
過

言
で

は
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
６

．
体

力
の

向
上

と
学

校
体

育
活

動
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

４
節

_質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

施
策

名
１

-
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
学

校
施

設
の

整
備

、
改

修
が

進
み

、
ま

た
、

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

が
一

層
進

み
、

児
童

生
徒

の
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

と
な

っ
て

い
ま

す
。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

2,
7
12

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

10
,7

75
1
0,

69
1

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

7,
9
79

一
般

財
源

・
ス

ク
ー

ル
・
サ

ポ
ー

ト
・ス

タ
ッ

フ
を

全
町

立
小

中
学

校
に

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
校

に
お

け
る

業
務

が
分

担
さ

れ
、

教
師

が
学

ぶ
時

間
を

確
保

し
、

自
ら

の
授

業
を

磨
く
こ

と
等

を
通

じ
て

、
学

校
教

育
活

動
の

充
実

を
図

る
こ

と
と

が
で

き
た

。
・
教

職
員

の
負

担
軽

減
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
令

和
３

年
度

に
導

入
を

行
っ

た
統

合
型

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

が
、

令
和

４
年

度
か

ら
本

格
運

用
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

デ
ー

タ
連

携
に

よ
る

業
務

時
間

の
短

縮
、

正
確

な
集

計
作

業
、

全
職

員
で

の
児

童
生

徒
情

報
の

共
有

、
各

種
資

料
の

共
有

な
ど

、
効

率
的

な
校

務
処

理
が

実
現

し
、

業
務

時
間

の
削

減
に

つ
な

が
り

教
育

活
動

の
質

の
向

上
が

図
れ

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
在

校
等

時
間

の
超

過
勤

務
の

削
減

、
教

職
員

の
働

き
方

に
関

す
る

意
識

の
向

上
、

部
活

動
の

適
切

な
運

営
な

ど
、

持
続

可
能

な
学

校
教

育
の

改
善

・充
実

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
学

校
を

取
り

巻
く
環

境
が

複
雑

化
・多

様
化

し
、

学
校

に
求

め
ら

れ
る

役
割

が
拡

大
す

る
中

、
学

習
指

導
要

領
に

よ
る

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

視
点

に
立

っ
た

授
業

改
善

や
「Ｇ

ＩＧ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

」
の

実
現

に
向

け
た

教
育

実
践

な
ど

学
校

教
育

の
更

な
る

充
実

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
ス

ク
ー

ル
・
サ

ポ
ー

ト
・ス

タ
ッ

フ
の

配
置

に
よ

り
、

子
ど

も
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
し

、
「
学

習
指

導
」
「生

徒
指

導
」
「自

己
研

鑽
」
な

ど
質

の
高

い
授

業
づ

く
り

を
は

じ
め

、
教

育
活

動
の

充
実

に
つ

な
が

っ
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
ス

ク
ー

ル
・
サ

ポ
ー

ト
・ス

タ
ッ

フ
の

重
要

性
が

認
識

さ
れ

、
様

々
な

場
面

で
活

用
が

進
ん

で
は

い
る

が
、

在
校

等
時

間
等

は
未

だ
に

、
県

の
目

標
に

は
達

し
て

い
な

い
。

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・ス

タ
ッ

フ
の

勤
務

日
数

や
時

間
に

限
り

が
あ

る
た

め
、

業
務

が
途

中
で

終
わ

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。
教

育
活

動
の

一
層

の
充

実
の

た
め

に
は

、
日

数
や

時
間

の
増

加
が

必
要

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
運

営
の

改
善

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
運

営
協

議
会

設
置

を
促

進
す

る
条

件
整

備
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 子
ど

も
た

ち
自

身
が

身
の

回
り

の
危

険
に

気
づ

き
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

安
全

教
育

に
取

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

協
力

を
得

つ
つ

、
地

域
ぐ

る
み

で
の

安
全

対
策

に
取

組
み

ま
す

。
●

 学
校

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
改

修
・
修

繕
に

は
多

大
な

費
用

が
か

か
る

た
め

、
計

画
的

に
老

朽
化

対
策

を
進

め
ま

す
。

●
 今

後
必

要
性

が
高

ま
る

IC
T
教

育
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
を

充
実

す
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

●
 学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・
修

繕
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

半
数

以
上

の
設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

・
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
の

更
新

に
あ

た
っ

て
は

、
小

学
生

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

供
給

量
へ

の
適

切
な

対
応

を
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

給
食

の
地

場
産

物
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
な

調
達

が
必

要
で

あ
り

、
J
A

や
ア

グ
リ

推
進

課
と

さ
ら

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

・
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

組
織

体
制

を
目

指
す

た
め

、
「
学

校
に

お
け

る
教

職
員

の
働

き
方

改
革

」を
さ

ら
に

推
進

し
、

教
員

が
本

来
の

業
務

に
専

念
で

き
る

よ
う

、
教

職
員

の
多

忙
化

解
消

・
負

担
軽

減
を

進
め

、
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
。

・
ス

ク
ー

ル
・
サ

ポ
ー

ト
・
ス

タ
ッ

フ
事

業
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

継
続

し
て

行
い

、
教

員
が

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
し

て
、

教
育

の
質

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

そ
の

た
め

に
時

間
増

を
行

う
。

・
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

、
業

者
と

と
も

に
教

職
員

が
活

用
し

や
す

い
環

境
作

り
や

、
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

評
価

・
課

題

　
こ

れ
ま

で
の

成
果

と
課

題
を

踏
ま

え
、

意
識

改
革

、
業

務
改

善
、

業
務

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（
S

S
S

）
の

活
用

等
で

、
教

員
が

子
供

と
向

き
合

う
時

間
を

増
大

さ
せ

、
指

導
の

充
実

に
結

び
付

け
、

学
校

の
教

育
力

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

か
の

検
証

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
各

町
立

小
・

中
学

校
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
と

地
域

学
校

協
働

活
動

の
一

体
的

推
進

が
図

ら
れ

た
こ

と
で

、
地

域
住

民
や

保
護

者
と

の
連

携
が

深
ま

り
、

結
果

と
し

て
業

務
改

善
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

　
各

デ
ー

タ
の

分
析

か
ら

は
、

在
校

等
時

間
の

超
過

勤
務

が
月

４
５

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

は
減

少
し

て
い

る
。

　
年

次
休

暇
取

得
日

数
に

つ
い

て
は

、
年

次
休

暇
を

取
得

し
や

す
い

環
境

が
整

い
昨

年
度

よ
り

0
.5

日
増

加
し

た
。

　
一

方
で

、
在

校
等

時
間

の
超

過
勤

務
が

年
3

6
0

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
5

9
.5

％
と

昨
年

度
よ

り
5

.8
%

低
く

は
な

っ
て

い
る

が
、

未
だ

高
水

準
で

あ
る

た
め

、
今

後
も

、
各

校
で

継
続

し
て

業
務

改
善

に
取

り
組

む
た

め
の

体
制

整
備

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

な
し

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
1

．
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善
　

 ①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

2
1

学
校

現
場

に
お

け
る

業
務

改
善

加
速

事
業

【
学

校
教

育
課

】
な

し

　
教

職
員

の
業

務
改

善
に

係
る

意
識

改
革

の
た

め
に

、
平

成
２

９
年

度
か

ら
令

和
元

年
度

ま
で

取
り

組
ん

だ
民

間
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら
学

ん
だ

手
法

で
、

仕
事

の
や

り
方

を
変

え
る

も
の

。
　

意
識

改
革

を
進

め
る

た
め

の
カ

エ
ル

会
議

を
全

校
で

行
っ

た
。

現
場

の
実

態
に

即
し

た
業

務
改

善
を

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

（
働

き
方

改
革

４
つ

の
ス

テ
ッ

プ
）

に
よ

り
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

、
教

職
員

の
達

成
感

の
積

み
重

ね
が

図
ら

れ
継

続
し

た
業

務
改

善
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

各
町

立
小

・
中

学
校

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

と
地

域
学

校
協

働
活

動
の

一
体

的
推

進
が

図
ら

れ
、

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

づ
く

り
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
さ

ら
に

、
勤

務
時

間
、

県
の

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

分
析

を
行

っ
た

。
　

令
和

5
年

度
の

在
校

等
時

間
の

超
過

勤
務

が
月

４
５

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
3

1
.8

％
、

年
３

６
０

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
5

9
.5

%
と

な
っ

た
。

ま
た

、
令

和
5

年
度

の
年

次
休

暇
取

得
日

数
が

平
均

で
1

7
.3

日
と

な
っ

た
。

　
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
た

め
、

今
後

も
教

職
員

が
本

来
の

業
務

に
専

念
で

き
る

よ
う

「
伊

奈
町

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
基

本
方

針
」

に
基

づ
き

、
教

職
員

の
在

校
時

間
の
長

時
間

化
を

解
消

し
、

授
業

や
授

業
準

備
等

に
集

中
し

た
り

、
子

供
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
し

た
り

す
る

こ
と

で
教

育
の

質
を

高
め

る
環

境
の

構
築

を
継

続
し

て
推

進
し

て
い

く
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

教
職

員
の

心
身

の
健

康
の

た
め

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

・
諸

外
国

は
時

間
外

勤
務

が
多

い
職

員
は

能
力

が
低

い
と

み
な

さ
れ

、
そ

の
管

理
職

は
管

理
能

力
が

な
い

と
み

な
さ

れ
る

そ
う

で
す

。
教

員
の

代
わ

り
は

い
ま

す
が

、
親

あ
る

い
は

妻
・

夫
の

代
わ

り
は

い
な

い
こ

と
を

十
分

に
認

識
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

い
ま

す
。

・
業

務
改

善
の

た
め

に
、

担
当

課
が

主
導

し
、

実
態

把
握

と
改

善
策

に
手

を
尽

く
し

て
い

る
こ

と
が

よ
く

分
か

り
ま

す
。

釈
迦

に
説

法
と

承
知

の
上

で
で

す
が

、
勤

務
時

間
は

、
管

理
職

の
協

力
の

上
、

正
確

な
調

査
に

尽
力

く
だ

さ
い

。
「

伊
奈

町
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

基
本

方
針

に
基

づ
き

」
と

、
明

言
し

て
お

り
ま

す
。

具
体

化
す

る
関

連
事

業
は

、
２

２
、

２
３

で
し

ょ
う

か
。

・
Ｒ

５
年

度
現

在
、

在
校

時
間

の
減

少
が

進
ん

で
い

る
よ

う
で

す
か

ら
、

教
職

員
の

意
識

に
も

効
果

を
及

ぼ
し

た
と

も
考

え
が

及
び

ま
し

た
。

・
保

護
者

の
理

解
も

必
須

と
考

え
て

お
り

ま
し

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

活
動

の
一

環
と

す
る

こ
と

は
、

効
果

的
と

捉
え

ま
し

た
。
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【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

役
割

分
担

を
明

確
に

し
て

Ｓ
Ｓ

Ｓ
の

活
用

が
図

ら
れ

た
よ

う
に

感
じ

ま
し

た
。

・
教

材
研

究
の

時
間

増
、

児
童

生
徒

と
触

れ
合

う
時

間
増

が
図

ら
れ

た
と

あ
り

ま
す

か
ら

、
７

名
の

ス
ク

ー
ル

サ
ポ

ー
ト

配
置

事
業

は
、

所
期

の
目

的
を

達
成

し
て

い
ま

す
ね

。
役

割
分

担
と

の
文

言
も

あ
り

ま
す

。
教

職
員

の
業

務
の

一
翼

を
担

う
意

義
も

勘
案

し
な

が
ら

、
調

整
す

る
と

よ
い

と
捉

え
て

い
ま

す
。

2
2

　
全

町
立

小
・

中
学

校
に

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
す

る
こ

と
で

、
教

員
の

業
務

支
援

を
図

る
も

の
。

　 　
教

員
が

一
層

児
童

生
徒

へ
の

指
導

や
教

材
研

究
に

注
力

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

学
校

で
業

務
改

善
を

推
進

し
て

行
く

中
で

業
務

内
容

が
精

選
さ

れ
、

役
割

分
担

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
て

き
て

い
る

。
今

後
も

、
ス

ク
ー

ル
・

サ
ポ

ー
ト

・
ス

タ
ッ

フ
を

効
果

的
に

活
用

し
て

い
く

た
め

、
役

割
分

担
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
業

務
負

担
軽

減
に

つ
な

げ
、

教
育

の
質

の
維

持
・

向
上

を
推

進
し

て
い

く
。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
1

．
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善
　

 ②

4
,9

0
0

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

配
置

事
業 【

学
校

教
育

課
】

　
全

町
立

小
・

中
学

校
に

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し

、
教

職
員

の
業

務
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
教

職
員

の
業

務
内

容
を

明
確

に
し

、
さ

ら
な

る
有

効
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

今
後

も
ス

ク
ー

ル
・

サ
ポ

ー
ト

・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

を
継

続
で

き
る

よ
う

予
算

を
確

保
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

4
,9

8
4

2
3

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
運

営
事

業

【
学

校
教

育
課

】

教
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

令
和

３
年

度
に

導
入

を
行

っ
た

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
が

、
令

和
４

年
度

か
ら

本
格

運
用

さ
れ

、
令

和
５

年
度

は
、

さ
ら

に
デ

ー
タ

連
携

に
よ

る
業

務
時

間
の

短
縮

、
正

確
な

集
計

作
業

、
全

職
員

で
の

児
童

生
徒

情
報

の
共

有
、

各
種

資
料

の
共

有
な

ど
、

効
率

的
な

校
務

処
理

が
実

現
し

、
業

務
時

間
の

削
減

に
つ

な
が

り
教

育
活

動
の

質
の

向
上

が
図

れ
た

。

令
和

５
年

度
は

、
業

者
と

教
育

委
員

会
が

連
携

し
、

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
を

教
職

員
が

活
用

し
や

す
い

環
境

作
り

や
、

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
き

た
。

今
後

も
連

携
し

て
い

き
た

い
。

5
,7

9
1

5
,7

9
1

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

総
合

型
公

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

管
理

運
営

を
す

る
の

は
大

変
だ

と
思

い
ま

す
が

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
が

十
分

に
活

用
さ

れ
、

教
員

の
業

務
時

間
の

削
減

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
デ

ー
タ

連
携

の
効

果
と

し
て

、
時

間
の

短
縮

、
正

確
な

集
計

作
業

、
児

童
生

徒
情

報
の

共
有

、
各

種
資

料
の

共
有

、
等

が
列

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

教
職

員
の

「
業

務
の

削
減

」
に

つ
い

て
は

、
担

当
課

と
し

て
取

り
組

み
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

・
デ

ー
タ

管
理

は
、

事
故

防
止

の
視

点
か

ら
も

重
要

で
す

か
ら

、
適

正
な

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
今

後
の

児
童

生
徒

数
は

減
少

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
学

校
施

設
・
設

備
等

の
老

朽
化

対
策

は
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

バ
ラ

ン
ス

を
と

り
な

が
ら

事
業

を
進

め
る

。

・
学

校
は

児
童

生
徒

が
一

日
の

大
半

を
過

ご
す

学
習

の
場

、
生

活
の

場
で

あ
り

、
併

せ
て

町
民

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
や

災
害

時
の

避
難

所
と

し
て

の
機

能
も

有
し

て
い

る
。

ま
た

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

拠
点

と
し

て
も

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
、

学
校

現
場

の
声

に
寄

り
添

い
な

が
ら

、
児

童
生

徒
が

安
心

し
て

学
習

・
生

活
で

き
る

環
境

整
備

を
図

っ
て

い
く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
運

営
の

改
善

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
運

営
協

議
会

設
置

を
促

進
す

る
条

件
整

備
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 子
ど

も
た

ち
自

身
が

身
の

回
り

の
危

険
に

気
づ

き
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

安
全

教
育

に
取

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

協
力

を
得

つ
つ

、
地

域
ぐ

る
み

で
の

安
全

対
策

に
取

組
み

ま
す

。
●

 学
校

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
改

修
・
修

繕
に

は
多

大
な

費
用

が
か

か
る

た
め

、
計

画
的

に
老

朽
化

対
策

を
進

め
ま

す
。

●
 今

後
必

要
性

が
高

ま
る

IC
T
教

育
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
を

充
実

す
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

●
 学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・修

繕
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

半
数

以
上

の
設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

・
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
の

更
新

に
あ

た
っ

て
は

、
小

学
生

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

供
給

量
へ

の
適

切
な

対
応

を
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

給
食

の
地

場
産

物
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
な

調
達

が
必

要
で

あ
り

、
J
A

や
ア

グ
リ

推
進

課
と

さ
ら

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・町
立

小
中

学
校

の
学

校
運

営
や

施
設

環
境

整
備

に
つ

い
て

は
、

学
校

現
場

と
の

連
携

を
緊

密
に

し
、

各
学

校
の

施
設

の
状

況
や

緊
急

性
を

考
慮

し
た

対
応

に
努

め
た

こ
と

で
、

適
切

な
教

育
環

境
の

確
保

に
貢

献
し

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
学

校
施

設
の

老
朽

化
や

近
年

の
異

常
気

象
に

対
し

て
、

教
職

員
自

ら
簡

易
的

な
補

修
や

工
夫

を
行

う
な

ど
、

教
育

活
動

へ
の

負
担

や
維

持
管

理
費

等
は

年
々

増
加

傾
向

に
あ

る
。

ま
た

、
教

育
指

導
内

容
の

変
更

や
IC

T
教

育
の

推
進

、
少

人
数

学
級

制
度

等
へ

の
対

応
も

今
後

も
必

要
と

な
っ

て
く
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
学

校
は

児
童

生
徒

が
一

日
の

大
半

を
過

ご
す

学
習

の
場

、
生

活
の

場
で

あ
り

、
安

心
安

全
な

教
育

施
設

・
環

境
の

充
実

が
望

ま
れ

て
い

る
。

児
童

生
徒

を
災

害
や

事
故

等
か

ら
未

然
に

守
る

た
め

の
対

策
が

必
要

と
さ

れ
る

。

・
消

耗
品

の
購

入
や

学
校

施
設

の
管

理
、

設
備

の
点

検
等

、
各

校
と

も
計

画
的

に
予

算
執

行
し

た
こ

と
で

支
障

な
く
学

校
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
各

校
の

学
校

運
営

を
円

滑
に

行
う

に
は

、
施

設
や

設
備

が
老

朽
化

し
て

お
り

、
さ

ら
に

年
々

施
設

等
の

傷
み

も
激

し
く
な

っ
て

お
り

、
早

期
改

修
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
近

年
の

光
熱

水
費

や
燃

料
費

、
物

価
、

人
件

費
等

の
高

騰
も

考
慮

し
た

予
算

編
成

や
事

業
計

画
が

必
要

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

1
4
4
,4

4
8

1
1
6
,6

4
1

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1
1
6
,6

4
1

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（
事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
１

-
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
学

校
施

設
の

整
備

、
改

修
が

進
み

、
ま

た
、

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

が
一

層
進

み
、

児
童

生
徒

の
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

と
な

っ
て

い
ま

す
。 目

標
（令

和
6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

教
育

総
務

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完
了
し
た
。
見
直
し
や
改

善
を

行
い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗
率
7
1～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し
、
改
善
等
の
検
討
余
地

が
あ

る
。
（

進
捗

率
3
1
～
7
0
％
）

施
策

を
検

討
し
た
が
効
果
が
上
が
ら
な

い
。

遅
れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（
進
捗
率

0
～
3
0
％
）

節
名

第
４

節
_質

の
高

い
学

校
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
環

境
の

充
実
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

5
9

,0
2

6

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

小
学

校
運

営
事

業
（

小
室

小
、

小
針

小
、

南
小

、
小

針
北

小
）

【
教

育
総

務
課

】

2
4

学
校

規
模

な
ど

異
な

る
町

立
中

学
校

に
お

い
て

、
教

育
の

均
等

化
を

考
慮

し
た

予
算

配
分

を
行

う
と

と
も

に
、

学
校

行
事

・
授

業
を

主
と

す
る

学
校

運
営

が
円

滑
に

行
え

る
よ

う
調

整
し

た
。

ま
た

、
各

中
学

校
に

あ
る

複
合

機
を

一
括

更
新

し
た

こ
と

で
、

質
の

高
い

教
育

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
。

・
教

頭
は

口
を

開
け

ば
「

節
約

」
し

か
言

わ
な

い
、

と
言

わ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
が

、
無

尽
蔵

に
予

算
が

あ
る

わ
け

で
は

な
い

こ
と

は
わ

か
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

あ
ま

り
節

約
ば

か
り

を
言

わ
な

い
で

済
む

よ
う

に
配

慮
し

て
い

た
だ

く
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

・
決

算
額

を
見

る
と

1
7

0
0

万
も

余
分

が
あ

る
の

で
、

も
っ

た
い

な
い

な
と

思
い

ま
す

。
4

校
で

割
る

と
1

校
4

0
0

万
も

使
え

る
と

し
た

ら
、

な
に

か
備

品
が

揃
え

ら
れ

そ
う

で
す

。
・

学
校

は
生

活
す

る
場

で
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
電

気
や

水
の

使
用

は
不

可
欠

で
す

。
時

に
、

避
難

所
と

も
な

り
ま

す
か

ら
。

十
全

な
環

境
を

維
持

す
る

た
め

の
予

算
措

置
と

正
確

な
執

行
を

理
解

し
ま

し
た

。
・

４
名

の
人

的
予

算
（

町
費

学
校

事
務

員
）

も
本

事
業

で
あ

る
と

分
か

り
ま

し
た

。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善
　

③

評
価

・
課

題
事

業
名

各
小

学
校

に
お

い
て

、
必

要
な

経
費

で
あ

る
会

計
年

度
任

用
職

員
(学

校
事

務
)の

報
酬

、
文

具
、

消
耗

品
、

光
熱

水
費

等
を

支
出

し
良

好
に

学
校

運
営

を
行

っ
た

。
ま

た
、

各
小

学
校

に
あ

る
複

合
機

を
一

括
更

新
し

た
。

8
5

,4
2

2
6

8
,2

9
8

中
学

校
運

営
事

業
（

伊
奈

中
、

小
針

中
、

南
中

）

【
教

育
総

務
課

】

学
校

規
模

な
ど

異
な

る
町

立
小

学
校

に
お

い
て

、
教

育
の

均
等

化
を

考
慮

し
た

予
算

配
分

を
行

う
と

と
も

に
、

学
校

行
事

・
授

業
を

主
と

す
る

学
校

運
営

が
円

滑
に

行
え

る
よ

う
調

整
し

た
。

ま
た

、
各

小
学

校
に

あ
る

複
合

機
を

一
括

更
新

し
た

こ
と

で
、

質
の

高
い

教
育

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

中
学

校
費

も
1

0
0

0
万

以
上

の
余

分
が

あ
る

の
で

す
が

、
毎

年
こ

の
よ

う
な

額
が

余
る

の
で

し
ょ

う
か

。
・

学
校

は
生

活
す

る
場

で
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
電

気
や

水
の

使
用

は
不

可
欠

で
す

。
時

に
、

避
難

所
と

も
な

り
ま

す
か

ら
。

十
全

な
環

境
を

維
持

す
る

た
め

の
予

算
措

置
と

正
確

な
執

行
を

理
解

し
ま

し
た

。
・

３
名

の
人

的
予

算
（

町
費

学
校

事
務

員
）

も
本

事
業

で
あ

る
と

分
か

り
ま

し
た

。

各
中

学
校

に
お

い
て

、
必

要
な

経
費

で
あ

る
会

計
年

度
任

用
職

員
(学

校
事

務
)の

報
酬

、
文

具
、

消
耗

品
、

光
熱

水
費

等
を

支
出

し
良

好
に

学
校

運
営

を
行

っ
た

。
ま

た
、

各
中

学
校

に
あ

る
複

合
機

を
一

括
更

新
し

た
。

2
5

4
8

,3
4

3
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

４
節

_質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

施
策

名
２

-
子

ど
も

た
ち

の
安

心
・
安

全
の

確
保

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
学

校
施

設
の

整
備

、
改

修
が

進
み

、
ま

た
、

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

が
一

層
進

み
、

児
童

生
徒

の
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

と
な

っ
て

い
ま

す
。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

5
8

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

8
27

66
6

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

6
08

一
般

財
源

・
避

難
訓

練
等

を
含

め
た

防
災

教
育

や
、

交
通

安
全

教
室

等
を

行
い

、
安

心
・
安

全
な

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

ー
(地

域
学

校
安

全
指

導
員

)や
学

校
応

援
団

等
、

地
域

の
協

力
に

よ
る

登
下

校
時

の
見

守
り

活
動

、
「
こ

ど
も

１
１

０
番

の
家

」
に

よ
る

緊
急

避
難

所
の

確
保

等
、

子
ど

も
た

ち
の

安
心

・
安

全
対

策
に

取
り

組
ん

だ
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
登

下
校

時
を

含
め

た
子

ど
も

た
ち

を
と

り
ま

く
環

境
は

、
交

通
量

の
増

加
や

不
審

者
等

、
様

々
な

場
面

で
の

安
全

確
保

の
た

め
の

見
守

り
が

必
要

で
あ

り
、

地
域

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
・
保

護
者

の
十

分
な

協
力

が
得

ら
れ

な
い

状
況

も
あ

り
、

地
域

で
見

守
る

必
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
登

下
校

時
を

含
め

た
子

ど
も

た
ち

を
と

り
ま

く
環

境
は

、
不

審
者

等
も

多
く
、

地
域

の
見

守
り

活
動

等
、

安
全

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
・
子

ど
も

た
ち

は
地

域
の

宝
で

あ
り

、
地

域
住

民
の

安
全

へ
の

意
識

も
高

い
。

・
日

常
の

様
々

な
危

険
に

気
付

き
、

安
全

な
行

動
が

で
き

る
よ

う
な

実
践

的
な

態
度

・
能

力
を

育
む

た
め

、
子

ど
も

た
ち

が
安

全
に

つ
い

て
の

知
識

・
技

能
を

習
得

す
る

こ
と

は
必

要
で

あ
る

。
・
地

域
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

子
ど

も
た

ち
の

安
全

確
保

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
子

ど
も

た
ち

自
身

の
安

全
意

識
を

高
め

る
必

要
が

あ
る

。
・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

ー
や

学
校

応
援

団
等

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

協
力

が
さ

ら
に

必
要

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
運

営
の

改
善

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
運

営
協

議
会

設
置

を
促

進
す

る
条

件
整

備
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 子
ど

も
た

ち
自

身
が

身
の

回
り

の
危

険
に

気
づ

き
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

安
全

教
育

に
取

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

協
力

を
得

つ
つ

、
地

域
ぐ

る
み

で
の

安
全

対
策

に
取

組
み

ま
す

。
●

 学
校

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
改

修
・
修

繕
に

は
多

大
な

費
用

が
か

か
る

た
め

、
計

画
的

に
老

朽
化

対
策

を
進

め
ま

す
。

●
 今

後
必

要
性

が
高

ま
る

IC
T
教

育
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
を

充
実

す
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

●
 学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・
修

繕
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

半
数

以
上

の
設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

・
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
の

更
新

に
あ

た
っ

て
は

、
小

学
生

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

供
給

量
へ

の
適

切
な

対
応

を
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

給
食

の
地

場
産

物
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
な

調
達

が
必

要
で

あ
り

、
J
A

や
ア

グ
リ

推
進

課
と

さ
ら

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

・
安

心
・
安

全
に

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

安
全

教
育

を
推

進
し

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

協
働

で
、

子
ど

も
た

ち
の

安
全

対
策

に
努

め
て

い
る

。

・
各

学
校

の
安

全
教

育
で

は
、

形
式

的
な

も
の

に
と

ど
ま

ら
ず

、
子

ど
も

た
ち

自
身

の
安

全
意

識
を

高
め

て
い

く
指

導
を

大
切

に
し

て
い

く
。

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

を
充

実
さ

せ
、

地
域

の
声

に
も

耳
を

傾
け

な
が

ら
、

協
力

し
て

子
ど

も
た

ち
の

安
全

を
守

っ
て

い
け

る
よ

う
に

す
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
ス

ク
ー

ル
・

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
や

学
校

応
援

団
等

、
地

域
の

協
力

に
よ

る
登

下
校

時
の

見
守

り
活

動
、

「
こ

ど
も

１
１

０
番

の
家

」
に

よ
る

緊
急

避
難

所
の

確
保

等
、

子
供

た
ち

の
安

心
・

安
全

対
策

を
図

る
も

の
。

　
年

間
を

通
し

て
、

避
難

訓
練

等
を

含
め

た
防

災
教

育
や

、
交

通
安

全
教

室
等

を
開

催
し

た
。

　
通

学
路

に
つ

い
て

は
、

関
係

各
課

・
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
安

全
確

保
や

環
境

整
備

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

学
校

に
お

い
て

は
、

学
校

運
営

協
議

会
の

議
題

と
し

て
取

り
上

げ
る

な
ど

、
家

庭
・

地
域

と
連

携
し

て
安

全
対

策
を

推
進

し
て

い
る

。

　
令

和
5

年
度

の
登

下
校

時
の

事
故

件
数

は
0

件
で

あ
っ

た
。

放
課

後
や

長
期

休
業

中
の

事
故

は
４

件
で

あ
っ

た
。

　
日

常
の

様
々

な
危

険
に

気
付

き
、

安
全

な
行

動
が

で
き

る
よ

う
な

実
践

的
な

態
度

・
能

力
を

育
む

た
め

、
子

供
た

ち
が

安
全

に
つ

い
て

の
知

識
・

技
能

を
習

得
す

る
こ

と
に

努
め

た
。

引
き

続
き

、
交

通
事

故
０

件
に

な
る

よ
う

交
通

安
全

の
指

導
を

徹
底

し
て

い
く

。
。

　
学

校
の

み
な

ら
ず

、
地

域
と

連
携

し
て

子
供

た
ち

の
安

全
確

保
を

図
っ

た
。

8
2

7
6

6
6

（
9

6
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

2
6

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
推

進
事

業

【
学

校
教

育
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

伊
奈

町
は

登
下

校
時

の
事

故
が

な
か

っ
た

と
思

う
が

、
何

よ
り

だ
っ

た
と

思
う

。
多

く
の

方
が

子
供

の
安

全
に

か
か

わ
っ

て
い

る
の

で
、

と
て

も
あ

り
が

た
い

と
思

う
。

・
別

の
と

こ
ろ

で
も

記
述

し
ま

し
た

が
、

小
学

3
年

生
の

事
故

が
あ

っ
た

ば
か

り
で

す
。

ま
た

、
私

の
経

験
で

、
勤

務
す

る
学

校
の

小
学

1
年

生
が

放
課

後
に

一
人

で
自

転
車

に
乗

り
、

坂
道

を
下

り
て

行
っ

た
と

こ
ろ

に
ち

ょ
う

ど
お

ば
あ

さ
ん

が
通

り
か

か
り

衝
突

し
て

し
ま

い
、

そ
の

影
響

で
お

ば
あ

さ
ん

は
寝

た
き

り
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

痛
ま

し
い

事
故

が
な

い
よ

う
に

と
に

か
く

子
供

の
指

導
と

保
護

者
の

啓
発

に
尽

力
し

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

・
登

下
校

中
の

事
故

０
件

は
、

ス
ク

ー
ル

・
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
そ

し
て

、
学

校
の

安
全

指
導

の
成

果
で

す
。

児
童

生
徒

は
、

生
活

者
と

し
て

地
域

で
移

動
・

活
動

し
ま

す
。

隣
接

市
で

は
小

３
死

亡
の

交
通

事
故

の
発

生
、

事
故

防
止

に
注

力
し

た
行

動
を

願
わ

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
。

学
校

で
の

交
通

安
全

教
室

開
催

は
、

継
続

く
だ

さ
い

。
・

「
日

常
の

様
々

な
危

険
に

気
付

き
、

安
全

な
行

動
」

「
安

全
に

つ
い

て
の

知
識

・
技

能
を

習
得

」
と

あ
り

ま
す

の
で

、
す

ば
ら

し
い

着
眼

点
と

考
え

ま
す

。
・

Ｐ
Ｔ

Ａ
主

体
の

点
検

も
定

期
に

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
通

学
路

は
町

の
生

活
道

路
で

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

庁
内

関
係

課
と

の
連

携
で

整
備

を
継

続
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
子

供
た

ち
の

安
心

・
安

全
の

確
保

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

58



Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
安

心
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

を
目

指
す

た
め

に
、

校
舎

及
び

体
育

館
の

修
繕

等
を

適
切

に
進

め
、

長
寿

命
化

を
図

る
こ

と
で

、
将

来
的

な
財

政
負

担
の

軽
減

に
も

貢
献

し
て

い
る

。

・
施

設
や

設
備

の
改

修
を

進
め

る
に

あ
た

り
、

そ
の

劣
化

度
や

危
険

度
等

を
考

慮
し

な
が

ら
、

優
先

順
位

を
付

け
対

策
を

講
じ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
引

き
続

き
老

朽
化

が
進

ん
だ

施
設

の
防

水
改

修
や

設
備

の
更

新
、

校
舎

照
明

等
の

L
E
D

化
、

体
育

館
へ

の
空

調
設

備
設

置
に

向
け

た
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

検
討

し
て

い
く
。

・
C

B
T
化

へ
の

対
応

や
児

童
生

徒
が

ス
ト

レ
ス

な
く
IC

T
を

利
活

用
す

る
こ

と
の

で
き

る
通

信
環

境
の

確
保

や
整

備
等

、
学

校
IC

T
環

境
の

充
実

に
努

め
て

い
く
。

ま
た

、
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

構
想

の
始

動
に

よ
り

令
和

3
年

度
に

整
備

し
た

児
童

生
徒

1
人

1台
端

末
の

更
新

が
控

え
て

お
り

、
町

と
し

て
の

ＩＣ
Ｔ

教
育

の
方

向
性

や
学

校
現

場
で

の
活

用
状

況
を

踏
ま

え
、

機
器

の
仕

様
等

、
計

画
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

3
0％

2
8%

(1
)

2
1
%

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
運

営
の

改
善

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
運

営
協

議
会

設
置

を
促

進
す

る
条

件
整

備
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 子
ど

も
た

ち
自

身
が

身
の

回
り

の
危

険
に

気
づ

き
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

安
全

教
育

に
取

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

協
力

を
得

つ
つ

、
地

域
ぐ

る
み

で
の

安
全

対
策

に
取

組
み

ま
す

。
●

 学
校

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
改

修
・
修

繕
に

は
多

大
な

費
用

が
か

か
る

た
め

、
計

画
的

に
老

朽
化

対
策

を
進

め
ま

す
。

●
 今

後
必

要
性

が
高

ま
る

IC
T
教

育
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
を

充
実

す
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

●
 学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・修

繕
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

半
数

以
上

の
設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

・
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
の

更
新

に
あ

た
っ

て
は

、
小

学
生

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

供
給

量
へ

の
適

切
な

対
応

を
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

給
食

の
地

場
産

物
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
な

調
達

が
必

要
で

あ
り

、
J
A

や
ア

グ
リ

推
進

課
と

さ
ら

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

指
標

名

学
校

施
設

の
老

朽
化

改
修

率

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・伊
奈

中
学

校
及

び
小

針
中

学
校

の
校

舎
ト

イ
レ

等
の

改
修

工
事

を
行

っ
た

こ
と

で
、

学
校

衛
生

環
境

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
・小

中
学

校
の

消
防

設
備

の
改

修
を

行
っ

た
こ

と
で

、
児

童
生

徒
の

安
心

安
全

が
確

保
さ

れ
た

。
・南

小
学

校
の

芝
生

管
理

に
お

い
て

、
町

・
学

校
・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

協
力

体
制

が
確

立
で

き
た

。
・小

中
学

校
施

設
の

緊
急

修
繕

等
を

行
っ

た
こ

と
で

、
安

心
安

全
な

教
育

環
境

の
提

供
が

図
ら

れ
た

。
ま

た
、

施
設

維
持

管
理

で
は

、
学

校
保

健
安

全
法

、
電

気
事

業
法

、
水

道
法

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
設

備
点

検
を

確
実

に
行

い
、

適
正

な
施

設
管

理
に

努
め

た
。

・各
小

中
学

校
に

お
け

る
校

務
系

機
器

や
複

合
機

及
び

印
刷

機
を

一
括

更
新

し
た

こ
と

で
、

質
の

高
い

教
育

環
境

が
確

保
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
学

校
施

設
の

老
朽

化
が

進
み

、
校

舎
・
体

育
館

は
も

と
よ

り
、

衛
生

器
具

、
給

排
水

設
備

、
電

気
設

備
等

の
修

繕
に

莫
大

な
費

用
を

要
す

る
状

況
に

あ
り

、
適

正
に

維
持

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

困
難

な
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

IC
T
教

育
に

関
す

る
整

備
が

充
実

し
て

き
た

こ
と

で
、

今
後

は
よ

り
本

格
的

な
活

用
が

見
込

ま
れ

、
さ

ら
に

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
や

埼
玉

県
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

C
B

T
化

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

主
体

と
し

た
試

験
方

式
）
等

に
対

応
し

た
環

境
整

備
が

必
須

で
あ

り
、

早
急

に
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
児

童
生

徒
が

快
適

に
学

習
に

取
り

組
め

、
ま

た
安

心
し

て
学

校
生

活
が

送
れ

る
よ

う
、

施
設

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

近
年

で
は

、
老

朽
化

が
進

ん
だ

校
舎

・
体

育
館

等
の

雨
漏

り
修

繕
、

体
育

館
の

ト
イ

レ
改

修
や

空
調

設
備

の
設

置
を

求
め

る
声

が
多

く
な

っ
て

い
る

。

・
児

童
生

徒
が

快
適

な
学

校
生

活
を

送
れ

る
よ

う
、

学
校

現
場

の
声

に
寄

り
添

っ
た

対
応

に
努

め
た

。
ま

た
、

不
具

合
箇

所
や

危
険

箇
所

の
修

繕
を

優
先

順
位

を
付

け
対

応
し

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
町

立
７

小
中

学
校

の
学

校
運

営
事

業
費

は
も

ち
ろ

ん
、

老
朽

化
が

進
ん

だ
施

設
の

維
持

及
び

更
新

に
か

か
る

工
事

費
の

確
保

が
最

大
の

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

補
助

金
や

交
付

金
の

活
用

等
、

近
年

高
騰

し
て

い
る

物
価

や
燃

料
費

、
人

件
費

等
も

考
慮

し
た

予
算

編
成

や
事

業
計

画
が

必
要

で
あ

る
。

・
学

校
施

設
の

改
修

は
、

原
則

学
校

生
活

に
支

障
の

な
い

夏
季

休
業

期
間

等
に

実
施

し
て

い
る

が
、

規
模

次
第

で
は

授
業

を
行

い
な

が
ら

施
工

す
る

必
要

も
あ

り
、

関
係

機
関

と
の

調
整

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

4
2
5
,5

2
7

3
7
8
,9

8
7

42
％

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1
6
3
,4

7
7

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（
事

業
評

価
一

覧
）

合
計

1
7
3
,6

0
0

0
4
1
,9

1
0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
３

-
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
学

校
施

設
の

整
備

、
改

修
が

進
み

、
ま

た
、

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

が
一

層
進

み
、

児
童

生
徒

の
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

と
な

っ
て

い
ま

す
。 目

標
（令

和
6
年

度
）

5
7
％

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

教
育

総
務

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完
了
し
た
。
見
直
し
や
改

善
を

行
い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗
率
7
1～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し
、
改
善
等
の
検
討
余
地

が
あ

る
。
（

進
捗

率
3
1
～
7
0
％
）

施
策

を
検

討
し
た
が
効
果
が
上
が
ら
な

い
。

遅
れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（
進
捗
率

0
～
3
0
％
）

節
名

第
４

節
_質

の
高

い
学

校
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
環

境
の

充
実

59



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

2
7

2
8

中
学

校
整

備
事

業

【
教

育
総

務
課

】

小
学

校
整

備
事

業
　 【

教
育

総
務

課
】

伊
奈

中
学

校
校

舎
及

び
小

針
中

学
校

西
校

舎
ト

イ
レ

を
洋

式
化

し
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
た

こ
と

で
、

学
校

衛
生

環
境

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

南
中

学
校

の
保

健
室

及
び

相
談

室
の

空
調

機
修

繕
を

行
っ

た
こ

と
で

、
快

適
な

教
育

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

中
学

校
施

設
長

期
修

繕
・

改
修

計
画

に
基

づ
き

、
計

画
的

な
大

規
模

改
修

の
実

施
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
防

水
機

能
の

劣
化

に
よ

り
、

雨
漏

り
が

発
生

し
て

い
る

た
め

、
早

期
の

改
修

が
必

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
蛍

光
灯

製
造

中
止

に
よ

り
照

明
の

L
E

D
化

の
実

施
も

必
要

で
あ

る
。

3
0

0
,7

5
7

（
2

5
7

,2
8

9
）

2
5

6
,9

1
7

安
心

安
全

か
つ

快
適

な
教

育
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

町
立

4
小

学
校

の
老

朽
化

施
設

対
策

や
質

的
向

上
等

の
工

事
を

計
画

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
突

発
的

な
施

設
修

繕
に

随
時

対
応

す
る

も
の

。

令
和

５
年

度
実

施
の

主
要

な
工

事
・

修
繕

：
町

立
小

針
小

学
校

P
A

S
交

換
工

事
、

小
室

小
学

校
１

階
防

火
シ

ャ
ッ

タ
ー

及
び

南
小

学
校

給
食

搬
入

口
シ

ャ
ッ

タ
ー

修
繕

他
。

小
針

小
学

校
P

A
S

交
換

工
事

を
実

施
し

た
こ

と
で

、
施

設
設

備
の

適
正

な
機

能
改

善
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

小
室

小
学

校
１

階
防

火
シ

ャ
ッ

タ
ー

及
び

南
小

学
校

給
食

搬
入

口
シ

ャ
ッ

タ
ー

修
繕

を
行

っ
た

こ
と

で
、

安
全

な
教

育
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

小
針

北
小

学
校

以
外

の
3

小
学

校
に

つ
い

て
は

、
学

校
施

設
・

設
備

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

小
学

校
施

設
長

期
修

繕
・

改
修

計
画

に
基

づ
き

、
計

画
的

に
大

規
模

改
修

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

蛍
光

灯
の

製
造

中
止

に
よ

り
照

明
の

L
E

D
化

を
早

期
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
整

備
費

に
比

べ
る

と
予

算
が

2
5

倍
も

あ
る

の
は

ト
イ

レ
等

の
大

型
の

改
修

の
た

め
か

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

で
全

小
中

学
校

の
ト

イ
レ

の
改

修
が

済
ん

だ
の

で
し

ょ
う

か
。

私
が

最
初

に
伊

奈
町

に
赴

任
し

た
時

は
、

ト
イ

レ
の

に
お

い
や

尿
石

が
と

に
か

く
ひ

ど
か

っ
た

で
す

が
、

そ
れ

が
、

「
昔

は
ね

～
」

と
い

う
昔

話
に

な
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
・

Ｒ
５

の
学

校
施

設
の

工
事

と
し

て
、

３
校

（
伊

奈
中

ト
イ

レ
・

小
針

中
ト

イ
レ

・
南

中
空

調
機

）
が

明
記

さ
れ

て
い

て
事

業
内

容
が

よ
く

分
か

り
ま

す
。

施
設

の
現

況
を

調
査

し
て

予
算

を
立

案
し

、
適

正
に

執
行

し
た

と
解

し
ま

し
た

。
担

当
課

の
尽

力
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
小

学
校

に
較

べ
て

、
中

学
校

の
事

業
規

模
の

大
き

さ
が

分
か

り
ま

し
た

。
・

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

は
、

小
学

校
に

も
記

載
あ

り
。

や
は

り
、

必
須

な
工

事
で

し
ょ

う
か

。
電

気
代

も
勘

案
し

な
が

ら
適

切
な

時
期

を
選

択
く

だ
さ

い
。

1
3

,5
3

6
1

3
,5

1
3

安
心

安
全

か
つ

快
適

な
教

育
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

町
立

3
中

学
校

の
老

朽
化

施
設

対
策

や
質

的
向

上
等

の
工

事
を

計
画

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
突

発
的

な
施

設
修

繕
に

随
時

対
応

す
る

も
の

。

令
和

５
年

度
実

施
の

主
要

な
工

事
・

修
繕

：
町

立
伊

奈
中

学
校

校
舎

及
び

小
針

中
学

校
西

校
舎

ト
イ

レ
等

改
修

工
事

、
南

中
学

校
保

健
室

及
び

相
談

室
の

空
調

機
修

繕
他

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

計
画

的
に

修
繕

を
行

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

最
新

の
小

針
北

小
学

校
で

も
2

0
年

近
く

に
な

り
ま

す
の

で
、

ほ
か

の
学

校
が

老
朽

化
し

て
い

く
の

は
仕

方
な

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

た
だ

、
学

校
は

町
の

財
産

で
す

し
、

シ
ン

ボ
ル

で
も

あ
り

ま
す

の
で

、
こ

れ
か

ら
も

修
繕

を
お

願
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
・

Ｒ
５

の
学

校
施

設
の

工
事

と
し

て
、

３
点

（
小

針
小

・
小

室
小

・
南

小
）

が
明

記
さ

れ
て

い
て

事
業

内
容

が
よ

く
分

か
り

ま
す

。
施

設
の

現
況

を
調

査
し

て
予

算
を

立
案

し
、

適
正

に
執

行
し

た
と

解
し

ま
し

た
。

担
当

課
の

尽
力

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
・

教
育

活
動

に
照

明
も

重
要

で
す

か
ら

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
も

必
須

な
工

事
で

し
ょ

う
か

。
電

気
代

も
勘

案
し

な
が

ら
適

切
な

時
期

を
選

択
く

だ
さ

い
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
の

記
述

に
同

じ
で

す
。

・
校

内
の

諸
作

業
（

給
食

、
環

境
美

化
、

そ
の

他
）

を
担

う
人

的
配

置
事

業
と

し
て

、
円

滑
に

遂
行

し
た

と
解

し
ま

し
た

。
・

予
算

の
課

題
に

言
及

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

社
会

状
況

を
考

え
る

と
こ

の
懸

念
は

増
大

傾
向

で
す

ね
。

必
要

な
予

算
を

獲
得

す
る

か
。

ま
た

は
、

失
礼

を
承

知
で

述
べ

る
と

、
教

育
委

員
会

の
各

課
の

事
業

を
跨

い
だ

再
編

・
改

編
の

検
討

で
し

ょ
う

か
。

・
配

置
数

を
記

載
す

る
と

決
算

の
理

解
が

進
み

ま
す

。

1
0

,1
6

3

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

給
食

の
受

け
取

り
に

は
早

朝
よ

り
行

わ
れ

る
も

の
が

あ
り

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
教

員
の

勤
務

時
間

外
の

こ
と

で
す

の
で

そ
こ

に
用

務
員

が
い

る
こ

と
で

大
い

に
助

か
っ

て
い

ま
す

。
用

務
員

の
存

在
が

な
い

と
給

食
が

提
供

で
き

な
く

な
り

ま
す

の
で

何
と

し
て

も
継

続
を

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
校

内
の

諸
作

業
（

給
食

、
環

境
美

化
、

そ
の

他
）

を
担

う
人

的
配

置
事

業
と

し
て

、
円

滑
に

遂
行

し
た

と
解

し
ま

し
た

。
・

予
算

の
課

題
に

言
及

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

社
会

状
況

を
考

え
る

と
こ

の
懸

念
は

増
大

傾
向

で
す

ね
。

必
要

な
予

算
を

獲
得

す
る

か
。

ま
た

は
、

失
礼

を
承

知
で

述
べ

る
と

、
教

育
委

員
会

の
各

課
の

事
業

を
跨

い
だ

再
編

・
改

編
の

検
討

で
し

ょ
う

か
。

・
配

置
数

を
記

載
す

る
と

決
算

の
理

解
が

進
み

ま
す

。

中
学

校
内

管
理

事
業

【
教

育
総

務
課

】

円
滑

な
学

校
運

営
を

図
る

た
め

、
町

立
3

中
学

校
に

用
務

員
派

遣
等

を
行

う
も

の
。

学
校

給
食

の
運

搬
及

び
片

付
け

、
校

舎
内

の
清

掃
作

業
、

校
庭

の
清

掃
・

除
草

作
業

・
植

木
の

手
入

れ
な

ど
教

育
環

境
を

維
持

す
る

た
め

に
用

務
員

の
派

遣
を

行
っ

た
。

町
立

中
学

校
の

給
食

配
膳

準
備

や
環

境
美

化
を

派
遣

用
務

員
が

行
う

こ
と

で
生

徒
・

教
諭

が
学

習
に

専
念

で
き

る
環

境
づ

く
り

が
図

れ
た

。

学
校

現
場

に
と

っ
て

不
可

欠
な

事
業

で
あ

る
が

、
近

年
の

労
務

単
価

の
上

昇
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
通

り
の

予
算

確
保

が
困

難
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
学

校
現

場
と

業
務

の
優

先
度

等
を

調
整

し
、

内
容

の
見

直
し

を
検

討
す

る
。

6
,6

8
6

6
,4

2
7

評
価

・
課

題

小
学

校
内

管
理

事
業

【
教

育
総

務
課

】

円
滑

な
学

校
運

営
を

図
る

た
め

、
町

立
4

小
学

校
に

用
務

員
派

遣
等

を
行

う
も

の
。

学
校

給
食

の
運

搬
及

び
片

付
け

、
校

舎
内

の
清

掃
作

業
、

校
庭

の
清

掃
・

除
草

作
業

・
植

木
の

手
入

れ
な

ど
教

育
環

境
を

維
持

す
る

た
め

に
用

務
員

の
派

遣
を

行
っ

た
。

町
立

小
学

校
の

給
食

配
膳

準
備

や
環

境
美

化
を

派
遣

用
務

員
が

行
う

こ
と

で
児

童
・

教
諭

が
学

習
に

専
念

で
き

る
環

境
づ

く
り

が
図

れ
た

。

学
校

現
場

に
と

っ
て

不
可

欠
な

事
業

で
あ

る
が

、
近

年
の

労
務

単
価

の
上

昇
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
通

り
の

予
算

確
保

が
困

難
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
学

校
現

場
と

業
務

の
優

先
度

等
を

調
整

し
、

内
容

の
見

直
し

を
検

討
す

る
。

1
0

,9
0

4

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

②

事
業

名

2
9

3
0

61



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

3
3

小
学

校
教

科
備

品
等

購
入

事
業

【
教

育
総

務
課

】

各
校

の
実

情
に

合
わ

せ
た

教
材

の
購

入
を

行
い

、
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
も

の
。

各
小

学
校

購
入

図
書

冊
数

：
小

室
小

２
７

３
冊

、
小

針
小

２
４

６
冊

、
南

小
２

２
９

冊
、

小
針

北
小

２
８

３
冊

＊
予

算
：

小
針

北
小

は
５

６
０

千
円

、
そ

れ
以

外
の

３
校

は
４

８
０

千
円

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

法
定

蔵
書

数
を

満
た

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
新

し
い

本
を

毎
年

度
購

入
し

て
も

廃
棄

す
る

本
も

生
ま

れ
、

難
し

い
と

こ
ろ

だ
と

は
思

い
ま

す
。

で
も

、
活

字
離

れ
、

図
書

離
れ

が
進

む
中

、
豊

か
な

情
操

を
培

い
、

間
接

体
験

を
促

す
た

め
に

今
後

も
充

実
に

資
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
蔵

書
数

管
理

と
そ

れ
に

伴
っ

た
図

書
予

算
が

よ
く

分
か

り
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

化
の

普
及

に
よ

る
課

題
も

踏
ま

え
て

、
各

学
校

と
の

連
携

に
よ

り
効

果
的

な
図

書
室

経
営

に
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。
・

授
業

の
充

実
を

図
る

た
め

の
教

科
備

品
予

算
措

置
は

、
児

童
に

と
っ

て
も

、
ま

た
教

員
に

と
っ

て
も

有
意

義
で

す
。

事
業

継
続

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

3
,5

9
4

3
,5

5
9

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

③

3
4

,0
8

1
3

3
,8

0
6

町
立

4
小

学
校

施
設

設
備

に
お

い
て

、
各

種
保

守
業

務
や

法
定

点
検

等
を

実
施

し
、

適
正

な
施

設
管

理
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

各
小

学
校

に
あ

る
印

刷
機

を
一

括
更

新
し

た
こ

と
で

、
質

の
高

い
教

育
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

老
朽

化
し

て
い

る
設

備
が

多
い

た
め

、
毎

年
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
欠

か
せ

な
い

状
況

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
設

備
に

か
か

る
修

繕
料

の
継

続
的

な
予

算
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

3
1

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

3
2

中
学

校
施

設
維

持
管

理
事

業

【
教

育
総

務
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

様
々

な
保

守
点

検
が

あ
る

こ
と

に
よ

り
安

心
し

て
教

育
活

動
が

実
施

で
き

ま
す

。
施

設
設

備
の

老
朽

化
と

の
戦

い
に

な
る

か
と

思
い

ま
す

が
、

毎
年

の
予

算
計

上
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
・

内
容

が
具

体
的

に
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

事
業

の
全

体
像

、
及

び
、

多
岐

に
わ

た
る

保
守

を
担

う
事

業
で

あ
る

こ
と

が
よ

く
分

か
り

ま
し

た
。

・
電

気
や

給
水

設
備

等
の

老
朽

化
に

よ
る

不
備

は
、

教
育

活
動

の
支

障
に

直
結

し
ま

す
。

滞
り

な
く

教
育

活
動

が
行

え
る

の
は

担
当

課
の

尽
力

と
考

え
ま

す
。

町
立

3
中

学
校

施
設

設
備

の
各

種
保

守
業

務
を

行
い

、
設

備
が

適
正

に
稼

動
で

き
る

よ
う

法
定

点
検

の
実

施
や

維
持

管
理

を
行

う
も

の
。

安
心

安
全

な
学

校
運

営
を

行
え

る
よ

う
に

警
備

業
務

、
受

水
槽

、
電

気
設

備
、

防
火

設
備

、
給

水
設

備
、

遊
具

保
守

点
検

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

ト
イ

レ
・

窓
ガ

ラ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
や

空
調

設
備

を
適

切
に

運
用

し
、

衛
生

管
理

や
生

徒
の

学
習

面
・

健
康

面
で

の
充

実
を

図
っ

た
。

さ
ら

に
、

各
中

学
校

に
あ

る
印

刷
機

を
一

括
更

新
し

た
。

町
立

3
中

学
校

施
設

設
備

に
お

い
て

、
各

種
保

守
業

務
や

法
定

点
検

等
を

実
施

し
、

適
正

な
施

設
管

理
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

各
中

学
校

に
あ

る
印

刷
機

を
一

括
更

新
し

た
こ

と
で

、
質

の
高

い
教

育
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

老
朽

化
し

て
い

る
設

備
が

多
い

た
め

、
毎

年
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
欠

か
せ

な
い

状
況

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
設

備
に

か
か

る
修

繕
料

の
継

続
的

な
予

算
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

2
7

,7
2

0

町
立

小
学

校
に

お
い

て
、

文
部

科
学

省
な

ど
上

位
機

関
の

指
導

や
各

学
校

の
特

色
・

実
情

に
応

じ
た

教
材

整
備

を
図

る
ほ

か
、

学
校

図
書

室
の

内
容

充
実

に
努

め
た

。
な

お
、

学
校

図
書

に
関

し
て

は
、

内
容

が
古

く
な

っ
た

図
書

や
経

年
劣

化
に

よ
り

使
用

が
困

難
と

な
っ

た
図

書
の

入
れ

替
え

等
を

、
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

計
画

的
に

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

小
学

校
施

設
維

持
管

理
事

業

【
教

育
総

務
課

】

町
立

4
小

学
校

施
設

設
備

の
各

種
保

守
業

務
を

行
い

、
設

備
が

適
正

に
稼

動
で

き
る

よ
う

法
定

点
検

の
実

施
や

維
持

管
理

を
行

う
も

の
。

安
心

安
全

な
学

校
運

営
を

行
え

る
よ

う
に

警
備

業
務

、
受

水
槽

、
電

気
設

備
、

防
火

設
備

、
給

水
設

備
、

遊
具

保
守

点
検

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

ト
イ

レ
・

窓
ガ

ラ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
や

空
調

設
備

を
適

切
に

運
用

し
、

衛
生

管
理

や
児

童
の

学
習

面
・

健
康

面
で

の
充

実
を

図
っ

た
。

さ
ら

に
、

各
小

学
校

に
あ

る
印

刷
機

を
一

括
更

新
し

た
。

2
7

,8
4

9

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
の

記
述

に
同

じ
で

す
。

・
内

容
が

具
体

的
に

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
事

業
の

全
体

像
、

及
び

、
多

岐
に

わ
た

る
保

守
を

担
う

事
業

で
あ

る
こ

と
が

よ
く

分
か

り
ま

し
た

。
・

電
気

や
給

水
設

備
等

の
老

朽
化

に
よ

る
不

備
は

、
教

育
活

動
の

支
障

に
直

結
し

ま
す

。
滞

り
な

く
教

育
活

動
が

行
え

る
の

は
担

当
課

の
尽

力
と

考
え

ま
す

。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
の

記
述

に
同

じ
で

す
。

・
蔵

書
数

管
理

と
そ

れ
に

伴
っ

た
図

書
予

算
が

よ
く

分
か

り
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

化
の

普
及

に
よ

る
課

題
も

踏
ま

え
て

、
各

学
校

と
の

連
携

に
よ

り
効

果
的

な
図

書
室

経
営

に
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。
・

授
業

の
充

実
を

図
る

た
め

の
教

科
備

品
予

算
措

置
は

、
生

徒
に

と
っ

て
も

、
ま

た
教

員
に

と
っ

て
も

有
意

義
で

す
。

事
業

継
続

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

中
学

校
教

科
備

品
等

購
入

事
業

【
教

育
総

務
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

進
歩

に
伴

い
、

そ
の

整
備

に
行

政
は

腐
心

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
が

、
問

題
は

そ
れ

が
活

用
さ

れ
て

い
る

の
か

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

チ
ョ

ー
ク

一
本

で
授

業
を

や
っ

て
い

る
の

で
は

宝
の

持
ち

腐
れ

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
す

。
・

デ
ジ

タ
ル

環
境

の
活

用
度

と
そ

れ
を

支
え

る
利

便
性

向
上

は
、

必
須

の
課

題
で

し
ょ

う
か

。
整

備
、

保
守

、
更

新
も

待
っ

た
な

し
と

な
り

そ
う

で
す

。
予

算
規

模
も

大
き

い
事

業
で

す
か

ら
、

計
画

的
な

事
業

運
営

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

3
5

町
立

小
中

学
校

IC
T

教
育

環
境

維
持

管
理

事
業 【

教
育

総
務

課
】

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

基
づ

く
学

校
の

IC
T

を
活

用
し

た
授

業
環

境
の

高
度

化
の

推
進

を
図

る
も

の
。

質
の

高
い

教
育

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

学
校

IC
T

教
育

に
必

要
と

な
る

機
器

の
整

備
や

良
好

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
通

信
環

境
の

確
保

、
保

守
管

理
等

を
行

っ
た

。
ま

た
、

校
務

用
機

器
（

端
末

や
サ

ー
バ

ー
、

L
A

N
設

備
等

）
を

一
括

更
新

し
た

。

校
務

用
機

器
の

一
括

更
新

や
校

内
L
A

N
設

備
等

の
保

守
管

理
を

適
正

に
行

っ
た

こ
と

で
、

IC
T

教
育

環
境

の
安

定
的

運
用

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
学

力
調

査
等

の
C

B
T

化
に

対
応

し
た

通
信

速
度

の
確

保
や

、
常

に
変

化
す

る
IC

T
教

育
に

お
け

る
現

場
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

整
備

を
行

い
、

個
別

最
適

な
学

び
の

実
現

に
向

け
て

教
育

環
境

の
充

実
化

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
校

内
L
A

N
環

境
の

保
守

や
通

信
料

等
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

の
継

続
的

な
予

算
確

保
が

不
可

欠
で

あ
る

。

2
5

,4
0

0
2

4
,1

8
1

評
価

・
課

題

2
,7

2
0

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

3
4

事
業

名

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

④

2
,7

0
1

各
校

の
実

情
に

合
わ

せ
た

教
材

の
購

入
を

行
い

、
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
も

の
。

各
中

学
校

購
入

図
書

冊
数

：
伊

奈
中

２
６

１
冊

、
小

針
中

３
４

５
冊

、
南

中
１

９
９

冊
＊

予
算

：
小

針
中

は
５

４
０

千
円

、
そ

れ
以

外
の

２
校

は
４

８
０

千
円

。

町
立

中
学

校
に

お
い

て
、

文
部

科
学

省
な

ど
上

位
機

関
の

指
導

や
各

学
校

の
特

色
・

実
情

に
応

じ
た

教
材

整
備

を
図

る
ほ

か
、

学
校

図
書

室
の

内
容

充
実

に
努

め
た

。
な

お
、

学
校

図
書

に
関

し
て

は
、

内
容

が
古

く
な

っ
た

図
書

や
経

年
劣

化
に

よ
り

使
用

が
困

難
と

な
っ

た
図

書
の

入
れ

替
え

等
を

、
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

計
画

的
に

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
安

心
・
安

全
で

質
の

高
い

学
校

教
育

の
環

境
整

備
に

、
計

画
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

・
質

の
高

い
学

校
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
IC

T
を

効
果

的
に

活
用

し
、

教
育

効
果

の
更

な
る

向
上

に
努

め
る

。
・
学

習
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

の
実

証
実

験
な

ど
国

の
動

向
を

注
視

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

(1
)

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
運

営
の

改
善

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
運

営
協

議
会

設
置

を
促

進
す

る
条

件
整

備
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 子
ど

も
た

ち
自

身
が

身
の

回
り

の
危

険
に

気
づ

き
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

安
全

教
育

に
取

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

協
力

を
得

つ
つ

、
地

域
ぐ

る
み

で
の

安
全

対
策

に
取

組
み

ま
す

。
●

 学
校

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
改

修
・
修

繕
に

は
多

大
な

費
用

が
か

か
る

た
め

、
計

画
的

に
老

朽
化

対
策

を
進

め
ま

す
。

●
 今

後
必

要
性

が
高

ま
る

IC
T
教

育
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
を

充
実

す
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

●
 学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・
修

繕
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

半
数

以
上

の
設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

・
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
の

更
新

に
あ

た
っ

て
は

、
小

学
生

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

供
給

量
へ

の
適

切
な

対
応

を
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

給
食

の
地

場
産

物
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
な

調
達

が
必

要
で

あ
り

、
J
A

や
ア

グ
リ

推
進

課
と

さ
ら

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

指
標

名

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
児

童
生

徒
1
人

1
台

端
末

の
活

用
に

向
け

、
ア

カ
ウ

ン
ト

の
整

備
や

各
種

設
定

、
活

用
に

関
す

る
情

報
提

供
、

授
業

支
援

ソ
フ

ト
の

導
入

等
、

IC
T
教

育
の

推
進

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
自

作
教

材
・
教

具
展

を
開

催
し

、
教

員
の

資
質

能
力

の
向

上
、

教
材

環
境

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
学

習
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

を
制

度
化

す
る

等
関

係
法

令
が

平
成

3
1
年

4
月

か
ら

施
行

さ
れ

、
こ

れ
ま

で
の

紙
の

教
科

書
を

主
た

る
教

材
と

し
て

使
用

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
学

習
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

を
併

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

な
っ

た
。

次
期

教
科

書
改

訂
を

視
野

に
入

れ
、

学
習

者
用

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
の

実
証

実
験

も
行

わ
れ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成
の

為
に

も
、

学
習

環
境

の
整

備
・
充

実
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
1人

1
台

端
末

の
整

備
が

完
了

し
た

こ
と

で
、

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

を
図

る
た

め
、

ＩＣ
Ｔ

の
効

果
的

な
活

用
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
「主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た

指
導

方
法

の
工

夫
・
改

善
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

1
人

1
台

端
末

の
活

用
に

向
け

、
ア

カ
ウ

ン
ト

の
整

備
や

各
種

設
定

、
活

用
に

関
す

る
情

報
提

供
、

授
業

支
援

ソ
フ

ト
の

導
入

等
、

IC
T
教

育
の

推
進

を
支

援
し

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
「主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

を
図

る
た

め
、

ＩＣ
Ｔ

の
効

果
的

な
活

用
が

必
要

な
こ

と
か

ら
、

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
教

材
・
教

具
の

工
夫

も
必

要
と

な
る

。
・
IC

T
の

活
用

が
進

む
一

方
で

、
家

庭
に

お
い

て
学

習
用

端
末

を
活

用
す

る
際

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
有

害
サ

イ
ト

に
つ

な
が

っ
て

し
ま

う
と

い
っ

た
弊

害
が

懸
念

さ
れ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

5,
7
90

5
,0

90

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

5,
0
90

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
３

-
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
学

校
施

設
の

整
備

、
改

修
が

進
み

、
ま

た
、

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

が
一

層
進

み
、

児
童

生
徒

の
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

と
な

っ
て

い
ま

す
。

目
標

（令
和

6
年

度
）

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

４
節

_質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
小

学
校

の
教

科
書

改
訂

に
合

わ
せ

た
教

師
用

指
導

書
、

指
導

者
用

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
、

児
童

生
徒

の
副

読
本

の
購

入
に

よ
り

、
指

導
の

充
実

を
図

る
も

の
。

　 　
各

小
・

中
学

校
で

自
作

教
材

・
教

具
展

を
開

催
し

、
自

作
教

材
・

教
具

の
作

成
・

活
用

、
校

内
及

び
町

内
で

の
共

有
を

図
る

も
の

。

　
今

後
、

令
和

６
年

度
に

小
学

校
、

令
和

７
年

度
に

中
学

校
の

教
科

書
改

訂
が

あ
る

た
め

教
師

用
指

導
書

を
購

入
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

令
和

７
年

度
が

小
学

校
社

会
科

副
読

本
（

3
学

年
、

４
学

年
約

７
５

０
円

×
約

９
０

０
部

×
３

年
間

）
を

購
入

す
る

年
度

と
な

る
た

め
、

計
画

的
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

　
各

小
・

中
学

校
で

自
作

教
材

・
教

具
展

を
開

催
し

、
教

育
委

員
会

に
よ

る
審

査
を

行
い

、
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

そ
の

上
で

、
自

作
教

材
・

教
具

の
活

用
、

校
内

及
び

町
内

で
の

共
有

を
図

っ
た

。

4
,2

3
6

3
,5

3
6

（
3

7
6

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

3
6

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

教
師

用
指

導
所

は
教

師
に

と
っ

て
と

て
も

参
考

に
な

る
も

の
で

す
が

、
無

料
で

は
な

く
全

体
で

は
か

な
り

高
額

の
費

用
が

掛
か

っ
て

い
る

こ
と

を
も

っ
と

教
員

に
伝

達
し

て
も

よ
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

・
自

作
教

材
・

教
具

展
は

予
算

な
し

で
工

夫
し

て
開

催
さ

れ
て

お
り

大
変

だ
と

は
思

い
ま

す
が

教
員

の
意

欲
に

つ
な

が
る

よ
う

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
次

年
度

、
採

択
替

え
や

現
行

教
科

書
の

部
分

的
改

訂
に

応
じ

た
指

導
書

購
入

が
生

じ
る

と
推

察
し

ま
す

。
各

小
学

校
と

調
整

の
上

、
対

応
く

だ
さ

い
。

・
先

生
方

の
「

分
か

る
授

業
」

を
目

指
し

た
教

材
・

教
具

の
工

夫
に

は
、

頭
が

下
が

り
ま

す
。

児
童

生
徒

は
、

自
作

の
教

材
か

ら
先

生
の

熱
意

を
感

じ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

⑥

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

66



Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・効
率

的
な

給
食

運
営

を
実

施
す

る
た

め
、

職
員

に
よ

る
意

見
交

換
の

場
を

持
ち

、
課

題
と

解
決

策
を

検
討

し
て

い
る

。
ま

た
、

コ
ス

ト
削

減
の

意
識

を
徹

底
し

、
職

員
に

よ
る

修
繕

で
対

応
可

能
な

も
の

は
、

資
材

の
購

入
に

よ
り

、
職

員
で

修
繕

を
行

っ
て

い
る

。

・地
産

地
消

を
推

進
す

る
た

め
引

き
続

き
J
A

等
と

連
携

を
図

り
、

地
元

野
菜

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

・安
定

的
に

給
食

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
老

朽
化

し
た

設
備

の
更

新
を

進
め

る
。

特
に

炊
飯

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

緊
急

修
繕

を
繰

り
返

し
実

施
し

て
お

り
、

早
期

の
更

新
を

目
指

す
。

・令
和

元
年

に
「学

校
給

食
費

徴
収

・管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
が

示
さ

れ
、

給
食

費
会

計
の

透
明

性
、

公
平

性
の

向
上

、
保

護
者

の
利

便
性

の
向

上
及

び
学

校
給

食
の

安
定

的
な

運
営

を
実

施
す

る
た

め
、

給
食

費
の

公
会

計
化

に
向

け
て

関
係

課
と

連
携

す
る

。
・国

の
給

食
費

無
償

化
に

係
る

施
策

に
つ

い
て

、
進

捗
等

の
情

報
を

収
集

す
る

こ
と

に
努

め
る

。
・事

故
の

未
然

防
止

と
徹

底
し

た
衛

生
管

理
に

努
め

、
引

き
続

き
安

心
安

全
な

給
食

の
提

供
に

取
り

組
む

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

２
２

．
９

％
２

１
．

０
％

(1
)

２
５

．
６

％

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
運

営
の

改
善

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
運

営
協

議
会

設
置

を
促

進
す

る
条

件
整

備
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 子
ど

も
た

ち
自

身
が

身
の

回
り

の
危

険
に

気
づ

き
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

安
全

教
育

に
取

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

協
力

を
得

つ
つ

、
地

域
ぐ

る
み

で
の

安
全

対
策

に
取

組
み

ま
す

。
●

 学
校

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
改

修
・修

繕
に

は
多

大
な

費
用

が
か

か
る

た
め

、
計

画
的

に
老

朽
化

対
策

を
進

め
ま

す
。

●
 今

後
必

要
性

が
高

ま
る

IC
T
教

育
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
を

充
実

す
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

●
 学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・
修

繕
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

半
数

以
上

の
設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

計
画

的
な

更
新

・
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
の

更
新

に
あ

た
っ

て
は

、
小

学
生

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

供
給

量
へ

の
適

切
な

対
応

を
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

給
食

の
地

場
産

物
の

調
達

に
つ

い
て

は
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
な

調
達

が
必

要
で

あ
り

、
J
A

や
ア

グ
リ

推
進

課
と

さ
ら

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

指
標

名

学
校

給
食

に
お

け
る

地
場

産
業

使
用

割
合

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
衛

生
基

準
を

意
識

し
た

管
理

を
行

い
、

安
心

安
全

な
給

食
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
調

理
室

及
び

洗
浄

室
内

の
老

朽
化

し
た

天
井

照
明

器
具

を
L
E
D

照
明

器
具

に
更

新
し

た
こ

と
で

、
異

物
混

入
の

危
険

性
が

軽
減

で
き

た
等

、
衛

生
環

境
の

促
進

と
作

業
環

境
の

改
善

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
調

理
機

器
の

故
障

な
ど

に
適

切
に

対
応

し
、

予
定

し
た

給
食

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・建
設

後
２

８
年

を
経

過
し

、
施

設
そ

の
も

の
の

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
。

・安
心

安
全

な
給

食
を

提
供

す
る

た
め

国
産

の
食

材
の

使
用

に
努

め
て

い
る

が
、

天
候

不
順

等
に

よ
り

生
産

量
が

不
安

定
に

な
る

等
の

影
響

を
受

け
る

た
め

対
応

が
必

要
に

な
る

。
・世

界
的

な
政

情
不

安
定

か
ら

様
々

な
食

材
や

調
味

料
・
食

用
油

な
ど

の
価

格
が

高
騰

し
て

い
る

。
・異

物
混

入
を

は
じ

め
、

学
校

給
食

に
対

す
る

意
識

が
高

ま
っ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
等

へ
の

対
応

や
嗜

好
の

変
化

等
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・子
育

て
に

係
る

負
担

軽
減

の
観

点
か

ら
、

給
食

費
無

償
化

に
関

す
る

報
道

が
な

さ
れ

る
な

ど
、

関
心

が
集

ま
っ

て
い

る
。

・調
理

員
や

設
備

な
ど

の
資

源
が

十
分

で
は

な
い

中
で

、
年

間
計

画
で

予
定

し
た

通
り

、
安

心
安

全
な

給
食

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・物
価

が
高

騰
す

る
中

で
も

、
町

か
ら

の
食

材
購

入
費

の
補

助
や

毎
月

の
見

積
比

較
に

よ
り

安
価

な
食

材
の

購
入

や
献

立
の

工
夫

に
よ

っ
て

、
給

食
の

質
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・老
朽

化
し

た
炊

飯
シ

ス
テ

ム
等

の
更

新
が

計
画

通
り

進
ま

な
い

こ
と

で
炊

飯
能

力
の

低
下

が
進

ん
で

お
り

、
安

定
し

て
給

食
を

提
供

す
る

観
点

か
ら

、
早

期
の

更
新

が
望

ま
れ

る
。

・物
価

高
騰

の
影

響
を

受
け

使
用

で
き

る
食

材
が

制
限

さ
れ

る
こ

と
や

、
天

候
不

順
に

よ
り

地
場

産
の

野
菜

等
の

種
類

や
集

荷
量

が
不

安
定

に
な

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
地

産
地

消
の

推
進

や
変

化
に

富
ん

だ
献

立
の

提
供

に
は

、
さ

ら
な

る
工

夫
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

1
1
8
,7

9
2

1
2
6
,5

7
0

２
３

．
３

％

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（単
位

；千
円

）

1
1
9
,2

1
0

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
6
0

7
,3

0
0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
４

-
学

校
給

食
の

充
実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
学

校
施

設
の

整
備

、
改

修
が

進
み

、
ま

た
、

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

が
一

層
進

み
、

児
童

生
徒

の
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

と
な

っ
て

い
ま

す
。 目

標
（令

和
6
年

度
）

２
２

．
０

％

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

今
年

度
の

施
策

達
成

度
章

名
第

３
章

_人
を

育
て

_は
じ

け
る

笑
顔

_輝
く
ま

ち
A

施
策
が

既
に

完
了

し
た
。
見
直
し

や
改

善
を

行
い
最
善
に
近

い
。

（
進
捗
率

7
1
～
1
00
％

）

施
策
の

見
直

し
、

改
善
等
の
検
討

余
地

が
あ

る
。
（
進
捗
率

3
1～

7
0
％
）

施
策
を

検
討

し
た

が
効
果
が
上
が

ら
な

い
。

遅
れ
て
い
る
。

未
実

施
。
（
進
捗
率

0
～
3
0
％
）

節
名

第
４

節
_質

の
高

い
学

校
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
環

境
の

充
実
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

2
6

,8
6

9
給

食
セ

ン
タ

ー
管

理
事

務
費

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

給
食

調
理

業
務

に
伴

う
事

務
用

機
器

等
の

管
理

や
会

計
年

度
任

用
職

員
(1

5
名

)の
人

件
費

に
か

か
る

も
の

。

職
員

の
安

全
衛

生
意

識
の

普
及

・
定

着
を

目
的

と
し

た
研

修
会

を
実

施
し

た
。

調
理

員
の

班
編

成
と

シ
フ

ト
の

見
直

し
を

行
い

、
作

業
効

率
を

上
げ

た
。

会
計

年
度

任
用

職
員

（
調

理
員

）
の

平
均

年
齢

が
上

が
っ

て
き

て
お

り
、

将
来

的
に

調
理

員
の

補
充

が
必

要
に

な
る

。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
学

校
給

食
の

充
実

　
①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

機
器

の
状

態
を

良
好

に
保

つ
よ

う
日

常
の

点
検

整
備

・
確

認
を

徹
底

し
、

大
き

な
ト

ラ
ブ

ル
も

な
く

全
日

程
を

稼
働

で
き

た
。

可
能

な
限

り
職

員
対

応
に

よ
り

修
繕

を
実

施
し

て
い

る
が

、
老

朽
化

が
原

因
の

部
品

交
換

を
伴

う
故

障
も

頻
発

し
て

い
る

。
計

画
的

に
機

器
の

更
新

を
実

施
し

て
い

る
が

、
ま

だ
更

新
が

で
き

て
い

な
い

多
く

の
機

器
が

あ
る

。

2
5

,5
5

5

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

伊
奈

町
は

セ
ン

タ
ー

方
式

で
す

が
、

他
市

で
は

自
校

方
式

の
学

校
も

多
く

、
ま

た
、

す
べ

て
の

学
校

に
栄

養
士

を
独

自
の

予
算

で
配

置
し

て
い

る
市

も
あ

り
ま

す
。

そ
れ

を
考

え
れ

ば
、

比
較

的
低

予
算

で
給

食
の

提
供

が
で

き
て

い
る

と
思

い
ま

す
の

で
、

是
非

、
予

算
確

保
を

お
願

い
し

ま
す

。
・

人
的

配
置

に
か

か
る

事
業

で
す

か
ら

、
担

当
課

で
は

適
正

に
執

行
く

だ
さ

い
。

・
事

故
は

な
く

て
当

た
り

前
と

、
作

業
の

正
確

さ
を

求
め

ら
れ

る
の

で
、

神
経

を
使

う
と

思
い

ま
す

。
複

数
の

目
で

確
認

し
な

が
ら

防
止

に
万

全
を

期
し

て
く

だ
さ

い
。

3
8

3
7

1
8

,2
5

7
(2

6
,8

2
6

)
2

6
,7

8
5

給
食

セ
ン

タ
ー

施
設

維
持

管
理

事
業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

職
場

内
の

環
境

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

調
理

場
及

び
洗

浄
室

の
点

検
調

整
、

修
繕

及
び

調
理

場
の

衛
生

管
理

を
図

る
も

の
。

令
和

５
年

度
実

施
の

主
要

な
工

事
・

修
繕

：
調

理
室

・
洗

浄
室

の
照

明
器

具
交

換
（

水
銀

灯
か

ら
L
E

D
照

明
へ

更
新

）
、

全
自

動
炊

飯
ラ

イ
ン

の
機

器
の

修
繕

（
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｻ
ｰ
等

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｰ
制

御
部

分
の

更
新

、
ﾁ
ｪ
ｰ
ﾝ
、

ﾓ
ｰ
ﾀ
ｰ
の

更
新

）
等

。
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

先
に

も
述

べ
ま

し
た

が
、

7
校

を
自

校
給

食
に

す
る

こ
と

を
考

え
れ

ば
、

給
食

セ
ン

タ
ー

で
一

括
し

て
給

食
を

提
供

す
る

ほ
う

が
予

算
は

か
か

り
ま

せ
ん

。
1

つ
の

設
備

を
改

修
す

る
だ

け
で

莫
大

な
予

算
が

か
か

る
と

は
思

い
ま

す
が

計
画

的
に

更
新

し
た

い
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

・
Ｒ

５
の

工
事

が
具

体
的

に
明

記
さ

れ
て

お
り

、
事

業
の

理
解

が
進

み
ま

し
た

。
今

更
な

が
ら

で
す

が
、

「
炊

飯
ラ

イ
ン

（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｰ
制

御
部

分
の

更
新

）
」

か
ら

、
デ

ジ
タ

ル
化

を
改

め
て

認
識

し
た

次
第

で
す

。
・

「
評

価
・

課
題

」
の

記
述

か
ら

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

苦
労

が
分

か
り

ま
す

。
全

日
程

の
稼

働
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

安
心

で
安

全
な

美
味

し
い

給
食

を
調

理
す

る
た

め
の

光
熱

水
費

及
び

各
学

校
へ

給
食

を
配

送
す

る
も

の
。

　 延
べ

給
食

供
給

数
　

　
７

２
５

，
２

１
５

食
　 1

日
平

均
給

食
供

給
数

　
 　

３
，

８
１

７
食

衛
生

管
理

を
徹

底
し

、
機

器
や

調
理

員
の

日
常

点
検

の
ほ

か
、

１ 作
業

工
程

の
見

直
し

を
行

い
、

 効
率

を
意

識
し

た
職

場
環

境
を

形
成

し
た

。
栄

養
、

嗜
好

、
価

格
等

を
踏

ま
え

た
献

立
の

作
成

と
指

定
時

間
ま

で
に

配
送

を
行

い
、

安
心

安
全

な
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
美

味
し

い
給

食
が

提
供

で
き

た
。

　 老
朽

化
が

原
因

の
設

備
の

交
換

が
頻

発
し

て
い

る
。

7
2

,4
1

7
(6

8
,6

3
3

)

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

想
像

を
絶

す
る

よ
う

な
食

数
を

限
ら

れ
た

時
間

の
中

で
安

全
に

提
供

す
る

こ
と

に
は

本
当

に
敬

意
以

外
何

も
あ

り
ま

せ
ん

。
必

要
経

費
だ

と
思

い
ま

す
の

で
予

算
措

置
を

お
願

い
し

ま
す

。
・

献
立

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
、

安
心

で
安

全
、

美
味

し
い

、
と

の
文

言
か

ら
、

給
食

セ
ン

タ
ー

の
意

欲
と

責
任

感
を

感
じ

ま
す

。
ま

た
、

年
間

計
画

の
通

り
の

滞
り

な
い

給
食

配
送

か
ら

、
セ

ン
タ

ー
の

使
命

感
と

感
得

し
ま

し
た

。
・

衛
生

管
理

、
日

常
点

検
、

工
程

見
直

し
、

と
あ

り
ま

す
の

で
、

こ
ち

ら
は

継
続

く
だ

さ
い

。

1
,2

4
9

3
9

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

働
く

人
の

職
場

環
境

を
整

え
る

こ
と

は
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

気
持

ち
よ

く
大

量
の

給
食

が
提

供
で

き
る

よ
う

に
配

慮
願

い
た

い
と

思
い

ま
す

。
・

設
備

の
老

朽
化

に
逐

次
対

応
し

て
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

し
か

し
、

機
器

整
備

は
順

番
待

ち
の

様
相

を
呈

し
て

い
る

よ
う

で
す

か
ら

、
予

算
確

保
と

並
行

し
、

保
全

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

1
,1

9
4

給
食

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

6
3

,9
2

7

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
学

校
給

食
の

充
実

　
②

4
0

給
食

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

衛
生

管
理

及
び

社
会

的
環

境
の

変
化

に
対

応
し

た
施

設
設

備
の

改
修

及
び

増
設

等
を

図
る

も
の

。

準
備

室
エ

ア
コ

ン
、

高
圧

洗
浄

機
、

洗
濯

機
の

更
新

及
び

ト
レ

イ
3

0
0

枚
の

購
入

を
行

い
作

業
効

率
と

環
境

改
善

が
図

れ
た

。
老

朽
化

し
て

い
る

機
器

は
ま

だ
多

く
残

っ
て

お
り

、
更

新
が

追
い

つ
い

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

設
備

等
の

更
新

費
用

は
高

額
な

も
の

が
多

く
、

予
算

確
保

が
課

題
で

あ
る

。
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【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

補
正

予
算

を
組

ん
で

実
施

し
た

よ
う

で
す

が
、

現
在

、
米

が
の

値
段

が
高

騰
し

て
い

ま
す

。
一

週
間

の
う

ち
平

均
3

回
程

度
が

米
飯

に
な

っ
て

い
る

と
思

う
の

で
、

給
食

費
の

補
助

を
出

し
て

い
る

こ
と

は
保

護
者

に
と

っ
て

は
と

て
も

あ
り

が
た

い
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

・
給

食
費

を
全

額
補

助
す

る
自

治
体

も
出

て
き

て
い

ま
す

が
、

伊
奈

町
の

動
向

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

・
か

つ
て

の
勤

務
校

で
は

、
給

食
の

写
真

を
毎

日
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

こ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
給

食
写

真
を

見
て

転
校

先
に

決
め

た
と

い
う

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
。

そ
れ

ほ
ど

給
食

と
い

う
の

は
大

き
い

も
の

だ
と

思
い

ま
し

た
。

・
適

切
な

予
算

措
置

を
し

て
い

た
だ

い
た

と
捉

え
て

い
ま

す
。

今
後

、
給

食
費

の
値

上
げ

も
俎

上
に

載
せ

る
と

き
は

あ
る

で
し

ょ
う

か
ら

、
躊

躇
せ

ず
議

論
く

だ
さ

い
。

無
償

化
の

議
論

も
同

様
で

す
。

4
1

価
格

高
騰

対
策

学
校

給
食

食
材

費
支

援
事

業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

物
価

高
騰

に
よ

り
給

食
の

質
の

維
持

が
困

難
な

状
況

の
中

、
保

護
者

の
負

担
を

増
や

す
こ

と
な

く
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

、
品

質
及

び
量

を
保

っ
た

給
食

を
提

供
で

き
る

よ
う

支
援

を
実

施
す

る
。

補
填

額
　

　
　

1
食

あ
た

り
　

　
２

０
円

ｍ
　

　
　

　
　

1
月

あ
た

り
　

３
５

０
円

給
食

費
の

保
護

者
負

担
の

増
加

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
0

（
9

,2
0

9
）

9
,1

0
9

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
学

校
給

食
の

充
実

　
②
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

５
節

_学
校

・
家

庭
・地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上

施
策

名
１

-家
庭

教
育

支
援

体
制

の
充

実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
の

機
会

を
広

く
設

け
る

な
ど

し
て

、
家

庭
教

育
の

高
ま

り
が

み
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

地
域

の
教

育
力

の
向

上
が

み
ら

れ
ま

す
。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

1
0
回

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

5
4
2

4
3
7

1
3
回

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

4
3
7

一
般

財
源

・
町

立
中

学
校

２
校

と
町

P
T
A

連
合

会
の

３
団

体
が

家
庭

教
育

学
級

を
実

施
し

、
計

１
３

回
開

催
し

た
。

・
就

学
時

健
診

時
に

併
せ

て
実

施
し

て
い

た
「
親

の
学

習
子

育
て

講
座

」
は

、
健

診
実

施
方

法
の

変
更

（
保

護
者

引
率

）
に

伴
い

中
止

と
な

っ
た

た
め

、
対

象
保

護
者

へ
子

育
て

に
関

す
る

資
料

を
配

付
し

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
南

部
お

よ
び

中
部

地
区

は
少

子
化

は
落

ち
着

い
て

い
る

が
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

。
北

部
地

区
は

子
育

て
世

代
の

転
入

が
落

ち
着

き
、

年
々

児
童

・
生

徒
数

が
大

幅
に

減
少

し
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
各

校
P

T
A

に
お

い
て

組
織

の
改

善
（
ス

リ
ム

化
）
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

で
運

営
の

効
率

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。

・
昨

年
よ

り
も

講
座

が
増

え
、

受
講

者
に

と
っ

て
は

参
加

し
や

す
い

環
境

を
提

供
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
共

働
き

の
家

庭
に

つ
い

て
は

、
平

日
の

参
加

が
難

し
い

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 家

庭
教

育
の

講
座

に
つ

い
て

は
、

各
校

の
P

T
A

 に
委

託
し

て
い

ま
す

が
、

運
営

の
担

い
手

や
参

加
者

の
確

保
が

難
し

い
現

状
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
講

座
の

開
催

形
態

に
つ

い
て

は
検

討
し

ま
す

。
●

 生
涯

学
習

の
活

動
団

体
に

よ
っ

て
は

会
員

の
減

少
、

後
継

者
不

足
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
継

続
的

な
活

動
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

魅
力

あ
る

事
業

の
企

画
立

案
・具

現
化

に
努

め
、

会
員

の
確

保
・
後

継
者

育
成

に
取

組
み

ま
す

。
●

 防
災

キ
ャ

ン
プ

に
関

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

●
 今

後
の

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

連
携

を
深

め
る

新
た

な
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

運
営

の
改

善
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（学

校
運

営
協

議
会

）
設

置
を

促
進

す
る

条
件

整
備

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。 指

標
名

家
庭

教
育

学
級

の
実

施
回

数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

11
回

1
2
回

(1
)

2
回

(2
)

・
各

小
中

学
校

P
T
A

が
家

庭
教

育
学

級
を

町
P

T
A

連
合

会
に

委
託

し
、

事
業

の
効

率
化

が
進

ん
だ

。

・
多

く
の

方
が

参
加

し
や

す
い

事
業

展
開

を
目

指
し

、
土

日
や

夜
間

の
開

催
等

、
開

催
方

法
を

検
討

し
て

い
く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
家

庭
教

育
支

援
体

制
の

充
実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

社
会

教
育

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

4
2

P
T

A
家

庭
教

育
学

級
の

委
託

、
親

の
学

習
子

育
て

講
座

を
開

催
す

る
。

町
立

中
学

校
2

校
と

町
P

T
A

連
合

会
の

3
団

体
が

、
家

庭
教

育
学

級
を

、
合

計
1

3
回

開
催

し
た

。
就

学
時

健
診

時
に

併
せ

た
「

親
の

学
習

子
育

て
講

座
」

を
開

催
で

き
な

か
っ

た
が

、
対

象
保

護
者

へ
子

育
て

に
関

す
る

資
料

を
配

付
し

た
。

食
育

講
座

や
人

権
講

座
な

ど
を

開
催

。
日

本
薬

科
大

学
を

会
場

に
行

っ
た

、
3

中
学

校
の

吹
奏

楽
部

・
合

唱
部

の
合

同
演

奏
会

で
は

、
2

3
0

名
程

度
が

参
加

し
、

学
校

で
音

楽
に

取
り

組
む

生
徒

た
ち

の
交

流
と

保
護

者
や

地
域

住
民

に
対

し
て

の
発

表
の

場
と

な
り

大
変

有
意

義
で

あ
っ

た
。

5
4

2
4

3
7

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

令
和

5
年

度
か

ら
全

部
の

小
学

校
が

実
施

し
な

い
よ

う
に

な
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

か
つ

て
は

す
べ

て
の

小
中

学
校

で
家

庭
教

育
学

級
を

実
施

し
て

い
ま

し
た

。
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
学

校
と

の
関

係
も

変
容

し
て

き
た

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

、
ま

た
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
の

方
で

も
人

集
め

な
ど

大
変

な
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
・

親
の

付
き

添
い

で
就

学
時

健
康

診
断

を
行

う
よ

う
に

な
っ

た
の

で
は

、
親

の
学

習
子

育
て

講
座

が
実

施
で

き
な

い
の

も
仕

方
あ

り
ま

せ
ん

ね
。

・
伊

奈
中

が
東

日
本

吹
奏

楽
大

会
で

金
賞

を
受

賞
し

た
こ

と
が

新
聞

で
大

き
く

報
道

さ
れ

ま
し

た
。

お
互

い
に

素
晴

ら
し

い
ハ

ー
モ

ニ
ー

を
聞

き
あ

う
こ

と
は

と
て

も
素

晴
ら

し
い

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
・

家
庭

教
育

学
級

は
、

委
託

と
あ

り
ま

す
。

担
当

課
で

は
、

各
校

の
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
主

体
性

に
委

ね
た

事
業

運
営

を
図

っ
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
二

十
歳

の
集

い
の

記
念

事
業

を
工

夫
し

、
極

力
予

算
の

削
減

に
努

め
た

。
・
社

会
教

育
関

係
４

団
体

の
活

動
実

績
や

会
員

数
の

減
少

な
ど

を
勘

案
し

、
さ

ら
な

る
補

助
金

の
減

額
を

行
っ

た
。

・
二

十
歳

の
集

い
に

お
い

て
実

行
委

員
が

主
体

的
に

活
動

で
き

る
よ

う
支

援
し

、
記

念
事

業
の

見
直

し
を

図
っ

て
い

く
。

・
町

地
域

ぐ
る

み
青

少
年

健
全

育
成

推
進

協
議

会
が

青
少

年
に

か
か

わ
る

内
容

の
ア

ン
ケ

―
ト

を
、

児
童

・生
徒

に
実

施
し

た
調

査
結

果
を

町
民

に
広

報
し

、
子

ど
も

た
ち

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
一

助
と

す
る

。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

68
.3

％
77

.0
％

(1
)

6
6
.8

％

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 家

庭
教

育
の

講
座

に
つ

い
て

は
、

各
校

の
P

T
A

 に
委

託
し

て
い

ま
す

が
、

運
営

の
担

い
手

や
参

加
者

の
確

保
が

難
し

い
現

状
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
講

座
の

開
催

形
態

に
つ

い
て

は
検

討
し

ま
す

。
●

 生
涯

学
習

の
活

動
団

体
に

よ
っ

て
は

会
員

の
減

少
、

後
継

者
不

足
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
継

続
的

な
活

動
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

魅
力

あ
る

事
業

の
企

画
立

案
・具

現
化

に
努

め
、

会
員

の
確

保
・
後

継
者

育
成

に
取

組
み

ま
す

。
●

 防
災

キ
ャ

ン
プ

に
関

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

●
 今

後
の

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

連
携

を
深

め
る

新
た

な
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

運
営

の
改

善
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（学

校
運

営
協

議
会

）
設

置
を

促
進

す
る

条
件

整
備

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。 指

標
名

成
人

式
（
伊

奈
町

二
十

歳
の

集
い

）
の

出
席

率

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
「伊

奈
町

二
十

歳
の

集
い

」を
来

賓
・
恩

師
を

招
い

て
１

会
場

・
２

回
で

開
催

し
た

。
二

十
歳

を
祝

福
す

る
と

と
も

に
、

二
十

歳
に

な
る

者
が

、
社

会
の

一
員

と
し

て
権

利
・
義

務
の

責
任

あ
る

行
使

と
独

立
し

た
個

人
と

し
て

の
誇

り
を

あ
ら

た
め

て
認

識
す

る
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

該
当

者
57

1
名

に
対

し
、

4
4
8
名

の
出

席
で

あ
っ

た
。

・
社

会
教

育
関

係
４

団
体

（
町

子
ど

も
育

成
会

連
絡

協
議

会
、

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
伊

奈
第

１
団

、
町

青
少

年
相

談
員

協
議

会
、

町
青

少
年

健
全

育
成

推
進

協
議

会
）
に

お
い

て
は

、
積

極
的

に
屋

内
外

活
動

を
実

施
し

た
。

・
町

地
域

ぐ
る

み
青

少
年

健
全

育
成

推
進

協
議

会
で

は
、

環
境

浄
化

部
会

、
広

報
部

の
活

動
を

行
っ

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
対

面
に

よ
る

青
少

年
健

全
育

成
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
二

十
歳

の
集

い
で

は
、

保
護

者
の

観
覧

希
望

の
意

見
が

増
え

て
い

る
。

・
二

十
歳

の
集

い
実

行
委

員
会

の
開

催
時

期
を

早
め

、
実

行
委

員
の

意
向

を
確

認
し

た
う

え
で

、
１

会
場

２
回

開
催

で
計

画
通

り
実

施
し

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
青

少
年

健
全

育
成

活
動

の
担

い
手

が
減

少
傾

向
に

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

1
,5

6
9

1
,4

7
3

7
8.

5
％

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1
,4

7
3

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
２

-地
域

の
教

育
力

の
向

上

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
の

機
会

を
広

く
設

け
る

な
ど

し
て

、
家

庭
教

育
の

高
ま

り
が

み
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

地
域

の
教

育
力

の
向

上
が

み
ら

れ
ま

す
。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

7
5
.5

％

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

５
節

_学
校

・
家

庭
・地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

1
,1

9
0

青
少

年
健

全
育

成
推

進
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

評
価

・
課

題

4
4

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
地

域
の

教
育

力
の

向
上

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

1
,1

9
1

3
7

8

社
会

教
育

関
係

４
団

体
に

活
動

費
の

補
助

金
を

交
付

す
る

。

各
団

体
と

も
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
計

画
し

た
事

業
を

概
ね

開
催

で
き

た
。

町
地

域
ぐ

る
み

青
少

年
健

全
育

成
推

進
協

議
会

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
部

会
毎

に
活

動
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

広
報

部
会

と
調

査
統

計
部

会
を

合
併

し
た

。
環

境
浄

化
部

会
は

、
朝

の
あ

い
さ

つ
運

動
を

再
開

し
た

。

各
団

体
と

も
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
屋

内
外

活
動

を
積

極
的

に
実

施
し

た
。

社
会

教
育

関
係

団
体

と
連

携
し

、
各

団
体

の
会

員
数

拡
大

及
び

後
継

者
育

成
の

支
援

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

町
地

域
ぐ

る
み

青
少

年
健

全
育

成
推

進
協

議
会

が
青

少
年

に
関

わ
る

内
容

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
、

児
童

・
生

徒
に

実
施

し
た

調
査

結
果

を
町

民
に

広
報

し
、

子
供

た
ち

へ
の

理
解

を
深

め
る

一
助

と
す

る
。

二
十

歳
の

集
い

実
施

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

4
3

恩
師

を
招

き
記

念
事

業
を

実
施

で
き

た
こ

と
は

、
参

加
者

に
好

評
で

あ
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

は
認

め
て

い
な

か
っ

た
家

族
・

保
護

者
等

の
参

観
（

入
場

）
を

認
め

、
来

年
度

以
降

も
状

況
に

応
じ

て
認

め
る

方
向

で
調

整
し

て
い

く
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

二
十

歳
の

集
い

に
8

割
近

い
出

席
者

が
あ

っ
た

の
は

と
て

も
立

派
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

だ
け

伊
奈

町
に

愛
着

が
あ

る
証

拠
だ

と
思

い
ま

す
。

保
護

者
が

参
観

で
き

た
の

も
よ

か
っ

た
で

す
。

・
3

回
に

分
け

て
実

施
す

る
の

は
骨

が
折

れ
た

と
思

い
ま

す
。

大
変

お
疲

れ
さ

ま
で

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

だ
け

の
予

算
で

実
施

で
き

た
の

も
素

晴
ら

し
い

で
す

。
・

事
業

内
容

と
し

て
記

載
さ

れ
た

内
容

が
よ

い
と

率
直

に
感

じ
ま

し
た

。
・

参
加

者
に

と
っ

て
も

保
護

者
に

と
っ

て
も

大
切

な
催

し
と

考
え

ま
す

。
担

当
課

の
準

備
、

運
営

に
よ

り
門

出
を

祝
す

集
い

に
な

っ
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。

二
十

歳
の

新
し

い
門

出
を

祝
福

す
る

と
と

も
に

、
成

人
者

自
身

が
社

会
の

一
員

と
し

て
、

権
利

・
義

務
の

責
任

あ
る

行
使

と
、

独
立

し
た

個
人

と
し

て
の

誇
り

を
認

識
す

る
機

会
と

す
る

た
め

、
二

十
歳

の
集

い
を

開
催

す
る

。

民
法

の
一

部
改

正
に

伴
い

、
「

成
人

式
」

を
「

二
十

歳
の

集
い

」
に

名
称

変
更

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
、

会
場

を
１

か
所

で
３

回
に

分
け

て
挙

行
し

た
。

令
和

６
年

１
月

８
日

実
施

。
　

対
象

者
５

７
１

人
　

出
席

者
４

４
８

人
　

出
席

率
７

８
.５

%

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

行
政

に
代

わ
っ

て
各

種
社

会
教

育
関

係
団

体
が

青
少

年
の

健
全

育
成

事
業

を
行

な
っ

て
い

る
の

は
大

変
あ

り
が

た
い

こ
と

で
す

が
、

補
助

金
に

見
合

っ
た

事
業

な
の

か
、

行
政

の
事

務
負

担
が

ど
の

程
度

な
の

か
常

に
把

握
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

・
団

体
の

活
動

を
支

え
る

事
業

と
し

て
、

大
切

な
内

容
を

含
ん

で
い

る
と

考
え

ま
す

。
・

町
地

域
ぐ

る
み

青
少

年
健

全
育

成
推

進
協

議
会

の
活

動
に

つ
い

て
広

報
す

る
こ

と
は

意
義

が
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

保
護

者
に

と
っ

て
は

、
自

身
の

子
だ

け
で

な
く

、
地

域
全

体
の

子
ど

も
た

ち
の

こ
と

を
広

く
知

る
こ

と
は

必
要

で
す

。

2
8

3
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
S

N
S
を

活
用

し
、

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
事

業
を

効
果

的
に

進
め

て
い

る
。

・
事

業
の

後
に

い
た

だ
い

て
い

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
精

査
し

、
新

規
事

業
に

採
用

し
て

い
く
。

・
S

N
S
を

活
用

し
て

情
報

発
信

を
行

い
、

参
加

者
の

増
加

に
つ

な
げ

る
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

2
05

人
6
0
人

(1
)

7
4
人

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 家

庭
教

育
の

講
座

に
つ

い
て

は
、

各
校

の
P

T
A

 に
委

託
し

て
い

ま
す

が
、

運
営

の
担

い
手

や
参

加
者

の
確

保
が

難
し

い
現

状
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
講

座
の

開
催

形
態

に
つ

い
て

は
検

討
し

ま
す

。
●

 生
涯

学
習

の
活

動
団

体
に

よ
っ

て
は

会
員

の
減

少
、

後
継

者
不

足
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
継

続
的

な
活

動
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

魅
力

あ
る

事
業

の
企

画
立

案
・具

現
化

に
努

め
、

会
員

の
確

保
・
後

継
者

育
成

に
取

組
み

ま
す

。
●

 防
災

キ
ャ

ン
プ

に
関

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

●
 今

後
の

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

連
携

を
深

め
る

新
た

な
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

運
営

の
改

善
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（学

校
運

営
協

議
会

）
設

置
を

促
進

す
る

条
件

整
備

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。 指

標
名

W
aK

u
楽

体
験

教
室

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
放

課
後

子
供

教
室

は
４

年
ぶ

り
の

開
催

と
な

り
、

４
小

学
校

で
学

期
ご

と
１

回
ず

つ
、

計
１

２
回

開
催

し
、

延
べ

１
７

９
名

の
参

加
で

あ
っ

た
。

・
子

供
防

災
教

室
は

町
内

在
住

の
小

学
４

～
６

年
生

６
名

が
参

加
し

、
埼

玉
県

防
災

学
習

セ
ン

タ
ー

で
地

震
体

験
や

煙
体

験
、

暴
風

体
験

な
ど

を
通

し
て

、
防

災
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
土

曜
日

に
小

学
生

を
対

象
に

開
催

し
て

い
る

W
aK

u
楽

体
験

教
室

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
定

員
が

半
分

以
下

と
な

っ
て

い
た

が
徐

々
に

定
員

を
増

や
し

、
１

９
教

室
３

０
講

座
開

催
し

、
延

べ
２

８
３

名
の

参
加

で
あ

っ
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
昨

年
度

は
、

調
理

を
伴

う
講

座
で

は
飲

食
不

可
と

し
持

ち
帰

り
と

し
た

が
、

令
和

５
年

度
は

飲
食

可
と

し
た

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
小

学
生

対
象

の
W

aK
u
楽

体
験

教
室

に
低

学
年

の
子

ど
も

が
参

加
し

た
際

、
保

護
者

（親
）
の

参
観

希
望

が
増

加
し

続
け

て
い

る
。

・
W

aK
u楽

体
験

教
室

は
昨

年
度

よ
り

多
く
の

教
室

を
計

画
し

、
適

切
に

実
施

で
き

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
集

客
を

要
す

る
事

業
・
教

室
等

を
実

施
す

る
た

め
に

は
、

開
催

場
所

と
な

る
学

校
や

講
師

と
な

る
地

域
の

方
々

の
理

解
と

協
力

が
不

可
欠

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

5
4
2

4
3
7

28
3
人

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

4
3
7

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
３

-学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

の
推

進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
の

機
会

を
広

く
設

け
る

な
ど

し
て

、
家

庭
教

育
の

高
ま

り
が

み
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

地
域

の
教

育
力

の
向

上
が

み
ら

れ
ま

す
。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

30
0人

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

５
節

_学
校

・
家

庭
・地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

す
べ

て
の

教
室

で
前

年
度

以
上

の
参

加
者

数
と

な
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

も
高

評
価

で
あ

っ
た

。
引

き
続

き
子

共
た

ち
が

様
々

な
体

験
活

動
が

で
き

る
よ

う
よ

り
魅

力
あ

る
事

業
を

展
開

し
て

い
く

。

5
4

2
4

3
7

4
5

社
会

教
育

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

W
a
K

u
楽

体
験

教
室

・
放

課
後

子
供

教
室

・
子

供
防

災
教

室
の

事
業

を
行

う
。

W
a
K

u
楽

体
験

教
室

は
、

１
９

教
室

３
０

回
を

開
催

し
、

延
べ

参
加

人
数

２
８

３
人

で
あ

っ
た

。
放

課
後

子
供

教
室

は
１

２
教

室
開

催
し

延
べ

参
加

人
数

は
1

7
9

人
で

あ
っ

た
。

小
学

4
～

6
年

生
を

対
象

と
し

た
子

供
防

災
教

室
は

6
名

が
参

加
し

、
埼

玉
県

防
災

学
習

セ
ン

タ
ー

を
訪

れ
、

地
震

体
験

な
ど

を
通

し
て

防
災

意
識

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
【

学
識

経
験

者
の

意
見

等
】

・
放

課
後

子
供

教
室

と
子

供
防

災
教

室
が

こ
の

人
数

で
前

年
度

よ
り

多
い

と
い

う
の

は
、

前
年

度
が

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
い

か
に

人
数

が
少

な
か

っ
た

か
、

あ
る

い
は

開
催

自
体

が
難

し
か

っ
た

か
と

い
う

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
働

く
両

親
が

増
え

、
子

供
た

ち
の

預
か

り
場

所
が

あ
る

だ
け

で
な

く
、

様
々

な
体

験
活

動
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

は
子

供
た

ち
に

と
っ

て
も

親
に

と
っ

て
も

あ
り

が
た

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

・
人

気
の

あ
る

取
組

と
し

て
成

果
を

上
げ

て
い

る
と

捉
え

ま
し

た
。

担
当

者
の

皆
様

の
努

力
の

結
果

と
解

釈
い

た
し

ま
し

た
。

・
実

数
表

記
は

、
説

得
力

を
持

ち
ま

す
ね

。
継

続
く

だ
さ

い
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

つ
い

て
も

可
能

な
限

り
全

体
で

も
部

分
で

も
数

値
化

く
だ

さ
い

。
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

学
校

教
育

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

30
％

）
節

名
第

５
節

_学
校

・
家

庭
・
地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上

施
策

名
４

-
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

設
置

及
び

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
の

機
会

を
広

く
設

け
る

な
ど

し
て

、
家

庭
教

育
の

高
ま

り
が

み
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

地
域

の
教

育
力

の
向

上
が

み
ら

れ
ま

す
。

目
標

（令
和

6
年

度
）

全
７

校

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

5
8

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2年
度

実
績

令
和

3年
度

実
績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

8
27

66
6

全
７

校

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

6
08

一
般

財
源

・
学

校
が

、
様

々
な

諸
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

今
あ

る
地

域
の

「
強

み
」
や

「
魅

力
」を

見
つ

け
て

生
か

し
て

い
け

る
よ

う
、

学
校

・
家

庭
・地

域
が

一
体

と
な

っ
て

、
目

標
と

す
る

目
指

す
べ

き
子

ど
も

の
姿

に
向

け
た

具
体

的
な

取
り

組
み

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
学

校
運

営
協

議
会

制
度

の
し

く
み

が
整

い
、

充
実

を
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
研

修
会

を
通

じ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
（
学

校
運

営
協

議
会

）に
つ

い
て

、
学

校
・家

庭
・
地

域
が

連
携

し
、

協
力

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
互

い
に

「
当

事
者

」
と

し
て

の
意

識
が

醸
成

さ
れ

、
各

校
の

取
組

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
地

域
が

学
校

と
一

定
の

責
任

を
分

か
ち

合
い

、
と

も
に

行
動

す
る

体
制

を
構

築
す

る
も

の
で

あ
り

、
学

校
と

、
地

域
が

目
標

や
課

題
、

情
報

等
を

共
有

し
、

学
校

と
地

域
が

相
互

に
協

働
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（
施

策
に

対
す

る
今

年
度

の
実

績
及

び
効

果
）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
学

校
を

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
核

と
し

て
位

置
づ

け
、

学
校

の
教

育
活

動
を

通
し

て
地

域
の

活
性

化
を

図
る

と
と

も
に

、
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

を
一

層
推

進
す

る
た

め
に

、
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

・
各

学
校

運
営

に
保

護
者

や
地

域
住

民
が

参
画

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
地

域
な

ら
で

は
の

創
意

や
工

夫
を

生
か

し
た

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り

を
目

指
し

、
学

校
が

抱
え

る
課

題
の

解
決

を
図

り
、

子
ど

も
た

ち
の

教
育

活
動

等
を

一
層

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
（
学

校
運

営
協

議
会

）
に

つ
い

て
は

、
学

校
・家

庭
・地

域
が

連
携

し
、

協
力

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・
学

校
・家

庭
・
地

域
が

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
に

関
わ

る
と

い
う

意
識

を
醸

成
す

る
と

と
も

に
、

学
校

運
営

協
議

会
に

か
か

る
研

修
内

容
を

充
実

し
、

学
校

運
営

協
議

会
委

員
等

の
人

材
の

確
保

や
育

成
が

課
題

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 家

庭
教

育
の

講
座

に
つ

い
て

は
、

各
校

の
P
T
A

 に
委

託
し

て
い

ま
す

が
、

運
営

の
担

い
手

や
参

加
者

の
確

保
が

難
し

い
現

状
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
講

座
の

開
催

形
態

に
つ

い
て

は
検

討
し

ま
す

。
●

 生
涯

学
習

の
活

動
団

体
に

よ
っ

て
は

会
員

の
減

少
、

後
継

者
不

足
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
継

続
的

な
活

動
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

魅
力

あ
る

事
業

の
企

画
立

案
・
具

現
化

に
努

め
、

会
員

の
確

保
・
後

継
者

育
成

に
取

組
み

ま
す

。
●

 防
災

キ
ャ

ン
プ

に
関

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

●
 今

後
の

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

連
携

を
深

め
る

新
た

な
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 学
校

運
営

の
改

善
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（
学

校
運

営
協

議
会

）
設

置
を

促
進

す
る

条
件

整
備

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
●

 学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

に
、

保
護

者
や

地
域

の
方

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。 指
標

名

学
校

運
営

協
議

会
の

設
置

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

全
７

校
全

７
校

(1
)

全
７

校

(2
)

・
学

校
に

お
け

る
様

々
な

諸
課

題
に

対
し

て
、

学
校

・
家

庭
・地

域
が

連
携

・協
働

し
て

解
決

し
て

い
く
た

め
に

、
さ

ら
な

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

活
性

化
を

推
進

し
て

い
く
。

各
学

校
が

目
指

す
子

ど
も

た
ち

の
育

成
を

目
指

し
、

学
校

運
営

協
議

会
委

員
が

学
校

の
決

断
の

後
押

し
が

で
き

る
よ

う
な

具
体

的
な

実
践

を
目

指
す

。

・
引

き
続

き
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（学

校
運

営
協

議
会

）の
活

動
等

に
つ

い
て

地
域

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

学
校

・
家

庭
・地

域
の

連
携

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
子

ど
も

た
ち

が
ど

の
よ

う
な

課
題

を
抱

え
て

い
る

の
か

と
い

う
実

態
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
地

域
で

ど
の

よ
う

な
子

ど
も

を
育

て
て

い
く
の

か
、

何
を

実
現

す
る

の
か

と
い

う
目

標
・
ビ

ジ
ョ

ン
を

共
有

す
る

た
め

に
「
熟

議
（
熟

慮
と

論
議

）
」に

お
け

る
研

修
会

を
実

施
す

る
。

・
地

域
学

校
協

働
活

動
と

一
体

化
さ

せ
た

取
組

を
検

討
す

る
た

め
、

教
育

委
員

会
内

の
連

携
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

第
6
次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

（
学

校
運

営
協

議
会

）
の

設
置

及
び

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
を

導
入

し
て

数
年

が
た

つ
と

思
い

ま
す

が
、

そ
こ

で
話

し
合

わ
れ

た
課

題
は

何
が

あ
っ

て
、

ど
う

解
決

し
た

の
か

知
り

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
・

一
人

一
人

の
委

員
が

課
題

意
識

を
も

っ
て

参
加

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
が

、
そ

う
い

う
意

味
で

研
修

会
を

2
回

開
催

し
た

こ
と

は
よ

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
・

全
７

校
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
が

設
置

さ
れ

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

り
、

学
校

教
育

充
実

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

に
敬

意
を

表
し

ま
す

。
各

校
の

Ｈ
Ｐ

で
の

定
期

的
な

広
報

（
報

告
）

は
、

学
校

へ
の

信
頼

へ
と

連
鎖

す
る

と
考

え
ま

す
。

・
各

学
校

で
の

実
態

に
即

し
た

具
体

的
な

協
議

を
連

続
す

る
こ

と
は

効
果

的
で

す
。

ま
た

、
形

態
に

つ
い

て
は

、
各

校
の

工
夫

に
期

待
し

て
い

ま
す

。

評
価

・
課

題

4
6

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
推

進
事

業

【
学

校
教

育
課

】

　
こ

れ
ま

で
の

準
備

に
基

づ
き

、
令

和
２

年
度

、
町

立
小

中
学

校
全

７
校

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

を
設

置
し

、
学

校
の

諸
課

題
に

対
応

す
る

組
織

を
整

備
す

る
も

の
。

　 　
今

年
度

は
、

学
校

運
営

協
議

会
に

か
か

る
研

修
会

2
回

開
催

し
た

。
各

学
校

に
お

い
て

は
、

学
校

運
営

協
議

会
を

実
施

し
、

「
熟

議
」

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
学

校
が

、
様

々
な

諸
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

今
あ

る
地

域
の

「
強

み
」

や
「

魅
力

」
を

見
つ

け
て

生
か

し
て

い
け

る
よ

う
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
一

体
と

な
っ

て
、

目
標

と
す

る
目

指
す

べ
き

子
供

の
姿

に
向

け
た

具
体

的
な

取
組

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

（
学

校
運

営
協

議
会

）
を

中
核

と
し

て
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
３

者
が

連
携

し
、

協
力

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
感

染
防

止
の

工
夫

を
し

、
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

と
し

て
研

修
会

を
実

施
し

た
。

研
修

会
を

通
じ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

に
つ

い
て

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

連
携

し
、

協
力

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
互

い
に

「
当

事
者

」
と

し
て

の
意

見
が

醸
成

さ
れ

、
各

校
の

取
組

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

引
き

続
き

、
地

域
学

校
協

働
活

動
と

一
体

的
な

推
進

を
進

め
て

い
く

。

8
2

7
6

6
6

（
5

7
0

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

６
節

_生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

施
策

名
１

-学
び

合
い

の
生

涯
学

習
の

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
生

涯
に

わ
た

り
学

習
を

楽
し

む
環

境
が

整
っ

て
お

り
、

学
習

成
果

は
ま

ち
づ

く
り

や
地

域
活

動
な

ど
に

生
か

さ
れ

て
い

ま
す

。
町

民
の

文
化

意
識

が
向

上
す

る
中

、
文

化
財

へ
の

理
解

が
深

ま
っ

て
い

ま
す

。
郷

土
愛

が
育

ま
れ

、
自

ら
学

び
地

域
社

会
に

貢
献

す
る

人
材

が
育

っ
て

い
ま

す
。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

6
5
.0

％

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

1
4
2
,0

3
5

1
4
3
,4

8
7

9
4.

5（
6
8
.2

）％

3
.9

5
冊

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1
4
3
,4

8
7

一
般

財
源

・
町

内
の

教
育

機
関

と
連

携
し

た
学

校
開

放
講

座
は

、
１

５
講

座
を

実
施

し
、

延
べ

参
加

者
数

は
４

３
４

人
で

あ
り

、
満

足
度

は
９

４
．

５
％

で
あ

っ
た

。
定

員
の

５
倍

の
申

込
が

あ
っ

た
講

座
も

あ
り

、
魅

力
的

な
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
パ

ソ
コ

ン
寺

子
屋

に
つ

い
て

は
、

パ
ソ

コ
ン

を
楽

し
く
学

ぶ
場

で
あ

り
、

疑
問

を
安

心
し

て
質

問
で

き
る

場
で

あ
る

だ
け

で
な

く
、

住
民

同
士

の
交

流
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

（４
３

回
開

催
、

延
べ

参
加

者
数

３
０

４
人

）
・
公

民
館

で
は

各
世

代
に

応
じ

た
講

座
を

開
催

し
た

。
英

語
や

ジ
ャ

ズ
な

ど
の

講
座

も
好

評
で

あ
っ

た
。

・
電

子
図

書
館

に
お

い
て

は
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

増
や

す
こ

と
で

利
用

者
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
普

及
に

よ
り

、
パ

ソ
コ

ン
を

使
用

せ
ず

に
手

軽
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
、

講
座

な
ど

へ
の

申
込

も
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

も
の

が
増

え
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
高

齢
化

に
よ

り
サ

ー
ク

ル
等

団
体

の
運

営
が

難
し

く
な

っ
て

き
て

い
る

。
高

齢
者

の
社

会
参

加
・
生

き
が

い
づ

く
り

と
し

て
、

学
習

の
場

や
学

習
成

果
を

発
表

す
る

場
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

・
公

民
館

講
座

や
学

校
開

放
講

座
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

高
い

満
足

度
と

な
っ

て
い

る
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
サ

ー
ク

ル
な

ど
の

団
体

に
若

年
層

も
参

加
し

て
も

ら
え

る
仕

組
み

づ
く
り

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
非

接
触

型
の

電
子

図
書

館
利

用
率

を
上

げ
る

た
め

、
広

く
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
多

様
化

・
高

度
化

す
る

ニ
ー

ズ
を

適
切

に
把

握
し

、
事

業
の

検
討

に
つ

な
げ

る
必

要
が

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
開

放
講

座
に

つ
い

て
は

、
人

気
が

あ
る

講
座

は
継

続
的

に
行

っ
て

い
ま

す
が

、
参

加
者

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

満
足

度
の

高
い

多
様

な
講

座
の

開
催

を
検

討
し

ま
す

。
●

 本
格

的
な

高
齢

社
会

に
向

け
て

、
生

涯
学

習
は

高
齢

者
の

社
会

参
加

・
生

き
が

い
対

策
と

し
て

重
要

な
取

組
と

な
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
指

導
者

の
育

成
や

新
規

サ
ー

ク
ル

の
立

ち
上

げ
に

取
組

み
ま

す
。

●
 文

化
・
芸

術
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
と

と
も

に
、

参
加

者
や

町
民

の
ニ

ー
ズ

と
観

光
と

の
連

携
を

含
め

た
新

規
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 高
齢

化
の

影
響

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

指
導

者
の

確
保

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
●

 町
民

の
文

化
財

に
対

す
る

理
解

を
よ

り
深

め
る

と
と

も
に

、
町

の
魅

力
を

多
く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

地
域

の
文

化
財

を
し

っ
か

り
と

調
査

し
、

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
や

広
域

圏
で

の
企

画
な

ど
、

文
化

財
を

活
用

し
た

取
組

を
検

討
し

ま
す

。
●

 伊
奈

氏
屋

敷
跡

を
保

存
・継

承
し

た
上

で
観

光
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
さ

ら
な

る
活

用
を

図
り

ま
す

。
●

 将
来

の
町

史
編

さ
ん

の
た

め
に

、
必

要
な

行
政

文
書

は
廃

棄
せ

ず
、

歴
史

公
文

書
と

し
て

保
存

・
活

用
に

努
め

ま
す

。

5
.5

0
冊

指
標

名

学
校

開
放

講
座

の
参

加
者

満
足

度
（
理

解
度

数
）

人
口

１
人

当
た

り
の

貸
出

冊
数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

80
.6

（6
0.

0
）
％

89
.6

（6
0.

3
）
％

(1
)

8
5.

1
（
75

.3
）
％

(2
)

2
.8

3冊
3.

3
5
冊

3.
88

冊

・
ふ

れ
あ

い
活

動
セ

ン
タ

ー
及

び
図

書
館

に
お

い
て

は
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
つ

つ
利

用
者

へ
の

サ
ー

ビ
ス

向
上

と
経

費
の

節
減

等
を

目
的

に
、

指
定

管
理

者
制

度
を

引
き

続
き

運
用

し
て

い
く
。

・
各

種
講

座
や

教
室

な
ど

は
、

広
報

い
な

や
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
、

L
IN

E
や

F
ac

e
bo

o
k、

い
な

ナ
ビ

・
X
な

ど
の

S
N

S
を

活
用

し
て

、
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
う

。

・
ふ

れ
あ

い
活

動
セ

ン
タ

ー
及

び
図

書
館

は
、

施
設

の
経

年
劣

化
に

対
す

る
適

切
な

補
修

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

事
業

計
画

通
り

に
進

め
て

い
く
。

・
各

種
講

座
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や

他
市

町
村

の
事

業
事

例
を

精
査

・
研

究
し

、
事

業
内

容
や

安
全

対
策

に
活

用
し

て
い

く
。

・
生

涯
学

習
課

が
中

心
と

な
っ

て
私

立
学

校
、

公
立

学
校

と
協

力
し

、
講

座
や

教
室

の
運

営
や

応
募

方
法

な
ど

、
参

加
者

・応
募

者
の

利
便

性
の

向
上

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
。

・
産

・
学

・官
が

連
携

し
て

生
涯

学
習

の
場

を
提

供
で

き
る

体
制

の
整

備
を

行
っ

て
い

く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

2
,4

4
4

ふ
れ

あ
い

活
動

セ
ン

タ
ー

運
営

管
理

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

多
様

化
す

る
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

効
果

的
、

効
率

的
に

対
応

す
る

た
め

、
指

定
管

理
者

制
度

を
導

入
す

る
こ

と
で

民
間

の
活

力
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

令
和

５
年

度
　

利
用

件
数

３
6

，
1

1
７

件

指
定

管
理

者
の

徹
底

し
た

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
運

営
に

よ
り

、
ク

ラ
ス

タ
ー

も
発

生
す

る
こ

と
な

く
利

用
者

に
安

心
安

全
な

活
動

場
所

を
提

供
で

き
た

。

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
で

は
感

染
症

対
策

を
継

続
し

状
況

に
応

じ
た

施
設

の
管

理
運

営
が

求
め

ら
れ

る
。

6
7

,7
2

7

住
民

の
学

習
活

動
を

支
援

し
、

学
習

機
会

の
確

保
に

努
め

、
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

る
。

関
係

機
関

と
の

相
互

の
調

整
・

連
携

を
行

い
、

町
内

の
小

中
学

校
及

び
高

等
学

校
、

専
門

学
校

、
大

学
等

の
施

設
及

び
教

職
員

を
活

用
し

講
座

を
実

施
し

た
。

令
和

5
年

度
　

学
校

開
放

講
座

全
１

５
講

座
　

受
講

者
延

べ
人

数
４

３
４

人

2
,5

3
4

6
7

,7
4

8

4
8

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

び
合

い
の

生
涯

学
習

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

4
7

生
涯

学
習

推
進

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

薬
科

大
学

か
ら

町
内

の
学

校
の

学
校

開
放

講
座

の
在

り
方

に
つ

い
て

提
言

を
い

た
だ

い
た

の
が

3
年

く
ら

い
前

だ
と

思
い

ま
す

が
、

全
部

の
小

中
学

校
で

実
施

で
き

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

校
長

の
考

え
方

次
第

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
・

１
講

座
当

た
り

3
0

名
程

度
の

参
加

者
で

す
が

、
参

加
者

の
意

欲
は

十
分

に
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
大

変
で

は
あ

り
ま

す
が

、
で

き
る

だ
け

た
く

さ
ん

の
機

関
が

講
座

を
開

設
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

講
座

数
、

参
加

数
の

数
値

が
明

記
さ

れ
、

事
業

の
概

要
が

よ
く

分
か

り
ま

し
た

。
・

担
当

課
の

開
設

に
向

け
た

依
頼

・
準

備
・

運
営

等
の

尽
力

が
、

結
果

と
し

て
高

い
評

価
（

満
足

度
９

４
，

５
％

）
に

つ
な

が
っ

た
と

捉
え

ま
し

た
。

・
講

座
の

内
容

決
定

は
、

確
か

に
難

し
い

で
す

ね
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

行
政

の
ス

リ
ム

化
や

経
費

削
減

の
た

め
に

導
入

し
た

指
定

管
理

者
制

度
だ

と
思

い
ま

す
が

、
記

述
さ

れ
た

評
価

を
見

る
限

り
成

果
を

上
げ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
・

件
数

の
明

記
は

、
事

業
理

解
の

参
考

に
な

り
ま

す
。

・
利

用
者

数
の

増
加

も
図

り
な

が
ら

、
公

的
な

場
所

と
し

て
衛

生
管

理
に

努
め

ら
れ

た
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

生
涯

学
習

に
対

す
る

住
民

ニ
ー

ズ
は

多
様

化
・

高
度

化
を

強
め

て
い

る
。

学
習

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
講

座
内

容
の

充
実

に
努

め
、

高
い

評
価

を
得

て
い

る
。

講
座

に
対

し
、

質
の

高
い

も
の

を
求

め
る

傾
向

に
あ

る
。

ま
た

、
個

人
の

学
習

で
と

ど
め

て
し

ま
う

傾
向

に
あ

る
の

で
、

指
導

者
の

育
成

や
サ

ー
ク

ル
の

設
立

と
い

っ
た

地
域

へ
還

元
す

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
。
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【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

少
な

い
職

員
で

成
果

を
上

げ
て

い
る

と
い

っ
て

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

参
加

数
の

明
記

は
、

事
業

理
解

の
参

考
に

な
り

ま
す

。
開

設
し

た
学

級
数

、
講

座
数

も
あ

る
と

よ
り

具
体

的
で

し
ょ

う
か

。
・

高
い

評
価

と
あ

り
ま

す
の

で
、

担
当

者
の

成
果

で
す

ね
。

利
用

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

指
定

管
理

者
に

よ
り

図
書

館
の

管
理

運
営

を
行

い
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、

住
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

非
来

館
型

の
電

子
図

書
館

で
は

、
伊

奈
町

立
南

中
学

校
を

モ
デ

ル
校

に
指

定
し

、
全

校
生

徒
が

電
子

図
書

館
に

ア
ク

セ
ス

で
き

、
体

験
で

き
る

よ
う

機
会

を
も

う
け

た
。

移
動

図
書

館
車

を
町

内
１

２
箇

所
巡

回
　

５
年

度
　

利
用

者
人

数
６

３
１

人
、

貸
出

冊
数

５
，

３
６

０
冊

図
書

蔵
書

総
数

１
２

５
，

６
８

８
冊

公
民

館
運

営
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

6
9

,2
3

8

4
,3

4
8

4
9

6
9

,0
5

2

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

電
子

図
書

館
を

ネ
ッ

ト
で

調
べ

て
み

ま
し

た
が

、
と

て
も

よ
い

取
り

組
み

だ
と

思
い

ま
す

。
本

の
貸

し
出

し
や

予
約

だ
け

で
な

く
、

ネ
ッ

ト
上

で
読

め
る

と
い

う
の

も
障

碍
者

な
ど

図
書

館
に

行
く

こ
と

が
難

し
い

方
に

は
と

て
も

助
か

る
と

思
い

ま
す

。
・

蔵
書

数
は

、
桶

川
市

２
１

５
，

０
０

０
冊

、
上

尾
市

５
７

０
，

０
０

０
冊

の
よ

う
で

す
が

、
人

口
比

で
考

え
る

と
ほ

ぼ
同

じ
く

ら
い

で
す

ね
。

・
指

定
管

理
の

事
業

と
し

て
、

担
当

課
が

適
切

な
管

理
を

掌
理

し
て

い
る

と
捉

え
て

い
ま

す
。

・
利

用
状

況
が

、
各

種
の

実
績

数
値

と
し

て
詳

述
さ

れ
て

お
り

、
事

業
規

模
が

推
察

で
き

ま
す

。
文

化
教

養
講

座
、

子
育

て
講

座
と

い
っ

た
自

主
企

画
に

着
手

し
た

こ
と

は
、

管
理

者
の

姿
勢

と
し

て
素

晴
ら

し
い

と
考

え
ま

す
。

5
0

図
書

館
運

営
管

理
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
や

資
料

の
選

定
、

並
び

に
自

主
企

画
事

業
の

充
実

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

自
主

企
画

事
業

と
し

て
文

化
教

養
講

座
や

子
育

て
支

援
講

座
等

各
種

講
座

を
開

催
し

た
。

電
子

図
書

館
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

利
用

率
の

向
上

に
向

け
て

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

モ
デ

ル
校

に
つ

い
て

は
開

始
時

や
チ

ラ
シ

配
布

時
に

ア
ク

セ
ス

が
あ

る
が

継
続

し
た

利
用

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
周

知
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

住
民

の
教

養
の

向
上

、
健

康
の

増
進

、
生

活
文

化
の

振
興

を
図

り
、

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

し
、

さ
ら

に
は

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
作

り
を

推
進

す
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

定
員

を
減

ら
し

た
講

座
も

あ
っ

た
が

、
成

人
、

女
性

等
対

象
に

各
種

学
級

、
講

座
を

開
設

し
た

。
令

和
5

年
度

　
受

講
者

延
人

数
４

８
９

人

4
,2

6
4

各
種

講
座

を
開

設
し

、
高

い
評

価
を

得
て

い
る

。
今

後
は

、
多

様
化

・
高

度
化

す
る

学
習

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

さ
ら

に
事

業
内

容
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
自

主
活

動
へ

の
動

機
付

け
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
６

年
度

以
降

も
よ

り
魅

力
的

な
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
で

き
る

よ
う

開
催

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
要

す
る

。

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
文

化
財

及
び

町
史

資
料

の
保

護
・

保
存

・
活

用

81
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

・
総

合
文

化
祭

や
町

展
は

、
関

係
者

と
連

携
・
協

働
を

深
め

、
事

業
を

効
果

的
に

進
め

た
。

・
事

業
後

に
参

加
者

か
ら

い
た

だ
い

た
ア

ン
ケ

ー
ト

を
精

査
し

、
次

年
度

以
降

の
事

業
の

改
善

に
活

用
し

て
い

く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

3
56

人
未

実
施

(1
)

未
実

施

(2
)

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
開

放
講

座
に

つ
い

て
は

、
人

気
が

あ
る

講
座

は
継

続
的

に
行

っ
て

い
ま

す
が

、
参

加
者

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

満
足

度
の

高
い

多
様

な
講

座
の

開
催

を
検

討
し

ま
す

。
●

 本
格

的
な

高
齢

社
会

に
向

け
て

、
生

涯
学

習
は

高
齢

者
の

社
会

参
加

・
生

き
が

い
対

策
と

し
て

重
要

な
取

組
と

な
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
指

導
者

の
育

成
や

新
規

サ
ー

ク
ル

の
立

ち
上

げ
に

取
組

み
ま

す
。

●
 文

化
・
芸

術
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
と

と
も

に
、

参
加

者
や

町
民

の
ニ

ー
ズ

と
観

光
と

の
連

携
を

含
め

た
新

規
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 高
齢

化
の

影
響

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

指
導

者
の

確
保

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
●

 町
民

の
文

化
財

に
対

す
る

理
解

を
よ

り
深

め
る

と
と

も
に

、
町

の
魅

力
を

多
く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

地
域

の
文

化
財

を
し

っ
か

り
と

調
査

し
、

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
や

広
域

圏
で

の
企

画
な

ど
、

文
化

財
を

活
用

し
た

取
組

を
検

討
し

ま
す

。
●

 伊
奈

氏
屋

敷
跡

を
保

存
・継

承
し

た
上

で
観

光
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
さ

ら
な

る
活

用
を

図
り

ま
す

。
●

 将
来

の
町

史
編

さ
ん

の
た

め
に

、
必

要
な

行
政

文
書

は
廃

棄
せ

ず
、

歴
史

公
文

書
と

し
て

保
存

・
活

用
に

努
め

ま
す

。

指
標

名

伊
奈

町
美

術
展

覧
会

観
覧

者
数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

・
学

習
成

果
を

発
表

す
る

場
と

し
て

、
伊

奈
町

総
合

文
化

祭
を

１
１

月
１

１
日

・
１

２
日

の
２

日
間

に
わ

た
り

開
催

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
は

自
粛

し
て

い
た

模
擬

店
の

出
店

を
再

開
し

、
賑

わ
い

を
見

せ
た

。
・
第

４
９

回
伊

奈
町

美
術

展
覧

会
を

１
０

月
２

４
日

か
ら

１
０

月
２

９
日

の
６

日
間

に
わ

た
り

開
催

し
、

７
９

名
・１

０
４

点
の

出
品

が
あ

り
、

４
３

１
人

の
観

覧
者

が
あ

り
、

町
の

文
化

芸
術

の
向

上
に

寄
与

し
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
伝

統
芸

能
を

継
承

す
る

若
者

が
減

少
し

て
お

り
、

団
体

の
存

続
が

危
ぶ

ま
れ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
健

康
増

進
・
趣

味
・
教

養
に

関
す

る
講

座
や

教
室

に
対

し
、

カ
ル

チ
ャ

ー
ス

ク
ー

ル
の

よ
う

な
質

の
高

い
も

の
を

求
め

る
傾

向
に

あ
る

。
・
流

行
や

関
心

ご
と

は
流

動
的

で
あ

る
の

で
、

住
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
事

業
を

企
画

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
総

合
文

化
祭

で
は

模
擬

店
の

出
店

を
再

開
し

、
参

加
者

及
び

来
場

者
に

と
て

も
喜

ば
れ

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
各

団
体

構
成

員
の

高
齢

化
と

会
員

の
減

少
が

進
ん

で
お

り
、

若
者

参
加

と
後

継
者

育
成

が
課

題
で

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

1
,4

4
0

1
,4

1
2

43
1
人

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1
,4

1
2

一
般

財
源

行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

施
策

名
２

-文
化

芸
術

の
振

興
と

伝
統

文
化

の
継

承

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
生

涯
に

わ
た

り
学

習
を

楽
し

む
環

境
が

整
っ

て
お

り
、

学
習

成
果

は
ま

ち
づ

く
り

や
地

域
活

動
な

ど
に

生
か

さ
れ

て
い

ま
す

。
町

民
の

文
化

意
識

が
向

上
す

る
中

、
文

化
財

へ
の

理
解

が
深

ま
っ

て
い

ま
す

。
郷

土
愛

が
育

ま
れ

、
自

ら
学

び
地

域
社

会
に

貢
献

す
る

人
材

が
育

っ
て

い
ま

す
。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

50
0人

施 策 の 内 容

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

６
節

_生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

83



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
文

化
芸

術
の

振
興

と
伝

統
文

化
の

継
承

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

5
2

来
年

度
以

降
も

安
心

・
安

全
に

事
業

が
実

施
で

き
る

よ
う

開
催

方
法

等
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

6
1

6
5

9
1

文
化

芸
術

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

郷
土

芸
能

は
後

継
者

不
足

で
中

止
に

な
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

る
と

い
う

ニ
ュ

ー
ス

が
つ

い
こ

の
間

流
れ

て
い

ま
し

た
が

、
小

さ
い

伊
奈

町
に

３
団

体
も

あ
る

の
は

と
て

も
貴

重
な

の
で

是
非

、
保

護
を

お
願

い
し

ま
す

。
・

文
化

協
会

も
Ｗ

Ａ
Ｋ

Ｕ
楽

体
験

教
室

に
協

力
い

た
だ

き
、

持
ち

つ
持

た
れ

つ
の

関
係

で
よ

い
と

思
い

ま
す

。
・

町
内

の
文

化
団

体
の

現
況

が
分

か
り

ま
す

。
担

当
課

で
は

、
活

動
支

援
に

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

併
せ

て
、

補
助

金
交

付
と

あ
り

ま
す

の
で

、
適

正
な

経
理

処
理

に
留

意
く

だ
さ

い
。

・
「

郷
土

芸
能

の
保

存
、

継
承

」
、

「
後

継
者

育
成

」
と

あ
り

ま
す

。
重

要
な

視
点

で
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

担
当

課
の

関
係

各
所

へ
の

働
き

か
け

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

郷
土

に
古

く
か

ら
伝

承
さ

れ
る

芸
能

活
動

や
文

化
団

体
を

保
護

す
る

た
め

、
補

助
金

交
付

や
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
保

護
と

後
継

者
の

育
成

が
図

ら
れ

た
。

積
極

的
に

事
業

や
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
て

い
く

。
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

を
念

頭
に

置
き

、
各

団
体

が
工

夫
を

し
て

発
表

会
や

展
覧

会
を

開
催

し
て

い
く

。

評
価

・
課

題

5
1

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

町
部

局
、

各
種

委
員

会
、

関
係

機
関

・
団

体
が

一
体

と
な

っ
て

総
合

文
化

祭
を

開
催

で
き

た
こ

と
、

ま
た

内
容

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
は

大
い

に
評

価
で

き
ま

す
。

二
日

間
の

調
整

が
難

儀
だ

と
思

い
ま

す
が

、
大

変
お

疲
れ

さ
ま

で
し

た
。

・
運

営
ま

で
に

は
、

多
く

の
時

間
を

要
す

る
と

考
え

ま
す

。
有

意
義

な
事

業
で

す
か

ら
担

当
課

を
中

心
に

、
組

織
的

に
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。
・

成
果

発
表

す
る

場
が

あ
る

こ
と

は
、

普
段

地
道

に
活

動
・

作
業

し
て

い
る

方
に

と
っ

て
は

大
き

な
喜

び
と

推
察

し
ま

す
。

参
観

者
に

と
っ

て
も

触
れ

合
う

機
会

と
な

る
と

考
え

ま
す

。
・

模
擬

店
再

開
は

、
多

く
の

人
が

待
望

し
て

い
た

の
で

は
。

8
2

1

郷
土

芸
能

の
保

存
、

継
承

や
様

々
な

文
化

・
芸

術
団

体
が

地
域

に
根

ざ
し

た
積

極
的

な
活

動
を

行
う

う
え

で
、

必
要

な
支

援
を

行
う

。
　 ５

年
度

　
郷

土
芸

能
団

体
　

３
団

体
　

会
員

数
７

０
人

　
　

　
　

伊
奈

町
文

化
協

会
　

会
員

数
３

５
４

人

総
合

文
化

祭
実

施
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

総
合

セ
ン

タ
ー

等
を

会
場

に
文

化
・

芸
術

活
動

の
成

果
を

発
表

す
る

場
と

し
て

、
様

々
な

作
品

の
展

示
や

発
表

を
行

う
。

ま
た

、
文

化
・

芸
術

に
実

際
に

ふ
れ

る
こ

と
の

で
き

る
機

会
や

体
験

で
き

る
機

会
を

設
け

る
。

今
年

度
は

、
模

擬
店

の
出

店
を

認
め

、
4

年
ぶ

り
に

制
限

な
く

開
催

し
た

。

8
2

4
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

６
節

_生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

施
策

名
３

-文
化

財
及

び
町

史
資

料
の

保
護

・
保

存
・
活

用

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
生

涯
に

わ
た

り
学

習
を

楽
し

む
環

境
が

整
っ

て
お

り
、

学
習

成
果

は
ま

ち
づ

く
り

や
地

域
活

動
な

ど
に

生
か

さ
れ

て
い

ま
す

。
町

民
の

文
化

意
識

が
向

上
す

る
中

、
文

化
財

へ
の

理
解

が
深

ま
っ

て
い

ま
す

。
郷

土
愛

が
育

ま
れ

、
自

ら
学

び
地

域
社

会
に

貢
献

す
る

人
材

が
育

っ
て

い
ま

す
。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

2
5
件

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
4
1
7

1
,6

3
6

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

9
,6

9
8

9
,4

4
2

2
4
件

7
5
人

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

7
,3

8
9

一
般

財
源

・
「小

室
小

学
校

の
ア

カ
マ

ツ
」
と

「
清

久
氏

銘
の

あ
る

板
碑

」
を

町
指

定
文

化
財

に
指

定
し

た
。

・
本

上
遺

跡
発

掘
調

査
を

行
っ

た
。

・
平

成
3
0
年

度
に

実
施

し
た

発
掘

調
査

に
つ

い
て

、
発

掘
調

査
報

告
書

刊
行

の
た

め
の

出
土

遺
物

整
理

作
業

を
行

っ
た

。
・
伊

奈
氏

屋
敷

跡
に

お
い

て
保

存
目

的
の

発
掘

調
査

を
行

っ
た

。
現

地
説

明
会

に
は

3
4
人

が
参

加
し

た
。

・
郷

土
資

料
館

に
お

け
る

ま
が

玉
作

り
体

験
や

企
画

展
「
田

口
善

国
氏

生
誕

10
0年

記
念

」
の

実
施

に
よ

り
、

郷
土

資
料

館
の

役
割

な
ど

を
広

く
周

知
し

、
文

化
財

に
対

す
る

興
味

・
関

心
を

得
ら

れ
た

。
・
町

内
に

残
る

文
書

の
調

査
及

び
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
撮

影
及

び
デ

ジ
タ

ル
化

を
行

っ
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
内

に
お

け
る

開
発

に
伴

う
試

掘
調

査
件

数
は

横
ば

い
と

な
っ

て
い

る
。

・
伊

奈
氏

関
連

事
業

の
展

開
に

よ
り

、
伊

奈
氏

及
び

伊
奈

氏
屋

敷
跡

の
認

知
度

が
高

ま
っ

て
い

る
。

・
世

代
交

代
や

住
宅

の
建

替
え

に
よ

る
資

料
寄

贈
の

依
頼

が
微

増
し

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
郷

土
資

料
館

の
展

示
内

容
（
展

示
品

）
の

充
実

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

希
望

す
る

問
合

せ
が

増
加

し
て

い
る

。
・
伊

奈
氏

や
伊

奈
氏

屋
敷

跡
に

つ
い

て
の

歴
史

や
遺

構
の

問
合

せ
が

増
え

続
け

て
い

る
。

・
伊

奈
氏

屋
敷

跡
の

現
状

を
活

か
し

て
、

遺
構

が
わ

か
り

や
す

く
、

見
や

す
く
な

る
よ

う
な

見
学

環
境

を
整

え
て

ほ
し

い
と

い
う

要
望

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。

・
伊

奈
氏

関
連

事
業

へ
の

参
加

者
も

多
く
、

伊
奈

氏
や

伊
奈

氏
屋

敷
跡

に
つ

い
て

認
知

度
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
文

化
財

の
調

査
を

行
い

、
町

指
定

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

開
発

に
伴

い
消

滅
す

る
遺

跡
に

お
い

て
発

掘
調

査
を

す
る

こ
と

で
記

録
を

保
存

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
町

史
編

集
事

業
の

過
程

で
収

集
し

た
資

料
や

寄
贈

資
料

、
出

土
遺

物
な

ど
が

増
加

し
て

い
る

が
、

資
料

の
整

理
・調

査
は

進
ん

で
い

な
い

。
ま

た
、

保
管

場
所

や
展

示
場

所
が

不
足

し
て

い
る

。
・
公

文
書

を
歴

史
的

資
料

と
し

て
保

存
す

る
た

め
の

枠
組

み
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 学

校
開

放
講

座
に

つ
い

て
は

、
人

気
が

あ
る

講
座

は
継

続
的

に
行

っ
て

い
ま

す
が

、
参

加
者

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

満
足

度
の

高
い

多
様

な
講

座
の

開
催

を
検

討
し

ま
す

。
●

 本
格

的
な

高
齢

社
会

に
向

け
て

、
生

涯
学

習
は

高
齢

者
の

社
会

参
加

・
生

き
が

い
対

策
と

し
て

重
要

な
取

組
と

な
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
指

導
者

の
育

成
や

新
規

サ
ー

ク
ル

の
立

ち
上

げ
に

取
組

み
ま

す
。

●
 文

化
・
芸

術
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
と

と
も

に
、

参
加

者
や

町
民

の
ニ

ー
ズ

と
観

光
と

の
連

携
を

含
め

た
新

規
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 高
齢

化
の

影
響

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

指
導

者
の

確
保

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
●

 町
民

の
文

化
財

に
対

す
る

理
解

を
よ

り
深

め
る

と
と

も
に

、
町

の
魅

力
を

多
く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

地
域

の
文

化
財

を
し

っ
か

り
と

調
査

し
、

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
や

広
域

圏
で

の
企

画
な

ど
、

文
化

財
を

活
用

し
た

取
組

を
検

討
し

ま
す

。
●

 伊
奈

氏
屋

敷
跡

を
保

存
・継

承
し

た
上

で
観

光
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
さ

ら
な

る
活

用
を

図
り

ま
す

。
●

 将
来

の
町

史
編

さ
ん

の
た

め
に

、
必

要
な

行
政

文
書

は
廃

棄
せ

ず
、

歴
史

公
文

書
と

し
て

保
存

・
活

用
に

努
め

ま
す

。

10
0人

指
標

名

指
定

文
化

財
の

数

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

者
数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

22
件

2
2
件

(1
)

2
2
件

(2
)

未
実

施
1
2
0
人

1
05

 人

・
伊

奈
町

の
地

理
・自

然
・
歴

史
あ

る
い

は
町

内
所

在
の

文
化

財
な

ど
に

つ
い

て
、

も
っ

と
知

り
た

い
と

い
う

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

、
資

料
の

収
集

・整
理

、
保

存
・
調

査
、

公
開

・
活

用
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
は

あ
る

が
、

よ
り

効
果

的
・効

率
的

に
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・
伊

奈
氏

屋
敷

跡
の

保
存

・
整

備
・
活

用
を

よ
り

具
体

的
に

定
め

る
計

画
の

策
定

を
見

据
え

、
「
伊

奈
氏

屋
敷

跡
保

存
活

用
計

画
」
を

基
に

し
た

継
続

的
な

発
掘

調
査

等
の

各
種

調
査

を
行

う
。

・
過

去
の

発
掘

調
査

で
出

土
し

た
遺

物
の

再
整

理
（報

告
書

の
刊

行
含

む
）
を

実
施

す
る

。
・
町

立
郷

土
資

料
館

所
蔵

資
料

の
整

理
作

業
場

所
、

保
管

場
所

を
確

保
す

る
。

・
『
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

』
の

策
定

を
見

据
え

、
未

指
定

を
含

め
た

文
化

財
の

調
査

を
行

う
。

・
伊

奈
町

・
川

口
市

・
つ

く
ば

み
ら

い
市

「
伊

奈
氏

ゆ
か

り
の

地
」歴

史
・
文

化
的

交
流

に
関

す
る

協
定

に
基

づ
く
調

査
を

行
う

。
・
公

文
書

を
歴

史
的

資
料

と
し

て
保

存
す

る
た

め
の

枠
組

み
を

整
備

し
、

資
料

の
散

逸
を

防
止

す
る

。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

85



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

町
史

編
集

事
務

費

【
生

涯
学

習
課

】

町
史

編
集

事
業

の
過

程
や

寄
贈

等
で

収
集

さ
れ

た
古

文
書

等
の

保
存

及
び

今
後

の
活

用
や

公
開

の
た

め
の

資
料

作
り

が
で

き
た

。

今
後

は
、

収
集

資
料

等
の

整
理

・
保

存
・

目
録

化
及

び
保

管
場

所
の

確
保

が
課

題
で

あ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

文
化

財
は

時
代

の
推

移
と

と
も

に
消

滅
し

て
い

っ
て

し
ま

う
も

の
で

す
の

で
、

町
が

指
定

し
て

そ
の

保
護

・
活

用
を

す
る

の
は

と
て

も
大

切
な

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
・

埋
蔵

文
化

財
の

試
掘

が
１

９
件

も
あ

り
、

そ
の

う
ち

本
発

掘
が

い
く

つ
あ

っ
た

の
で

し
ょ

う
か

。
報

告
書

が
出

来
上

が
る

の
か

心
配

し
て

し
ま

い
ま

す
。

・
埋

蔵
文

化
財

、
史

跡
、

天
然

記
念

物
、

彫
刻

、
が

対
象

と
分

か
り

ま
し

た
。

・
Ｒ

５
の

実
績

が
数

値
化

さ
れ

て
お

り
、

具
体

的
で

す
。

な
お

、
町

文
化

財
指

定
が

新
規

２
件

（
埋

蔵
文

化
財

）
と

解
し

ま
し

た
。

担
当

課
に

は
、

保
存

も
管

理
も

重
要

な
業

務
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

さ
ら

に
、

新
た

な
文

化
財

発
見

を
喜

び
と

し
て

、
事

業
に

尽
力

く
だ

さ
い

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

恥
ず

か
し

な
が

ら
、

伊
奈

町
に

人
間

国
宝

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

を
初

め
て

知
り

ま
し

た
。

せ
っ

か
く

の
人

間
国

宝
展

で
す

が
、

独
立

し
た

郷
土

博
物

館
が

あ
れ

ば
と

思
わ

ず
に

は
い

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
・

箱
物

が
難

し
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

郷
土

資
料

館
が

伊
奈

町
に

も
あ

る
こ

と
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

３
年

生
で

「
昔

の
く

ら
し

」
を

学
習

す
る

の
で

す
が

、
さ

い
た

ま
市

立
博

物
館

に
行

っ
て

い
ま

す
。

町
の

郷
土

資
料

館
で

何
か

で
き

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
・

企
画

展
、

体
験

講
座

、
ま

た
、

資
料

館
運

営
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

独
立

し
た

郷
土

資
料

館
が

あ
れ

ば
収

蔵
・

保
管

場
所

に
苦

労
し

な
い

か
と

思
い

ま
す

が
、

何
と

か
工

夫
し

て
や

る
し

か
な

い
で

す
ね

。
・

次
号

の
刊

行
に

向
け

古
文

書
、

文
献

等
の

資
理

や
保

存
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

と
考

え
ま

す
。

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
化

等
も

活
用

度
を

高
め

ま
す

ね
。

1
,9

1
7

4
,1

2
8

郷
土

資
料

館
運

営
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

町
の

民
俗

・
歴

史
等

文
化

遺
産

を
継

承
し

、
郷

土
愛

の
精

神
を

高
揚

す
る

た
め

、
自

然
・

地
理

・
歴

史
に

関
す

る
資

料
及

び
人

間
国

宝
田

口
善

国
氏

の
作

品
を

展
示

体
験

講
座

の
開

催
を

行
う

も
の

。

企
画

展
「

田
口

善
国

展
」

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
体

験
講

座
「

ま
が

玉
作

り
体

験
」

を
開

催
し

１
１

人
が

参
加

し
た

。
文

化
財

に
対

す
る

興
味

・
関

心
を

向
け

る
機

会
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
開

館
日

数
２

０
４

日
　

来
館

延
人

数
４

７
１

人

町
の

歴
史

・
民

俗
資

料
等

を
継

承
し

て
い

く
た

め
の

唯
一

の
施

設
と

し
て

、
自

然
・

地
理

・
歴

史
等

の
資

料
を

展
示

公
開

し
、

町
の

歴
史

・
民

俗
資

料
等

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
で

き
た

。

新
収

蔵
資

料
や

未
公

開
資

料
に

つ
い

て
、

企
画

展
な

ど
を

適
宜

開
催

し
、

広
く

周
知

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
展

示
・

収
蔵

・
作

業
ス

ペ
ー

ス
の

不
足

か
ら

充
実

し
た

資
料

館
活

動
が

難
し

い
。

1
,8

8
5

1
,8

4
4

本
上

遺
跡

の
発

掘
調

査
、

町
指

定
文

化
財

2
件

の
指

定
を

行
っ

た
。

ま
た

、
久

保
山

遺
跡

・
本

上
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

刊
行

に
向

け
、

遺
物

整
理

作
業

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

文
化

財
は

、
歴

史
・

文
化

の
正

し
い

理
解

の
た

め
、

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
も

の
で

あ
り

、
保

存
活

用
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

は
地

域
づ

く
り

に
も

貢
献

す
る

。
ま

た
、

保
存

管
理

は
重

要
で

あ
り

、
貴

重
な

文
化

財
を

良
好

に
保

つ
た

め
、

管
理

者
に

適
切

な
補

助
と

支
援

も
継

続
し

て
行

う
必

要
が

あ
る

。

町
史

編
集

事
業

の
過

程
で

収
集

さ
れ

た
数

多
く

の
資

料
を

整
理

・
保

存
す

る
と

と
も

に
、

歴
史

資
料

と
し

て
重

要
な

公
文

書
等

の
収

集
、

整
理

及
び

保
存

を
行

い
、

将
来

の
公

開
・

利
用

に
向

け
準

備
を

行
う

も
の

。

町
内

に
残

る
文

書
の

調
査

及
び

マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ル
ム

撮
影

、
デ

ジ
タ

ル
化

を
行

っ
た

。

評
価

・
課

題

5
4

1
,9

3
7

5
5

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
文

化
財

及
び

町
史

資
料

の
保

護
・

保
存

・
活

用

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

4
,1

6
5

5
3

文
化

財
保

護
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

埋
蔵

文
化

財
・

史
跡

・
天

然
記

念
物

や
彫

刻
な

ど
、

町
内

の
貴

重
な

歴
史

的
・

文
化

的
資

産
の

保
護

活
用

の
た

め
の

事
業

を
行

う
も

の
。

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

・
保

存
と

し
て

、
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
内

の
試

掘
調

査
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

町
指

定
文

化
財

の
管

理
者

・
団

体
に

対
し

、
文

化
財

保
護

管
理

の
た

め
の

交
付

金
を

交
付

す
る

。

指
定

文
化

財
数

２
４

件
。

埋
蔵

文
化

財
試

掘
調

査
件

数
１

９
件

文
化

財
保

存
管

理
交

付
金

1
1

０
千

円
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

平
成

3
1

年
3

月
に

策
定

さ
れ

た
『

伊
奈

氏
屋

敷
跡

保
存

活
用

計
画

』
に

基
づ

い
て

保
存

と
活

用
を

図
る

も
の

。
今

後
も

活
用

の
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

も
計

画
的

に
発

掘
調

査
を

実
施

し
、

伊
奈

氏
屋

敷
跡

の
構

造
や

所
属

時
期

な
ど

の
解

明
や

活
用

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

1
,5

5
3

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
発

掘
調

査
説

明
会

も
３

０
名

以
上

の
参

加
が

あ
っ

た
と

い
う

こ
と

は
成

功
と

言
え

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

・
伊

奈
氏

に
つ

い
て

は
学

校
の

校
歌

に
も

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

様
々

に
町

お
こ

し
な

ど
活

用
さ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

・
保

存
、

管
理

が
着

実
に

進
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

見
学

者
を

想
定

し
た

環
境

整
備

も
必

須
で

す
ね

。
・

Ｒ
５

発
掘

調
査

実
施

と
あ

り
ま

す
。

引
き

続
き

、
「

活
用

計
画

」
の

下
、

鋭
意

、
事

業
を

推
進

く
だ

さ
い

。

伊
奈

氏
屋

敷
跡

保
存

活
用

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

草
刈

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

実
施

し
、

３
０

人
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

職
員

及
び

業
者

委
託

で
除

草
・

樹
木

伐
採

な
ど

を
行

い
、

見
学

し
や

す
い

環
境

を
整

え
、

倒
木

な
ど

の
事

故
防

止
に

努
め

た
。

発
掘

調
査

現
場

説
明

会
を

開
催

し
、

３
４

人
が

参
加

し
た

。
　 裏

門
跡

付
近

で
発

掘
調

査
を

実
施

し
、

障
子

堀
・

陶
磁

器
を

発
見

し
た

。

事
業

名

1
,8

1
9

評
価

・
課

題

5
6

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
文

化
財

及
び

町
史

資
料

の
保

護
・

保
存

・
活

用

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
B

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

７
節

_ス
ポ

ー
ツ

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進

施
策

名
１

-ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

元
気

な
ま

ち
づ

く
り

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
生

涯
に

わ
た

り
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
環

境
が

整
っ

て
お

り
、

ま
ち

づ
く
り

や
地

域
活

動
な

ど
に

生
か

さ
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

3
20

,0
0
0
人

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
3
,4

2
6

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

1
5
,6

7
6

1
4
,7

5
2

26
3,

3
3
7人

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

1
1
,3

2
6

一
般

財
源

・
真

夏
の

暑
さ

や
豪

雨
等

の
天

候
の

変
化

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
５

類
へ

の
移

行
に

応
じ

た
施

設
運

営
が

で
き

た
。

・
施

設
備

品
等

、
劣

化
し

て
い

る
箇

所
が

多
く
な

っ
て

き
て

い
る

が
、

修
繕

す
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
に

対
し

、
安

全
で

快
適

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
既

存
の

施
設

や
備

品
等

の
多

く
が

古
く
な

っ
て

い
る

た
め

、
早

急
修

繕
と

計
画

的
な

更
新

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

・
誰

も
が

安
心

し
て

活
動

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

提
供

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

・
施

設
の

予
約

、
利

用
料

の
支

払
い

に
つ

い
て

利
便

性
を

求
め

ら
れ

て
い

る
。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
施

設
の

充
実

を
求

め
る

声
が

増
え

て
き

て
い

る
。

・
各

年
代

の
方

々
が

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

教
室

等
の

開
催

や
内

容
の

検
討

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
適

正
な

施
設

運
営

が
で

き
た

。
・
開

催
し

た
各

教
室

に
お

い
て

応
募

者
が

十
分

に
お

り
、

す
べ

て
実

施
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
各

施
設

や
予

約
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、

利
用

者
か

ら
不

具
合

や
不

便
さ

に
つ

い
て

要
望

が
あ

る
た

め
、

充
実

し
た

事
業

を
展

開
す

る
に

は
、

施
設

ご
と

に
お

け
る

住
民

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
施

設
整

備
の

更
新

や
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 軽

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

誰
で

も
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
「ス

ポ
ー

ツ
都

市
宣

言
」
（
昭

和
5
7
 年

）
か

ら
4
0 

年
目

を
迎

え
る

こ
と

か
ら

、
記

念
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
通

し
て

、
町

民
の

健
康

づ
く
り

の
サ

ポ
ー

ト
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

種
目

に
つ

い
て

は
、

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
よ

う
検

討
し

ま
す

。
●

 ス
ポ

ー
ツ

・レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
活

動
団

体
に

よ
っ

て
は

、
会

員
の

減
少

、
後

継
者

不
足

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

魅
力

あ
る

事
業

の
企

画
立

案
、

具
現

化
に

努
め

、
会

員
の

確
保

、
後

継
者

の
育

成
に

取
組

み
ま

す
。

●
 ス

ポ
ー

ツ
施

設
は

、
屋

内
・
屋

外
と

も
引

き
続

き
計

画
的

な
改

修
や

用
地

の
確

保
、

暑
さ

対
策

に
取

組
み

ま
す

。

指
標

名

町
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

利
用

者
数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

2
8
0
,8

00
人

2
95

,8
4
1
人

(1
)

21
1
,9

2
5人

(2
)

・
定

期
的

な
施

設
点

検
や

利
用

者
か

ら
の

情
報

提
供

に
よ

り
、

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
優

先
順

位
を

決
め

、
適

切
な

維
持

管
理

を
行

っ
て

い
る

。

・
各

施
設

の
維

持
管

理
等

を
計

画
的

に
進

め
る

。
・
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

安
全

な
施

設
運

営
を

行
う

。
・
近

年
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
ロ

ー
ド

の
損

壊
が

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

見
回

り
を

行
い

、
損

壊
箇

所
の

早
期

発
見

と
迅

速
な

修
繕

を
行

う
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

体
育

施
設

維
持

管
理

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

町
民

の
誰

も
が

体
力

や
年

齢
に

応
じ

、
生

涯
を

通
し

て
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
親

し
め

る
よ

う
、

活
動

の
拠

点
と

な
る

施
設

の
適

正
な

維
持

・
管

理
を

実
施

し
、

更
な

る
施

設
の

利
用

率
向

上
を

図
る

。

丸
山

ス
ポ

ー
ツ

広
場

、
サ

ッ
カ

ー
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
整

備
、

丸
山

ス
ポ

ー
ツ

広
場

、
少

年
ス

ポ
ー

ツ
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
ジ

ョ
ギ

ン
グ

ロ
ー

ド
の

修
繕

及
び

除
草

・
清

掃
を

行
っ

た
。

丸
山

ス
ポ

ー
ツ

広
場

、
少

年
ス

ポ
ー

ツ
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
土

地
借

り
上

げ
料

を
支

払
っ

た
。

日
々

の
適

正
な

維
持

管
理

に
よ

り
良

好
な

ス
ポ

ー
ツ

施
設

環
境

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
安

全
な

施
設

運
営

及
び

施
設

の
維

持
管

理
等

を
適

宜
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

施
設

の
瑕

疵
に

よ
る

事
故

が
起

き
な

い
よ

う
に

定
期

的
に

点
検

を
行

っ
て

い
る

こ
と

と
思

い
ま

す
が

、
事

故
が

起
き

て
い

な
い

の
は

適
正

に
管

理
さ

れ
て

い
る

証
左

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
・

多
く

の
方

が
利

用
す

る
施

設
。

施
設

の
瑕

疵
は

大
き

な
事

故
に

つ
な

が
り

ま
す

か
ら

十
全

の
管

理
を

お
願

い
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
施

設
利

用
率

向
上

に
努

め
て

い
る

旨
、

読
み

取
り

ま
し

た
。

頭
が

下
が

り
ま

す
。

・
Ｒ

５
利

用
者

数
、

約
２

６
万

人
で

す
。

目
標

数
は

も
う

少
し

多
い

よ
う

で
す

の
で

、
良

好
な

ス
ポ

ー
ツ

施
設

提
供

を
継

続
く

だ
さ

い
。

5
7

評
価

・
課

題

1
4

,7
5

2
1

5
,6

7
6

　
　

　
　

第
７

節
　

ス
ポ

ー
ツ

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
元

気
な

ま
ち

づ
く

り

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
３

章
_人

を
育

て
_は

じ
け

る
笑

顔
_輝

く
ま

ち
B

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

７
節

_ス
ポ

ー
ツ

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進

施
策

名
２

-ス
ポ

ー
ツ

・レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

事
業

の
充

実

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
生

涯
に

わ
た

り
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
環

境
が

整
っ

て
お

り
、

ま
ち

づ
く
り

や
地

域
活

動
な

ど
に

生
か

さ
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

3
20

,0
0
0
人

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

4
,4

7
8

4
,0

3
1

26
3,

3
3
7人

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

4
,0

3
1

一
般

財
源

・
町

が
主

催
す

る
各

種
ス

ポ
ー

ツ
教

室
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

、
ス

ポ
ー

ツ
に

関
わ

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

ス
ポ

ー
ツ

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
団

体
の

活
動

に
対

し
て

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
ま

た
、

友
好

都
市

で
あ

る
茨

城
県

つ
く
ば

み
ら

い
市

と
町

内
の

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
及

び
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

団
体

が
交

流
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

５
類

に
以

降
し

た
た

め
、

住
民

の
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
意

欲
が

高
ま

っ
て

き
て

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
各

年
代

の
方

々
が

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

教
室

等
の

開
催

や
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
誰

で
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・
町

主
催

の
各

種
事

業
は

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
、

好
評

で
あ

っ
た

。
・
各

ス
ポ

ー
ツ

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
団

体
の

活
動

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

環
境

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
指

導
者

不
足

に
よ

り
開

催
で

き
る

教
室

が
限

ら
れ

て
き

て
い

る
。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 軽

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

誰
で

も
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

等
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
「ス

ポ
ー

ツ
都

市
宣

言
」
（
昭

和
5
7
 年

）
か

ら
4
0 

年
目

を
迎

え
る

こ
と

か
ら

、
記

念
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
●

 各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
通

し
て

、
町

民
の

健
康

づ
く
り

の
サ

ポ
ー

ト
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

種
目

に
つ

い
て

は
、

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
よ

う
検

討
し

ま
す

。
●

 ス
ポ

ー
ツ

・レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
活

動
団

体
に

よ
っ

て
は

、
会

員
の

減
少

、
後

継
者

不
足

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

魅
力

あ
る

事
業

の
企

画
立

案
、

具
現

化
に

努
め

、
会

員
の

確
保

、
後

継
者

の
育

成
に

取
組

み
ま

す
。

●
 ス

ポ
ー

ツ
施

設
は

、
屋

内
・
屋

外
と

も
引

き
続

き
計

画
的

な
改

修
や

用
地

の
確

保
、

暑
さ

対
策

に
取

組
み

ま
す

。

指
標

名

町
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

利
用

者
数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

2
8
0
,8

00
人

2
95

,8
4
1
人

(1
)

21
1
,9

2
5人

(2
)

・
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

ス
ポ

ー
ツ

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
団

体
の

活
動

に
対

し
て

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
つ

い
て

、
幅

広
い

年
代

が
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

工
夫

を
し

て
開

催
し

て
い

る
。

・
町

主
催

の
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
関

係
団

体
と

連
携

し
て

事
業

内
容

の
検

討
を

図
る

。
・
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
つ

い
て

は
、

午
前

に
実

施
す

る
地

区
対

抗
種

目
及

び
午

後
に

実
施

す
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
と

体
力

測
定

を
実

施
す

る
が

、
継

続
し

て
見

直
し

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
つ

く
ば

み
ら

い
市

と
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

た
交

流
を

行
う

際
は

、
関

係
団

体
と

調
整

を
行

う
と

と
も

に
、

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
み

な
が

ら
、

交
流

を
深

め
る

機
会

を
提

供
し

て
い

く
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績

91



当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

5
9

友
好

都
市

ス
ポ

ー
ツ

交
流

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

茨
城

県
つ

く
ば

み
ら

い
市

と
伊

奈
町

は
友

好
都

市
提

携
協

定
を

締
結

し
て

お
り

、
休

日
等

を
利

用
し

て
軟

式
少

年
野

球
大

会
に

参
加

し
地

元
チ

ー
ム

と
の

交
流

を
図

り
友

好
関

係
を

深
め

、
小

さ
い

頃
か

ら
人

間
関

係
を

構
築

す
る

こ
と

で
、

協
定

の
目

的
以

上
の

効
果

を
期

待
す

る
。

友
好

都
市

に
赴

い
て

少
年

野
球

大
会

及
び

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

交
流

会
へ

参
加

し
、

参
加

者
同

士
の

友
好

関
係

も
深

め
ら

れ
た

。

友
好

都
市

で
あ

る
茨

城
県

つ
く

ば
み

ら
い

市
と

の
交

流
事

業
と

し
て

、
つ

く
ば

み
ら

い
市

杯
軟

式
少

年
野

球
大

会
へ

伊
奈

町
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

か
ら

チ
ー

ム
を

派
遣

し
、

小
学

生
年

代
と

の
交

流
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

に
お

い
て

も
積

極
的

に
参

加
し

て
い

く
ほ

か
、

町
内

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

他
チ

ー
ム

も
交

流
を

広
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

令
和

６
年

度
に

つ
い

て
は

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

に
つ

い
て

町
で

交
流

会
を

実
施

す
る

。

1
5

5
5

4

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

子
供

た
ち

が
交

流
で

き
る

の
は

と
て

も
い

い
で

す
ね

。
人

口
規

模
も

地
理

的
な

条
件

も
伊

奈
氏

ゆ
か

り
の

地
と

し
て

も
同

じ
よ

う
な

街
で

す
の

で
、

共
通

す
る

課
題

も
多

い
と

思
い

ま
す

。
・

子
供

た
ち

だ
け

で
は

な
く

、
お

年
寄

り
の

方
も

交
流

し
て

い
る

の
は

よ
い

と
思

い
ま

す
。

・
予

算
が

ほ
と

ん
ど

な
い

で
す

が
、

交
通

費
な

ど
ど

う
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

団
体

に
お

願
い

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
・

友
好

都
市

と
の

交
流

は
有

意
義

だ
と

考
え

ま
す

。
事

業
定

着
に

向
け

、
担

当
課

で
創

意
工

夫
の

上
、

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

5
8

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
教

室
等

の
充

実
を

図
る

も
の

。
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

団
体

の
育

成
と

組
織

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
各

団
体

へ
の

運
営

補
助

を
行

う
。

ゴ
ル

フ
教

室
、

親
子

ナ
イ

タ
ー

テ
ニ

ス
教

室
、

ふ
れ

あ
い

ク
ラ

ブ
（

剣
道

、
柔

道
）

、
卓

球
教

室
、

町
民

バ
ス

ハ
イ

ク
を

実
施

し
た

。
町

民
運

動
会

か
ら

変
更

し
た

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

初
め

て
実

施
し

、
地

区
対

抗
５

競
技

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

、
体

力
測

定
を

行
っ

た
。

各
種

団
体

へ
の

運
営

支
援

を
通

し
て

、
健

康
で

文
化

的
な

生
活

へ
の

一
翼

を
担

っ
た

。
　 コ

ロ
ナ

が
5

類
に

移
行

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
の

影
響

も
残

る
こ

と
か

ら
、

ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

が
、

よ
り

活
発

に
自

主
的

な
活

動
が

で
き

る
よ

う
な

体
制

の
充

実
が

必
要

で
あ

る
。

4
,3

2
3

3
,9

7
7

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

町
民

運
動

会
か

ら
町

民
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
名

称
も

内
容

も
変

更
し

ま
し

た
が

、
事

務
局

と
し

て
は

結
果

を
ど

う
と

ら
え

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

運
動

会
の

地
区

対
抗

戦
を

残
し

つ
つ

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

よ
う

で
面

白
い

と
は

思
い

ま
す

。
・

多
く

の
教

室
を

開
催

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
・

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
と

改
称

し
た

取
組

に
移

行
し

た
こ

と
は

、
担

当
課

の
尽

力
と

解
し

ま
し

た
。

他
の

事
業

で
も

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

第
７

節
　

ス
ポ

ー
ツ

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

事
業

の
充

実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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Ａ Ｂ Ｃ

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

令
和

５
年

度
　

行
政

評
価

表
担

当
課

生
涯

学
習

課
今

年
度

の
施

策
達

成
度

章
名

第
５

章
_共

に
つ

く
る

_未
来

に
つ

な
が

る
ま

ち
A

施
策

が
既

に
完

了
し

た
。

見
直

し
や

改
善

を
行

い
最

善
に

近
い

。
（

進
捗

率
7
1
～

1
0
0
％

）

施
策

の
見

直
し

、
改

善
等

の
検

討
余

地
が

あ
る

。
（

進
捗

率
3
1
～

7
0
％

）

施
策

を
検

討
し

た
が

効
果

が
上

が
ら

な
い

。
遅

れ
て

い
る

。
未

実
施

。
（

進
捗

率
0
～

3
0
％

）
節

名
第

５
節

_人
権

尊
重

と
平

和
意

識
の

啓
発

推
進

施
策

名
１

-人
権

・
同

和
教

育
啓

発
の

推
進

ま ち づ く り 目 標 値

目
指

す
姿

　
誰

も
が

互
い

の
人

権
を

尊
重

し
、

自
分

ら
し

く
生

き
る

社
会

が
形

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
平

和
意

識
が

世
代

を
超

え
て

継
承

さ
れ

て
い

ま
す

。

目
標

（
令

和
6
年

度
）

４
０

０
人

施 策 の 内 容 行
政

評
価

表
（事

業
評

価
一

覧
）

合
計

0
0

0

成 果 指 標 の 推 移

令
和

2
年

度
実

績
令

和
3
年

度
実

績

(4
)

決
算

合
計

国
・
県

補
助

地
方

債
そ

の
他

特
定

財
源

9
5
6

7
7
4

１
３

４
人

当
初

予
算

額
決

算
額

　
　

（
単

位
；
千

円
）

7
7
4

一
般

財
源

・
児

童
生

徒
が

異
年

齢
間

の
交

流
を

行
う

こ
と

で
他

人
を

尊
重

す
る

意
識

を
醸

成
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

フ
レ

ン
ド

シ
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
は

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

「ｋ
ａ
ｕ

ｒｉ
」
の

協
力

を
得

、
ひ

ょ
う

た
ん

ラ
ン

プ
づ

く
り

を
通

し
て

人
権

感
覚

を
磨

く
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
人

権
講

座
に

つ
い

て
は

、
同

和
問

題
や

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
を

取
り

上
げ

、
３

回
の

内
容

で
開

催
し

た
。

・
全

戸
配

布
し

て
い

る
人

権
教

育
広

報
紙

「
み

ど
り

」に
つ

い
て

は
、

人
権

講
座

の
実

施
報

告
や

児
童

生
徒

の
人

権
標

語
の

作
品

及
び

人
権

啓
発

Ｄ
Ｖ

Ｄ
の

紹
介

を
掲

載
し

、
人

権
課

題
を

よ
り

身
近

な
も

の
と

し
て

捉
え

る
機

会
を

提
供

で
き

る
よ

う
努

め
た

。
・
町

内
の

小
中

学
生

に
自

分
の

人
権

だ
け

で
な

く
、

周
り

の
人

の
人

権
に

つ
い

て
も

大
切

な
こ

と
に

気
づ

き
、

考
え

て
も

ら
う

た
め

、
人

権
標

語
を

募
集

し
、

優
秀

作
品

を
ポ

ス
タ

ー
に

し
て

、
各

地
区

の
集

会
所

や
関

係
機

関
に

掲
示

し
た

。

施
策

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

・
町

民
の

人
権

に
対

す
る

意
識

は
高

ま
り

つ
つ

あ
る

が
、

人
権

に
関

す
る

問
題

は
多

様
化

し
て

い
る

。
・
住

民
の

生
活

様
式

の
多

様
化

が
進

ん
で

い
る

。

施
策

達
成

度
の

理
由

（施
策

に
対

す
る

今
年

度
の

実
績

及
び

効
果

）

施
策

を
達

成
す

る
う

え
で

の
障

害
に

つ
い

て

・
人

権
問

題
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

新
た

な
知

識
を

得
た

い
と

い
う

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

。

・
人

権
講

座
に

お
い

て
は

、
台

風
の

影
響

を
受

け
日

程
を

変
更

す
る

措
置

を
と

っ
て

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

住
民

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
つ

い
て

展
開

し
た

事
業

は
適

切
で

あ
っ

た
か

・
生

活
様

式
の

多
様

化
に

よ
る

幅
広

い
人

権
問

題
に

対
応

し
た

講
座

の
企

画
内

容
を

研
究

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

や
自

然
災

害
が

起
き

た
際

で
も

柔
軟

に
対

応
し

て
事

業
を

実
施

で
き

る
よ

う
対

策
を

講
じ

る
と

と
も

に
、

社
会

情
勢

の
変

化
に

応
じ

た
事

業
を

展
開

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

施 策 実 現 の た め の 課 題

令
和

5
年

度
実

績

●
 人

権
意

識
の

高
揚

を
図

り
、

人
権

啓
発

、
人

権
教

育
の

推
進

が
必

要
で

あ
り

、
平

成
2
8
年

12
月

に
「部

落
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
が

施
行

さ
れ

る
な

ど
、

人
権

に
関

す
る

様
々

な
法

整
備

も
進

め
ら

れ
て

お
り

、
一

層
の

取
組

に
努

め
ま

す
。

●
 人

権
講

座
は

平
成

2
9
年

度
ま

で
平

日
昼

間
に

開
催

し
て

い
ま

し
た

が
、

参
加

可
能

な
層

が
限

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

か
ら

、
平

成
3
0
年

度
よ

り
夜

間
・休

日
も

開
催

し
ま

し
た

。
今

後
も

開
催

日
時

や
講

師
選

定
、

周
知

方
法

な
ど

に
つ

い
て

も
工

夫
し

、
多

く
の

町
民

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
努

め
ま

す
。

●
 人

権
相

談
に

つ
い

て
は

、
高

齢
者

・
外

国
人

・L
G

B
T
ど

の
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
な

ど
に

関
す

る
相

談
が

増
加

し
て

く
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
相

談
体

制
を

充
実

さ
せ

、
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
ま

す
。

●
 平

和
学

習
の

内
容

は
、

次
世

代
を

担
う

子
ど

も
や

町
民

に
戦

争
の

悲
惨

さ
を

認
識

し
て

も
ら

え
る

も
の

と
し

、
平

和
に

対
す

る
意

識
の

啓
発

に
努

め
ま

す
。

指
標

名

人
権

講
座

等
へ

の
参

加
人

数

今
後

に
向

け
た

課
題

・
方

向
性

(3
)

令
和

4
年

度
実

績

６
８

人
７

４
人

(1
)

実
績

な
し

(2
)

・
人

権
講

座
で

は
、

こ
れ

ま
で

の
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

参
考

に
関

心
の

高
い

テ
ー

マ
を

取
り

入
れ

て
い

る
。

ま
た

、
多

く
の

方
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
よ

り
町

民
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

講
座

に
な

る
よ

う
検

討
す

る
。

・
人

権
標

語
ポ

ス
タ

ー
や

啓
発

品
等

の
作

成
数

、
人

権
啓

発
広

報
紙

の
掲

載
記

事
を

凝
縮

し
、

コ
ス

ト
の

見
直

し
を

図
っ

て
い

る
。

・
人

権
啓

発
事

業
に

お
い

て
は

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

情
報

発
信

に
努

め
て

い
る

。

・
人

権
講

座
で

は
、

こ
れ

ま
で

の
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

社
会

情
勢

の
中

で
問

題
と

な
る

タ
イ

ム
リ

ー
な

人
権

問
題

に
つ

い
て

幅
広

く
取

り
扱

う
。

・
人

権
講

座
等

の
人

権
啓

発
事

業
は

、
よ

り
多

く
の

参
加

者
を

得
ら

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
広

報
い

な
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
掲

載
す

る
ほ

か
、

案
内

チ
ラ

シ
や

ポ
ス

タ
ー

の
作

成
を

行
う

。
若

年
層

の
参

加
を

増
や

す
た

め
、

伊
奈

町
公

式
L
IN

E
や

F
ac

e
bo

o
k、

い
な

ナ
ビ

な
ど

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

第
6次

行
政

改
革

大
綱

に
基

づ
く
取

組
の

進
捗

状
況

次
年

度
以

降
に

お
け

る
施

策
の

具
体

的
な

方
向

性
令

和
6
年

度
実

績
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
５

節
　

人
権

尊
重

と
平

和
意

識
の

啓
発

推
進

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
人

権
・

同
和

教
育

啓
発

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
た

形
で

実
施

し
、

町
民

の
人

権
意

識
の

高
揚

を
図

る
た

め
、

人
権

問
題

を
身

近
に

考
え

て
い

た
だ

く
た

め
の

き
っ

か
け

づ
く

り
が

で
き

た
。

継
続

的
に

事
業

を
進

め
る

こ
と

で
、

町
全

体
の

人
権

意
識

を
向

上
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

9
6

0
7

7
4

6
0

人
権

教
育

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

日
常

生
活

の
中

で
の

多
様

な
人

権
課

題
や

人
権

の
意

義
、

そ
の

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
た

め
の

事
業

を
行

う
。

小
・

中
学

生
を

対
象

と
し

た
フ

レ
ン

ド
シ

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

や
成

人
を

対
象

と
し

た
人

権
講

座
は

、
コ

ロ
ナ

禍
前

と
同

様
に

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
フ

レ
ン

ド
シ

ッ
プ

セ
ン

ナ
—

に
つ

い
て

は
、

作
品

の
制

作
活

動
を

通
し

て
、

講
師

や
異

学
年

と
の

交
流

を
行

う
こ

と
で

、
他

人
を

尊
重

す
る

意
識

を
醸

成
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

９
人

参
加

）
ま

た
、

人
権

講
座

に
つ

い
て

は
、

人
権

課
題

の
中

か
ら

３
つ

の
課

題
を

取
り

上
げ

実
施

し
た

。
（

３
回

、
延

１
０

６
人

）
人

権
啓

発
広

報
紙

「
み

ど
り

」
に

つ
い

て
は

、
人

権
講

座
の

実
施

報
告

や
児

童
生

徒
の

人
権

標
語

作
品

及
び

人
権

教
育

Ｄ
Ｖ

Ｄ
の

紹
介

を
掲

載
し

、
全

世
帯

及
び

関
係

機
関

に
配

布
。

人
権

課
題

を
よ

り
身

近
な

も
の

と
し

て
と

ら
え

る
機

会
を

提
供

で
き

る
よ

う
努

め
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

行
政

が
何

か
を

実
施

し
よ

う
と

す
る

と
人

集
め

が
と

に
か

く
大

変
に

な
り

ま
す

が
、

フ
レ

ン
ド

シ
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
は

以
前

は
１

泊
の

宿
泊

で
行

な
っ

て
い

ま
し

た
し

、
人

権
講

座
は

年
間

６
回

く
ら

い
あ

り
、

私
自

身
も

時
間

さ
え

あ
れ

ば
参

加
し

た
い

と
思

う
よ

う
な

内
容

も
た

く
さ

ん
あ

り
ま

し
た

。
な

ん
だ

か
事

業
が

縮
小

し
た

よ
う

に
思

え
る

の
で

す
が

、
参

加
者

が
少

な
い

た
め

か
、

予
算

が
縮

減
さ

れ
た

た
め

か
、

そ
れ

と
も

ほ
か

に
理

由
が

あ
る

の
か

、
人

権
に

つ
い

て
は

多
く

の
方

の
一

歩
前

進
が

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。
・

内
容

と
数

値
の

記
載

が
あ

り
、

事
業

の
様

子
が

よ
く

分
か

り
ま

す
。

「
み

ど
り

」
に

つ
い

て
も

内
容

が
よ

く
分

か
り

ま
す

。
事

業
運

営
に

つ
い

て
は

、
他

市
の

事
業

も
参

考
に

し
な

が
ら

、
進

め
て

く
だ

さ
い

。
町

全
体

で
の

人
権

尊
重

の
意

識
向

上
を

頑
張

り
ま

し
ょ

う
。
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Ⅲ 関係資料 

 

学校別児童生徒数・学級数    

 

学校施設の現況      
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（１）小学校

学校名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
特別支
援学級

総合計

人数 72 88 80 78 93 89 17 517

学級数 3 3 3 3 3 3 3 21

人数 77 84 97 80 95 89 18 540

学級数 3 3 3 3 3 3 3 21

人数 86 71 87 89 91 81 12 517

学級数 3 3 3 3 3 3 3 21

人数 103 129 114 133 145 165 20 809

学級数 3 4 4 4 5 5 4 29

人数 338 372 378 380 424 424 67 2,383

学級数 12 13 13 13 14 14 13 92

（２）中学校

学校名 第１学年 第２学年 第３学年
特別支
援学級

総合計

人数 89 108 111 10 318

学級数 3 3 3 2 11

人数 247 323 255 17 842

学級数 7 9 7 3 26

人数 67 93 83 8 251

学級数 2 3 3 2 10

人数 403 524 449 35 1,411

学級数 12 15 13 7 47

小・中計 人数 741 896 827 380 424 424 102 3,794

学校別児童生徒数・学級数　　（令和５年５月１日現在）

中学校計

小学校計

小室小学校

小針小学校

伊奈中学校

小針中学校

南中学校

南小学校

小針北小学校

96



学校別児童生徒数・学級数　　（令和５年５月１日現在）

小室小 小針小 南小
小針北

小
小学校計 伊奈中 小針中 南中 中学校計 小・中計

R１年度 596 620 518 1,127 2,861 365 959 278 1,602 4,463

R２年度 563 582 530 1,061 2,736 341 963 255 1,559 4,295

R３年度 550 593 524 975 2,642 334 893 253 1,480 4,122

R４年度 529 551 497 879 2,456 343 893 255 1,491 3,947

R５年度 517 540 517 809 2,383 318 842 251 1,411 3,794
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小学校別児童数の推移
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南小

小針北

小
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中学校別生徒数の推移

伊奈中

小針中

南中
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木造 0

鉄筋コン
クリート

5,531 4,576 4,707 8,042 22,856 6,183 5,828 5,370 17,381

鉄骨 444 444 173 173

合計 5,531 5,020 4,707 8,042 23,300 6,183 6,001 5,370 17,554

鉄筋コン
クリート

947 1,594 732 1,406 4,679 1,296 1,290 2,586

鉄骨 1,890 1,890

計 947 1,594 732 1,406 4,679 1,296 1,290 1,890 4,476

建物
敷地

9,097 8,763 7,372 12,940 38,172 17,564 9,598 12,942 40,104

屋外
運動場

8,494 9,114 8,107 7,560 33,275 11,685 18,407 16,587 46,679

その他

合計 17,591 17,877 15,479 20,500 71,447 29,249 28,005 29,529 86,783

明治６ 明治６ 昭和５４ 平成１８ 昭和２２ 昭和５７ 昭和６３

学校施設の現況　　（令和５年５月１日現在）

南
小学校

用
地
面
積

校

舎

屋
内
運
動
場

施設(㎡)

南
中学校

中学校
計

小針北
小学校

設置年度

小学校
計

伊奈
中学校

小針
中学校

学校名 小室
小学校

小針
小学校
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